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†プロローグ









　三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づる（本名：田た中なかよし子）の、ある日の電話──




　久ひさしぶりじゃのう、今日おぬしに連絡したのは他でもない。妾わらわの悩みを聞いて欲しいからじゃ。

　……なに？　『全知全能たる《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》様に悩みなどあるのですか』じゃと？

　フフフ、妾とて人なのだから当然だ。おぬしの理想を壊して悪いがな。

　で、妾の悩みとはだな──




　暗黒狂宴サバトに少しだけ、不満があるのだ。




　いや、おぬしの言いたい事は理わ解かる。

『貴方あなた様さまが作った大会ではないですか？』じゃろう？

　その通り。

　四年前の『大転成パラダイム・シフト』の後、異能者の数は大幅に増え……

　その受け皿として、妾わらわはこの学園都市『三千世界』を作った。

　異能者が一カ所に集まれば、誰が一番強いのか決めたくなるのは当然の帰き結けつ。

　ゆえに妾は暗黒狂宴サバトを創設した。厨ちゆう二にであればあるほど上位へ行ける。そんな素晴らしい大会を目指してな。

　じゃが──今の暗黒狂宴はなんじゃ。

　厨二の祭典ではなく、変態の狂きよう宴えんではないか！

　たとえば我が煉れん獄ごく学園、位い階かい２位の樹いつき樹じゆ花か！　強さの理由は『植物を性的に愛している』からじゃ！　あんな変態が世の中にいたとは！

　５位の風かざ見み鶏どりつむじも厨二は全然関係ない！　ホームレスだから風系シンクロ値が高いときた！

　11位の『赤ちゃん系異能者』児こ山やま小こ太た郎ろう！　赤ちゃんプレイをすればするほど強くなるって、どうなんじゃ！

　どいつもこいつも、真面目まじめに厨二を考えておらぬ！

　なぜ皆、素直に厨二になってくれんのじゃ……妾は学園長として、教育の腐ふ敗はいを嘆なげかずにはおられぬ。

　もちろん、今の暗黒狂宴も面白い。

　特に灰はい咲ざき刀とう夜やの活躍は見事だ。『最弱』ながらも、相手の性癖を逆ぎやく用ようして勝利する手腕。それに『悪役ヒール』としての痛快な振る舞い──奴やつの登場は、暗黒狂宴に新しん風ぷうを吹き込んだといっていいじゃろう。

　……まあ勿もち論ろん、奴に『最弱』『悪役』のギミックを与えた妾のおかげなのじゃがな。

　だが妾が好きなのは、あくまで厨二。スーパー●ボット大戦ならぬ、スーパー変態大戦を見たい訳ではないのじゃよ。

　ゆえに来年の暗黒狂宴からは、ルールを改正しようかと考えておる。

　何か他に、有効な手段があればそれを使うが……。

　少し話が長くなってしまったな。許せ。

　……なに？　『偉大なる三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づる様のお電話なら、いつでもお待ちしております』じゃと？

　ふん、下手な世辞を言いおって。

　ではまたな。『百人委員会』の奴らによろしく伝えるがよい。

　今いま更さらあの老ろう害がいどもが、何かを出来るとは到底思えんがな……フハハハハハハハハハハハハ、フハハハハハハハハハハハハハ───────ッ




　──三千烏血鶴は心の底から高笑いしたあと、誰とも繫つながっていない電話を懐ふところにしまった。






†一章　変わる世界









　三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるがエア電話をしてから、数日後──暗黒狂宴サバトの学内予選、準々決勝の日まで時間は進む。

　第一試合で、刀とう夜や率いるリベリオンズは樹いつきチームに勝利をおさめた。

　その後刀夜のもとに、しばらく連絡が取れなかった光こう王おう院いんから電話がかかってくる。

　彼の声は暗く沈んでおり、ただならぬ雰囲気が伝わってきた。

　心配になった刀夜は、異能『八ヤ咫タ烏ガラス』で光王院のもとへ行くことを決める。

『一度触った人間』のもとへテレポート出来る異能だ。ただ身につけている物ごとテレポートできないので、全裸になってしまう。

　テレポートで到着したのは、三千世界の海沿いにある港湾地帯。開発が放棄されてゴーストタウンになっており、廃工場や朽ちた倉庫などが立ち並んでいる。

　その一角で光王院は、プルを狙う秘密結社『黄金の暁會ゴールデンドーン』の五人に襲われていた。

　刀夜は光王院から名めい刀とう『蛍ホタル丸マル』を借り『黄金の暁會』のうち四人を蹴ちらした。

　残る一人は『黄金の暁會』の総帥に電話をかけながら逃走をはかった。刀夜は追いかけて倒し、スマホを奪い取る。

　それを耳に当て、底冷えする声で告げた。

「震えて待ってろ。すぐにお前も『黄金の暁會』も……粉みじんにしてやるから……」

　気け圧おされたように、総帥は電話を切った──




●




「ちっ……！」

　灰はい咲ざき刀夜は舌打ちして、切れたスマホを睨にらみつけた。さっきまで、仲間のプルを狙う秘密結社『黄金の暁會』の総帥と電話が繫つながっていたのだ。

　スマホは刀夜の物ではない──側そばに倒れている男のものだ。先ほどブチのめした『黄金の暁會』の一員である。

（『黄金の暁會』は徹底的に潰す。そのためには……）

　刀夜は漣気エーテルで己おのれの体を強化し、男を軽々と持ち上げた。漣気とは異能者が持つエネルギーで、身体能力を向上させたり様々な形で放出したりと、多くの用途がある。

「おい、お前ら『黄金の暁會』の目的は一体……って、気絶してるか」

　渋い顔をしていると、澄すんだ声が聞こえてきた。

「刀夜！」

　サラサラの髪を揺らしながら、女と見み紛まがうような美少年が駆けてくる。

　股間に邪じや龍りゆう王を封印し、そこに呪じゆ印いんの包帯を巻いている英雄・光こう王おう院いん晴はる斗とだ。

　彼の背後には『黄金の暁會ゴールデンドーン』のメンバー四人が倒れている。

　光王院は先せん刻こく『黄金の暁會』からプルをさらう事への協力を求められた。断ると、エロ本の切り抜きをバラまかれたらしい。

　股間が膨ぼう張ちようすれば、呪印の包帯に締め付けられる。激痛で動けなくなり絶対絶命である。

　だが光王院はここで、恐るべき行動をとった。

　股間が膨張するメカニズムは、性的興奮によって局部に血が集中すること──それを防ぐため、太ふと股ももの動脈を切って血を噴ふん出しゆつさせたのだ。

　そして敢かん然ぜんと、男たちに立ち向かった……刀とう夜やが『八ヤ咫タ烏ガラス』で助けに来なければ、死んでいただろう。

（晴斗。お前こそ俺の親友でありライバルだ）

　刀夜は笑顔で、駆けてくる親友を迎える。

　そして光王院は、全裸の刀夜を見ると──股間を押さえて倒れ伏した。

「ぐぁあああああああああ!?　鎮しずまれぃ邪龍王!!」

「お前、なんで俺の裸で興奮してるんだよ!?」

　叫ぶ刀夜の脳裏に、一ひ二ふ三みの言葉がよぎった。




『刀夜、私の計算によレバ──１００パーセントの確率で、彼は男もいけマス』




　たしかに光王院は以前も、全裸の刀夜を見て邪龍王を暴走させていた。悲しいことに一二三の計算は的中していたらしい。

　光王院は両手で股間を押さえ、蒼あおい瞳を潤うるませて見上げてくる。

「すまない刀夜、僕は性別にこだわらないタイプなんだ」

「そ、そうか……」

　返事に困っていると、更なる異常事態が発生する。

　シュウウウウ!!　という音とともに、光王院の股間から黒い瘴しよう気きのようなものが噴出したのだ。

「な、なんだ!?　邪龍王の復活か!?」

　警戒する刀夜に、光王院が微笑ほほえみかけてくる。

「違う。邪龍王が君に嫉しつ妬としているんだよ」

「へ？」

「実はこの邪龍王はメスでね。僕に想おもいを寄せているらしい」

　想おもい人びとの股間に封印されているとは、邪龍王も不ふ憫びんなものだ。

「つまりだね……僕が君の裸で興奮したから、僕の股間が君に嫉しつ妬としているのさ」

「なんだその、地獄のような三角関係!?」

　涙目になる刀とう夜や。

　それをよそに、光こう王おう院いんは優しく己おのれの股間を撫なではじめる。

「邪じや龍りゆう王には可愛かわいい一面もあってね。こうして頭を撫でてあげると喜ぶんだよ。よーしよしよし良いい子だぐぁあぁあぁあああああ!?」

　撫でた刺激で股間が膨ぼう張ちようしたらしい。なんかもう、色々と酷ひどすぎる。

　刀夜は深々とため息をついた。

（はあ……まあいいや。万が一、光王院から性的に襲われても股間が止めてくれるだろうしな）

　無む理り矢や理りすぎるプラス思考で、自分を落ち着ける。

　それから刀夜は、近くに倒れている男を引きずっていき、『黄金の暁會ゴールデンドーン』の五人を一カ所に集めた。

　男たちは傷だらけで、着ている服も襤ぼ褸ろ切れのよう。

　刀夜が先ほど『絶ぜつ剣けん其その弐に《長じよう阿が含ごん経ぎよう・地じ獄ごく変へん》』で顎あご、首、目、肺、心臓、肝臓、腎臓などを強烈に打った為ためだ。峰打ちとはいえ、一ヶ月程は寝返りすら打てないだろう。

　刀夜は『蛍ホタル丸マル』で己の肩を叩きつつ、地獄の獄ごく卒そつのように睥へい睨げいした。

「さぁてお前ら、質問タイムだ」

「ひいっ！」

「お前等はプル──田た中なか羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスを狙っているな。彼女の固有異能『アウローラ』が目的らしいが、それは一体どういうものだ？」

　男の一人が、顔面蒼そう白はくになりながら、

「そ、その件は、さっき光王院に……」

　刀夜が光王院を一いち瞥べつすると、頷うなずき返してきて、

「うん。刀夜がここへ来る前、僕は彼らからアウローラについて聞いたんだ」

　かつての英雄は、畏い怖ふの滲にじむ声で、

「アウローラとは『世界変革の異能』らしい」

「……？」

　そんな異能など、聞いたこともない。

　具体的なイメージができず戸惑ったが、光王院の次の言葉に驚いた。

「その効果は絶大で『大転成パラダイム・シフト』を『なかったこと』にさえ出来るとか」

「なに!?」

『大転成』とは、四年前に突然、世界全体で漣気エーテル使用の法則ルールが変わったことだ。

　これを境さかいに、すべての異能者は氷、炎、土、風、光、闇、特殊の七系統に分類された。

　そして活用できる漣気エーテルは『シンクロ値』と比例するようになった。

　シンクロ値とは『異能の系統との相性』を示すものだ。服装や言動などで激しく変動する。たとえば闇系の三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるは、魔王っぽい振る舞いや、漆黒のドレスを着ることでシンクロ値をあげている。

（世界変革……そんな途と轍てつもない異能をプルが秘めていたとは）

　そういえば『八ヤ咫タ烏ガラス』でここへテレポートした直後『黄金の暁會ゴールデンドーン』の一人と、こんな会話をした。




『プルを得るだと？　それでどうする』

『知れたこと。異能アウローラを使ってもらう。発動条件である絶望をたっぷり与えてな……彼女は非常に美しいから、やりがいがありそうだ』




　アウローラの発動条件はプルの絶望らしい。おぞましいにも程がある。

（そんな事、絶対させてたまるか）

　刀とう夜やはそう決意し、もう一度『黄金の暁會』の男たちを見下ろす。

「では次の質問だ。お前等はプルにアウローラを使わせて、この世界をどう変革させようとしていた？」

　返ってくるのは、沈黙だけ。

　刀夜は淡々と質問を重ねる。

「総帥の名前は？　組織の全容は？」

　男たちは互いに不安げな顔を見合わせる。

　そして──一人が、意を決したように叫んだ。

「だ、誰が言うものか！　我らは強い絆きずなで結ばれている。結社のことは決して吐かぬわ!!」

「ほう……いい度胸だ」

　刀夜は酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

　この男たちは光こう王おう院いんを殺そうとし、プルを絶望させようとしていた……微み塵じんの慈じ悲ひも与えるつもりはない。

「さっさと吐いた方がいいぞ。灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう拷問術が炸さく裂れつしないうちにな」

「灰咲天凱流って、拷問術もあるのかい……？」

　頰ほおをひきつらせる光王院。

　刀夜は、男たちの周りをゆっくりと歩きはじめる。

「ではまず……お前ら一人一人に、内臓を取り除いた馬の死体を用意しよう」

「う、馬の死体？」

「ああ。その腹の中に、お前らを縛って放り込む。そして空気穴だけ確保し、俺んちの庭に埋める」

「「「「「…………??」」」」」

「やがて馬は腐りだす。その腹の中でお前らは、発狂しそうな程の悪臭に耐えねばならない。それから虫が群むらがってきて、馬を──そしてお前らを生きたまま喰くらい、卵を産みつけるはずだ」

「「「「「ひぃいいいいい!?」」」」」

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう拷問術の外道ぶりに、『黄金の暁會ゴールデンドーン』の男たちが泣きわめいた。

　そして一人が、堰せきを切ったように話し始める。

「わ、我ら『黄金の暁會』の目的は、アウローラの力で三千世界を破壊することだ！」

「そうか。では総帥の名前は？」

　男は唇を強く引き結び、首を振る。

「それだけは言えぬ！」

「そうか、ではもう一度ゆっくり考えてみてくれ……馬の腹の中で」

　そう断だんじると、男たちの悲鳴が響きわたった。

　光こう王おう院いんが慌てた様子で、

「と、刀とう夜や。それはやめた方がいい」

「そうだな。馬を手に入れるの大変だしな……」

「……まあ思いとどまってくれれば、理由は何でもいいよ」

　苦笑する親友を横目に、刀夜は改めて考える。

（さて、ではどうするか）

　ここまで脅しても組織の事を吐かないとなると、尋問は長引くかもしれない。彼らを拘こう束そくしておく場所が必要だ。

「俺んちの地下室に放り込んでもいいけど、プルが怖がるだろうし……難しいな」

「じゃあ刀夜、僕の家はどうかな？」

　光王院が胸をたたいて、

「敷地は広大で地ち下か牢ろうも完備。監視ができる使用人も沢山いる。うってつけだと思うよ」

「え？　お前んちってアパートだろ？」

　煉れん獄ごく学園の近くにある古い建物で、刀夜も一度訪おとずれたことがある。

「あそこでは自立心を養うため一人暮らししてるだけさ。実家はここから、車で一時間くらいの所にある」

　どうやら光王院の家は相当な金持ちらしい。彼から滲にじみ出でる気品もその為ためだろう。

「じゃあ宜よろしく頼む」

「うん、君の役に立てて嬉うれしいよ」

　朗ほがらかに頷うなずいて、光王院はスマホで実家に連絡をとりはじめた。

　その間、刀とう夜やもスマホで情報を集める。

　現在の学内予選の状況が気になったのだ。

　今日はベスト８の四試合が行われる。第一試合は刀夜たちリベリオンズが、樹いつきチームを倒していた。

（氷ひよう華か姉さんの試合は、どうなったかな）

　氷華率いる『灰はい咲ざきチーム』は、第二試合だ。

（まあ楽勝だろうけど。姉さん強いし、チームメイトは煉れん獄ごく学園位い階かい３位と７位らしいし……）

　なんと３位は、江戸時代初期に島しま原ばらの乱を指揮した『天あま草くさ四し郎ろう』の転生者らしい。

　７位は『煌きらめき坂ざかきらり』という現役のアイドルらしいが、大して売れてはいないようだ。むしろ氷華の方がＣＭに出るなど華々しく活躍している。

　刀夜はブラウザを立ちあげてネットニュースに接続。暗黒狂宴サバトの記事を探す。

（……お、あった）




『暗黒狂宴　予選速報

　六月×日　学園都市『三千世界』の煉獄学園で、学内予選の準々決勝が行われた。

　第一試合は、世界最弱のＦ級異能者・灰咲刀夜率いるリベリオンズが、優勝候補Ｎｏナンバー２樹チームを破る大番狂わせを起こした』




　刀夜は本来、Ｓ級異能者だ。

　しかし学園長から暗黒狂宴出場の条件として与えられた『ギミック』により『最弱の悪役』ということになっている。

　記事は続く。




『続く第二試合では、優勝候補Ｎｏ１の灰咲チームが順当に勝利。灰咲氷華選手が固有異能『氷結地獄コキユートス』で相手チーム全員を一瞬にして凍り付かせた』




（さすが姉さんだ）

　ガッツポーズする刀夜だが、続きを読んで困惑する。




『一つ不可解だったのは、灰咲チームのメンバー天草四郎選手が会場に姿を見せなかったことだ。

　この件について試合直後、灰咲氷華選手に取材したが何も語られることはなかった。

　天草選手の今後の動向が注目される』




　首をかしげる刀とう夜やに、光こう王おう院いんがスマホをしまいつつ声をかけてくる。

「家の者が了承してくれたよ。すぐ車で迎えにきてくれるらしい……って、どうかしたのかい？」

「ああ。第二試合で天あま草くさ四し郎ろうさんが会場に現れなかったそうなんだ。現在消息不明らしい」

　その言葉に『黄金の暁會ゴールデンドーン』の一人が、ぴくんと動いた。

　刀夜はそちらに顔を向け、

「どうした？」

「……いや、あまりにも有名な名前が出てきたものでな」

　──この男が反応したのも無理はない。

　天草四郎こそ『黄金の暁會』の総帥なのだ。ましてや彼が消息不明などと聞かされれば……。

『黄金の暁會』のメンバーは全六人で、今ここにいる五人は拘こう束そく済み。

　そして総帥・天草四郎はいま、三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるにとらえられ拷問を受けている。

　つまりもう実質的に『黄金の暁會』は壊滅していた。

　しかしこの組織が持つ情報が、三千世界を揺るがす大事件を引き起こす事になるのだが……今の刀夜はそれを知る由もない。

　この少年はいつものように、大切な人を守る事だけを考えていた。

（……しかし晴はる斗とのヤツ、このままじゃマズいよな）

　光王院は世間から、誹ひ謗ぼう中傷や嫌がらせを受けている。

　路上でいきなりエロ本を見せられ股間の激痛に苦しむ所を嘲あざ笑わらわれたり、アパートの住所をネットに晒さらされたりしたのだ。

　これらの心ない行為に傷つき、自殺すら考えて港湾地帯へ来たらしい。

（二度とそんな思いをさせちゃダメだ）

　少しでもバッシングを減らさなければならない。そのためには……。

「ケホ、ケホン、フハ、フハハ、ハハハハ」

　咳せき払ばらいと高笑いで、喉のどの調子を整える。

「……刀夜？」

　光王院が不思議そうに見つめる中──

　刀夜はスマホのカメラで、自分を動画撮影しはじめた。

「フハハハハ愚ぐ民みんどもよ、今日も地べたを這はいずり回まわっているか！　《虚こ空くう剣けん帝てい》灰はい咲ざき刀夜だ!!」

　続いてカメラを、ボロボロの『黄金の暁會』たちに向ける。

「こいつらは、我がしもべ光王院晴斗を侮ぶ辱じよくしたため鉄てつ槌ついを加えた。レイズを使わずとも、この程度のこと俺様には造ぞう作さもない」

　刀とう夜やは『最弱』設定のため、本来の力を発揮していいのは一日のうち『刹せつ那なより短い間』だけだ。それを刀夜は『レイズ』と呼んでいる。

　刀夜は再び自分にカメラを向けた。

　中指を突き立て、口元をゆがめて言い放つ。

「警告だ！　以後、光こう王おう院いんを侮ぶ辱じよくした者はこの《虚こ空くう剣けん帝てい》が叩たたき潰つぶす!!　微み塵じんの容よう赦しやもなくブッ壊してやるから覚悟しておけ!!　フハハハハハハ、ハハハハハ──ッ!!」

　背をそらして高笑いしつつ、動画撮影を停止した。

　刀夜は一瞬で素の表情に戻り、ブラウザを立ち上げた。

　繫つないだサイトは──大手動画投稿サイトｙｏｕ‐ｔｕｂｕユーツブ。

　その画面を見た光王院が、声を震わせて、

「刀夜、まさか……よせ！」

「そのまさかだ」

　刀夜はスマホをタップし、動画をアップロードした。これで全世界の人々が視聴可能になった。

（どうせ俺は『悪役ヒール』。これ以上嫌われようが大して変わないからな……）

「ば、馬鹿な事を！　後悔するぞ！」

　動画を消そうというのか、光王院がスマホを奪い取ろうとしてくる。

　刀夜はサッとそれをかわし、微笑ほほえみかけた。

「後悔なんてしねえよ。友ダ達チのお前を守る為ためならな」

「今の君、全裸なんだぞ……その動画をアップしてどうする」

「ああぁぁぁああああ────!?」

　後悔のあまり、刀夜は絶叫した。

　いったん動画を消去しようとしたが、時すでに遅し。アップしてから一分も経たっていないのに、かなりの回数が再生されている。

　保存した者もいるだろうし、今いま更さら消しても仕方ない。

　しかも改めて動画を見てみると……

　全裸の刀夜が、服がボロボロの男たちを撮って『鉄てつ槌ついを加えた』と宣言しているのだ。『性的な鉄槌でも加えたのか』と受け止められてもおかしくない。

（や……やっちまった……）

　力なく、膝から崩れ落ちる。

　すると傍かたわらに光王院がしゃがみ、笑顔を向けてきた。蒼あおい瞳には涙が浮かんでいる。

「ミスはしたかもしれないけど……ありがとう刀夜。君の気持ち、本当に嬉うれしいよ」

「晴はる斗と……！」

　親友の喜ぶ姿を見て、刀とう夜やの心が晴れていく。

　そして光こう王おう院いんはスマホをｙｏｕ‐ｔｕｂｕユーツブに接続。さっきの動画を再生した。

「ありがとう親と友もよ。こんな動画で僕を庇かばってくれてぐぁああああああああ!?」

　親と友もの全裸動画で股間が暴走したらしい。そのさまに邪じや龍りゆう王が嫉しつ妬とし、瘴しよう気きを噴ふん出しゆつさせる。

　刀夜は激しく嗚咽おえつした。




　それから一時間ほどで、黒塗りの巨大なリムジンがやってきた。運転するのは光王院家の使用人らしき女性だ。

　彼女が渡してきた紙袋には下着、スウェットパーカー、ジーンズ、靴くつが入っていた。光王院が頼んでいてくれたらしい。

　刀夜はそれらを身につけたあと、光王院とともに『黄金の暁會ゴールデンドーン』のメンバーを縛り上げ、広いトランクルームに放り込んだ。

　女性がリムジンのドアをあけて、

「ではどうぞ晴はる斗と坊っちゃま、恋人のお方」

「!?」

　刀夜は衝撃を受けた。

　だが考えてみれば……どっちもいける光王院と、全裸で共にいたのだ。恋人関係と思われても不思議はない。

「い、いえ、それは違──」

　女性は口を掌てのひらで覆おおい、すすり泣く。

「世間から傷つけられた坊っちゃまに、心をいやす恋人ができた。使用人として、こんな嬉うれしい事はありません……！」

「……」

　刀夜は何も言えなくなり、リムジンに乗り込んだ。

　光王院が向かい側に座り、備え付けの冷蔵庫からコーラを取って差し出してくる。

　それを酒でもあおるように飲み干し、大きく息を吐いた。

（しかしまあ、濃い一日だな……）

　樹いつきチームとの試合、『黄金の暁會』との戦い、猥わい褻せつ動画の配信など、様々な事があった。

（でも一番大変なのは、これからかもしれない）

　己おのれの唇に、人差し指を当てる。

　樹チーム戦の終盤、プルが重ねてきた柔らかな唇を思い出したのだ。

　そして……告げられた言葉も。




『お慕したいしているのは、貴方あなたなんですッ！』




　頰ほおがカッと熱くなった。

　あの試合でプルは、刀とう夜やへのキスと告白による『照れ』で炎系シンクロ値を上げ、樹いつき樹じゆ花かを倒した。

　そして試合後……告白への返事を待つプルに、刀夜はこう告げたのだ。




『返事は少し待ってくれ。光こう王おう院いんを何とかしてから、ちゃんと伝えるよ』




　刀夜は頭を抱え、激しくかぶりを振った。

（俺、何カッコよく告げてんだよ！　告白の返事なんか初めてなのに！）

　幼い頃から修行三ざん昧まいな上、二ヶ月前まで四年間も昏こん睡すいしていたのだ。

　色いろ恋こい沙ざ汰たには無縁の人生……そんな自分が、あんな美少女に告白されようとは。

「と、刀夜どうしたんだ？　急に悶もん絶ぜつして」

「いやなんでもない……ところで晴はる斗と、悪いが煉れん獄ごく学園で下ろしてくれないか」

　プルは今、そこで待っている。

　光王院が運転席へ指示を出すと、リムジンはゆっくりと走り出した。

　港湾地帯から住宅地、続いて異能関連の店が建ち並ぶ商店街へ。

　それから郊外の田園地帯へ出た。道の両側は一面の田んぼで、緑色の稲いな穂ほが陽よう光こうに輝いている。

　しばらく進むと煉獄学園が見えてきた。敷地面積が異常に広く、二つの大きなコロシアムがあるのが特徴的だ。

　この都市には他にも四校の異能学園が存在する。

　全五校を線で繫つなぐと巨大な五芒星ペンタグラムができあがる。それを使えば、ヒトには到底不可能な事を叶かなえられるらしい。

　暗黒狂宴サバトの優勝商品『何でも願いを叶える権利』はこれにより実行されるのだ。

　だが刀夜の目的は、優勝の副賞である五百億円である。

　氷ひよう華かが刀夜の治療のため、己おのれをカタにして闇金から背負った借金を返すためだ。今も利子は膨ふくらみ続けており、返済期限の九月末日には百六十億円にもなる。

　奇くしくもその日は、暗黒狂宴本戦の決勝。なんとしても最後まで勝ち続け、義ぎ姉しを救わねばならない。

　だがとりあえず、今の目標は本戦に出ることだ。学内予選の三位チームまでがその権利を得られるのである。

「到着いたしました」

　煉れん獄ごく学園に入るとリムジンは止まった。使用人が車から降り、ドアをあけてくれる。

　礼を言う刀とう夜やに、光こう王おう院いんが声をかけてきた。

「じゃあまた。『黄金の暁會ゴールデンドーン』から何か聞き出せたら連絡するよ」

　刀夜はうなずき、リムジンを見送った。

（さて……）

　準々決勝はまだ続いているらしく、会場である北側コロシアムの方から大歓声が聞こえてくる。

　校庭に設置されたパブリックビューイングを見れば、今は第三試合らしい。

　屋台もあって、まるで祭りのような雰囲気だ。

　今や有名人となった刀夜だが、声をかけてくる者はいない。いつもの黒ずくめではなく、カジュアルな格好なので気づいていないのだろう。

（い、今からプルに返事か）

　心臓が高鳴り、雲の上を歩いているかのように足元がおぼつかない。

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう当主として何度も修しゆ羅ら場ばをくぐってきたが、このような感覚は初めてだった。

（でもちゃんと、気持ちを伝えるぞ）

　一度両りよう頰ほおを叩き、気合いを入れる。

　しばし歩き、プルたちがいる北側コロシアムまでやってきた。

　自動ドアを抜けてエントランスを通り、受付の脇にある選手用通路を進む。通路の両側にある沢山のドアは、選手用控え室につながっている。

（……あっ）

　プルがいた。

　体は華きや奢しやだが胸は不釣り合いなほどに豊か。しかもまとうのはホルターネックのドレスなので、その大きさがさらに強調されている。

　腰まである髪は、カラーワックスで紅ぐ蓮れんに染めている。

　その美び貌ぼうは、例たとえるなら大輪の薔ば薇ら。彼女が微笑ほほえみかければ、どんな男も籠ろう絡らくすることができるだろう。

　──だが今は床に座りこみ、この世の終わりのような顔をしている。カラコンをつけた赤い瞳には、涙がにじんでいた。

　震える両手を前に伸ばし、

「……ひ、一ひ二ふ三み～、一二三～、緊張と恐怖で死にそう」

「マスター、おいたわシイ」

　プルを抱きしめたのは、スク水ニーソに、パワードスーツをまとう幼女・一二三だ。

　己おのれを『製造番号百二十三のロボット』と勘違いしている『ロボ系異能者』である。その思いこみが深まるほど、強くなれるのだ。

　能力は多彩で、大砲、銃などあらゆる兵器を具現化できる。

　目覚まし機能もあり『マナーモード』にするとバイブレーションで起こしてくれる……町まち中なかで使用すると捕まりそうなモードだ。

　一ひ二ふ三みがプルの頭を撫なでながら、刀とう夜やに気づいて、

「あ、刀夜っ、光こう王おう院いんは大丈夫でしたカ？」

「後で詳しく説明するよ……で、プル。さっそく返事をしたいんだけど」

「は、はい！」

　プルが立ち上がった。

　重病の告知を受ける患者のように、ふらふらと歩いてくる。

　主あるじの頼りなさを見てか、一二三が手を挙げて、

「刀夜、返事の前にアピールタイムを」

「ん？」

「マスターの胸は95のＨカップで、恐るべきことに現在も成長中。しかも形も柔らかさも極上の神しん乳にゆうが、ＯＫすれば貴方あなたのものに……」

「アピールせんでいい!!」

　アピールを聞いてからＯＫしたら、神乳目当てと思われそうだ。

　改めて刀夜はプルと向き合う。赤い瞳は恐怖でゆらぎ、桜色の唇は小刻みに震えている。












　刀とう夜やは意を決し、口を開いた。

「プル、俺は──」

「ひらめいたぞ──────!!」

　背後からいきなり大だい音おん声じようが聞こえ、二人はビクっと跳ねた。

　振り返る。

　そこには眼鏡をかけ、白衣を着た神経質そうな男がいた。

　すごい勢いで、一いつ心しん不ふ乱らんに壁に数式を書いている。

「やはりこのヴィクター・皇すめらぎは天才である。この方程式を解き明かしてしまうとは」

　呆ぼう然ぜんとする刀夜たち。

　それを白衣の男は全く気にせず、ピタッと手を止めて、

「む、脳細胞がエネルギー切れだ。補給をするぞ」

「ＹＥＳイエス　ＳＩＲサー。Ｄｒドクトルヴィクター」

　抑よく揚ようのない声と共に、廊下の向こうから少女が駆けてきた。

　作りものじみた美び貌ぼうに、感情のうかがえない瞳。まとうのはピッチリした化学繊維のスーツ──どこか一ひ二ふ三みに似た雰囲気だ。

　少女は角砂糖が入ったビニール袋に手をつっこみ、中身を鷲わし摑づかみにする。

「ドウゾ、Ｄｒヴィクター」

（うぇ!?）

　刀夜は驚きよう愕がくした。少女が十数個の角砂糖を、白衣の男の口へ放り込んだからだ。

　見ているだけで胸むね焼やけしそうだが、男は角砂糖をボリボリ嚙かんで、

「うむ。これで我輩は、さらに世界の真理を解き明かすことができる」

「サスガＤｒヴィクター。ソノ為ためなら糖尿病も物ともシナイのですネ」

（糖尿病なのかよ）

　あれほどの砂糖を摂取しては、無理もないが。

　対応に困る刀夜たちに、少女が深く頭を下げてきた。

「リベリオンズよ失礼シマシタ。私達は準々決勝第四試合に出場スル、ヴィクターチーム」

　白衣の男を手で示し、

「そしてこのお方が、天才科学者ヴィクター・皇すめらぎ様」

（どうでもいいけど、大事な話の途中で入ってくるなよ……）

　うんざりしたが、刀夜はいつでも『悪役ヒール』を演じねばならないのだ。

　低い声を作って、

「……フン。それで女よ。貴様は何者だ？」

　その問いに応こたえたのは、ヴィクターだった。

「フフ、彼女こそ我輩の最高傑作。《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》さえ作り出すことができなかった、禁きん忌きの存在──」

　掌てのひらを突き出して、高らかに叫ぶ。

「人造異能者・アインスである!!」

「じ、人造異能者!?」

　その言葉のおぞましさに、刀とう夜やは戦せん慄りつした。

　ヴィクターは得意満面で、メガネを指で押し上げる。

「うむ。アインスは我輩が人工的に作り出した異能者──度たび重かさなる洗脳と、人体改造によってな」

「せ、洗脳……人体改造……!?」

「何を驚くことがあるか。科学の進歩のためなら些さ細さいな犠牲ではないか」

　なんという発言であろう。

　怒りを覚える刀夜の袖そでを、プルがくいくい引っ張ってくる。

「刀夜君、刀夜君っ」

「うん？」

「きっとそれ『設定』ですよ……」

　そうささやいて、スマホを差し出してきた。

　画面には異能観測アプリが表示されている。学園長が開発した、異能者の系統、級クラス、シンクロ値を観みるアプリだ。

　その精度はきわめて高いが、刀夜だけは本来のＳ級ではなくＦ級と表示される。『最弱』ギミック厳守のためだ。

　このアプリで、プルはアインスを計測したらしい。

　画面にはこう表示されていた。




特殊（人造異能者）系　Ａ級異能者

シンクロ値　75




（『人造異能者系』？　ということは……）

　一ひ二ふ三みは『ロボ系異能者』。実際はただの人間だが、ロボとして振る舞う事でシンクロ値を上げている。

（同じようにアインスも、人造異能者っぽく振る舞ってシンクロ値をあげてるのか？）

　そう推測した時、アインスが頭を抱えて天を仰いだ。カッと目を見開き、この世の終わりのような悲鳴をあげる。

「あ、頭が痛イ──割レテしまいソウですッ！」

「洗脳の副作用であるな。あとで薬物投与をしてやろう」

　アインスのシンクロ値が『75』から『82』に上がる……確かに今のは、洗脳されてる人っぽかった。

　プルの冷静な解説は続く。

「そちらのヴィクターさんは『天才系異能者』ですね。天才っぽく振る舞って、シンクロ値を上げているのでしょう」

　確かに砂糖を異常に摂取したり、壁に数式を書きまくるのは天才っぽい。プルによると壁の数式はデタラメで、ただ難しそうに書いてるだけらしい。

（こいつらも大変なんだな……）

　思わず同情してしまう。シンクロ値のため糖尿病にまでなるとは。

　メッキが剝はがれたヴィクターが、天才っぽく指でメガネを押し上げながら、

「ところで《虚こ空くう剣けん帝てい》よ。行方不明になっている、灰はい咲ざきチームの天あま草くさ四し郎ろうについてであるが」

「？」

「我輩が計算したところ……貴様が拉ら致ち監禁している、という結果が出た」

　悪いことは、すべて刀とう夜やのせいにされそうな勢いだ。

　実に釈しやく然ぜんとしないが『悪役ヒール』ギミックを守るため肯定するしかない。

　刀夜は両手を顔の前で交差させ、甲かん高だかく哄こう笑しようする。

「フハハハハハその通りだ。位い階かい３位・天草四郎は我が手中に墜ちた」

「や、やはり……」

「今頃さぞ苦しんでいるだろうよ──監禁したのは、床一面にキリストが描えがかれている部屋だからな！」

「四し六ろく時じ中ちゆう、踏絵状態に!?」

　踏絵とは江戸幕府がキリシタン摘てき発はつのため用いた方法。市し井せいの人々にキリストや聖母マリアの絵を踏ませ、ためらったものを処罰したという。

　ヴィクターは額の汗を白衣でぬぐい、畏い怖ふのまなざしを向けてくる。

「恐ろしい奴やつ。貴様こそ、このヴィクター・皇すめらぎのライバルにふさわしい男である……」

　これほどまでに、嬉うれしくない賛さん辞じも珍しい。

　にらみ合う二人に、アインスが声をかけた。

「Ｄｒドクトルヴィクター。もうすぐ我々の第四試合が始マリます」

　白衣の男がうなずき、刀夜を指さしてくる。

「覚悟しておけ。我輩の計算によると、我らとリベリオンズが準決勝で当たる確率は……33％である」

　微妙極まりない予告をし、ヴィクターが身を翻ひるがえした。その後ろをアインスがついていく。

　そして彼らが、十メートルほど離れたとき……

「待ちなサイ」

　通路に、一ひ二ふ三みの冷たい声が響いた。

　見れば、いつも無表情な幼女が怒りに顔をゆがめている。

「アインス。貴方あなたは人造異能者として、ヴィクターに操られる人生でイイのデスか？」

　刀とう夜やはプルと顔を見合わせる。そういえば一二三には、ヴィクターチームの『設定』を説明していなかった。

　アインスは一瞬戸惑いを浮かべたが、すぐに無表情に戻り、

「私はタダの兵器。主あるじたるＤｒドクトルヴィクターに従うダケデス──一二三、それは貴方も同じではナイノデスカ？」

「私は最初からロボとして造られまシタ。デモ……」

　じわっと涙を浮かべ、言い放つ。

「デモ、貴女あなたには人間として幸せに生きる道がありマス！　まだ遅くナイ。洗脳から逃れてくだサイ!!」

　一生懸命、妄想による説得を行う幼女。

　キッと白衣の男をにらみつけ、

「ヴィクター！　私は貴方を許さナイ！」

「ひぃ！」

　ヴィクターは、足をもつれさせて逃げていった。

「待ちナさいヴィクター！　アインスを解放するデスッ！」

　一二三が足裏から火を噴いて舞い上がり、飛びかかろうとする。刀夜は慌てて羽は交がい締じめにした。

「ダメだ一二三！　試合以外で手を出したら！」

「離してくだサイ刀夜ッ！　離シテ！」

　腕の中で、じたばた暴れる一二三。

　その姿をアインスが、どことなく悲しそうに見つめてくる。

　そしてぎこちない声で、絞り出すように、

「ひ、ふみ……一二三、あ……あり……ガ……トウ……」

「アインス、やはり貴方には、まだ心が!?　アインス────ッ!!」

　アインスは話を合わせてくれたらしい。いい人だ。

　二人が去っていった方向を、一二三が息を荒げながら見つめる。

「……刀夜。私ヴィクターチームとぶつかったら、アインスに教えてあげたいデス」

「何をだ？」

「人として生きる事の、素晴らしさを……」

　たぶん、もう知っていると思う。

　刀とう夜やは一ひ二ふ三みを床におろし、背中を撫なでて慰めた。

　一方プルは、スマホのカメラを壁の数式に向けている。

「プル、なにしてるの？」

「ヴィクターチームと戦う時に備えようかと。この数式のデタラメさを説明すれば、ヴィクターさんの天才系シンクロ値を下げられますから」

「君も逞たくましくなってきたね……」

　思わず苦笑する刀夜。

　プルは撮影を終えると、頰ほおを染めてチラチラ刀夜を見てくる。

　そして……背を向けて歩きだした。

「では二人とも、帰りましょうか」

「ねえ刀夜。あなたはマスターと違い、妨害が入ったから先送りするようなヘタレではないと信じてマス」

「はうっ！」

　一二三に図星をつかれ、ヘタレ美少女が立ち止まる。

　刀夜はプルのもとへ歩きながら、思い出に浸る。

（この子と出会ったのは、四年前）

　プルは身辺警護を受けるために、灰はい咲ざき家の屋敷へやってきた。

　その日の夜、屋敷は謎の大男に襲しゆう撃げきされ……刀夜の義父と義母、門下生全員が殺される。

　刀夜はプルと氷ひよう華かを守るために戦い、大男を撃退した。そのために重傷を負ったものの……プルが固有異能『不死鳥』で治療してくれたのだ。

　そして四年の昏こん睡すいから目覚めた刀夜は、ここ煉れん獄ごく学園でプルと再会した。

　だがプルは何な故ぜか記憶の一部を失っており、灰咲家に来た事を覚えていなかった。

　刀夜は困惑したが、プルたちとリベリオンズを結成し……

　試合や、灰咲家での共同生活などで絆きずなを深めてきた。

　そして刀夜が出した答えは……

「プル」

「は、はい！」

　プルは胸の前で両手を合わせ、一二三手作りのお守りを握りしめている。中には四つ葉のクローバーが沢山入っているのだ。

　一二三は祈るような眼まな差ざしで、二人を見つめている。

　そして刀夜は大きく息を吸い──はっきりと告げた。




「少し──考えさせてくれッ」




「えぇ!?」

　プルが赤い瞳を見開く。

　一ひ二ふ三みは口をパクパクさせ、

「い、今の流れで先送り!?　刀とう夜やはそんなヘタレだったのデスか……」

「ああヘタレるさ！　ぶっちゃけ俺、自分の気持ちがよくわかんねーもん！」

　幼女へ開き直る《虚こ空くう剣けん帝てい》。

「プルのことは可愛かわいいと思うし、考えると胸がドキドキするよ！　でもそれが恋なのかは、まだわかりません！」

「そ、そうデスか……」

　一二三は剣けん幕まくにたじろいだあと、ぎこちなく笑って、

「まあ恋に疎うといのは仕方ないデスよね。刀夜は四年も昏こん睡すいしてまシタ。思春期の約半分を、棒に振ったわけデスから」

　現在進行形で棒に振っている幼女に、気遣われる。

　プライドがガリガリ削られるが、軽けい々けいに返事していいことではない。ここは落ち着いて、じっくり考えるべきだろう。

「刀夜君……」

「うん？」

　プルに視線を戻す。すると彼女は意外なことに、喜びをかみしめるように微び笑しようしていた。

「『考えさせてくれ』ということは──つまり、脈はあるのですよね」

　刀夜は頷うなずいた。でなければ、ここまで悩まないだろう。

　プルの華きや奢しやな両肩を摑つかみ、きっぱりと告げる。

「長くは待たせない。三日──いや、一週間くらいで返事をするよ」

「短くではナク、長く言い直すトハ……」

　一二三の中で、刀夜の評価がダダ下がりだ。

「わかりました。お待ちしております」

　プルが大きくうなずいた。

　豊かな胸に手を当てて不敵に微笑ほほえみ、宣戦布告のように告げてくる。

「覚悟して下さい。必ず、貴方あなたに『好き』と言わせてみせます！」




●




　刀夜は更衣室へ入り、いつもの黒ずくめの服装に着替え始めた。光こう王おう院いんを『八ヤ咫タ烏ガラス』で助けにいく際、ここへ服を置きっぱなしにしていたのだ。

　上着とズボン、指無し手袋、逆十字リバースクロスのペンダント。そしてスマホ同様につかえる腕時計型端末も身につける。

　刀とう夜やはこれに異能観測アプリをインストールしている。右目を三回瞬まばたきするとアプリが起動し、脳内にデータが流れ込んでくるのだ。

（ええと、あとはコートか）

　漆黒のダメージコートを探す。ほぼ新品なのに裾すそがボロボロにほつれ『闇の世界を生き抜いて来た感』を出せる逸品だ。

「どうぞ、刀夜君」

　プルが新にい妻づまよろしくダメージコートをかけ、襟えり元もとを整えてくれる。見下ろすと95センチＨカップが、たゆたゆ揺れている。

「コートの裾のほつれ、わたくしが後で縫いますね」

「ここ直したら、闇系シンクロ値が上がらなくなるよ……」

　プルのアピールを、やんわり断る刀夜。

「大丈夫デス刀夜。マスターは不器用デスから、縫ったら更にボロボロになり、一段と闇系シンクロ値が上がるでショウ」

「はうっ！」

　悪意のないフォローは、罵倒より残ざん酷こくなことがある。

　ともあれ、着替えると体内から漣気エーテルが沸き上がってきた。『闇っぽい格好』をしたことで闇系シンクロ値が上昇しているのだ。

「よし、んじゃ帰ろう」

　三人は更衣室を後にし、選手用通路を通ってエントランスへ出た。

　多くの人がおり、視線が一度にこちらへ向けられる。

「あっ、リベリオンズだぞ！」「うわぁ、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさん綺き麗れい……！」

　反応は様々だ。悪役であるリベリオンズへの軽蔑、プルの美び貌ぼうへの羨せん望ぼう……。

　そしてスマホと刀夜を見比べ、ニヤニヤ笑っている者たちもいる。

　プルが嫋たおやかに首を傾かしげて、

「？　あの方たち、何を笑ってらっしゃるのでしょう？」

「おそらく、俺のサイバー公然猥わい褻せつを見たんだろうな」

「サイバー公然猥褻!?」

　プルが赤い瞳を見開いた。

　コロシアムの外へ出つつ、刀夜は小声で説明する。

『八ヤ咫タ烏ガラス』で光こう王おう院いんのもとへテレポートすると、彼は『黄金の暁會ゴールデンドーン』との戦闘中だった。

　刀夜は光王院に代わって『黄金の暁會』をぶちのめす。

　それから光王院がこれ以上嫌がらせされないよう、脅迫動画をとって配信したという事を。

「『黄金の暁會ゴールデンドーン』……光こう王おう院いん君にまで手を伸ばしていたなんて」

　プルが長いまつげを伏せた。

　だが続いて、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで刀とう夜やを見上げてくる。

「でも刀夜君、素敵です。友達のためにそこまで！」

　一方、一ひ二ふ三みはスマホで例の動画をみていた。その顔は真っ赤だ。

「確かに素晴らしいデスけど──全裸で撮影する必要、何一つないのデハ？」

「そこは聞かないでくれ……」

　ガックリとうなだれる刀夜。

　そこへ追い打ちのように、心ない声が周囲から浴びせられた。

「《虚こ空くう剣けん帝てい》って、露出趣味なのか？」「やっぱり頭おかしいよね」

　一二三のスマホを恐る恐る見れば、動画には罵ば詈り雑ぞう言ごんが大量にコメントされている。

「ち、畜生ぉお……！」

　憎悪が心に渦巻き、激げき烈れつな漣気エーテルが湧き上がってくる。闇系シンクロ値が急上昇したのだろう。

　一二三が慌てて耳打ちしてくる。

「と、刀夜、ものすごい漣気漏れだしてマスよ！　Ｆ級じゃありえないくらいデス！　最弱がギミックだとバレて……」

　だがその時。

「立派ですよ刀夜君、惚ほれ直しました……!!」

　プルがしがみついてきた。二の腕が圧倒的質量の胸に挟はさまれ、コート越しでも柔らかさが伝わってくる。

（あ、あああ）

　憎しみが噓うそのように消えてゆく。

「おお、マスターの愛で闇系シンクロ値が下がっていきマス」

　当然だ。こんなおっぱいを当てられて人を憎めるわけがない。

　神しん乳にゆうの偉大さをかみしめつつ、二人と共に校門を出る。

　すると北側コロシアムの方から、大歓声が聞こえてきた。

「試合に動きがあったのでしょうか」

　プルがバッグからスマホを取り出し、ブラウザを起動。暗黒狂宴サバトの速報を表示させる。

「あ、第四試合でヴィクターチームが負けたようです」

「そうか……いったい何だったんだあいつら……」

　糖尿病になった甲か斐いも、なかったようだ。

　ともあれ、これでベスト４が出そろった。

　組み合わせは今日中にも発表されるだろう。

　学内予選では一回戦ごとにコンピュータで抽選が行われる。もっとも学園長が開発したソフトを使うので、実質的には彼女の思い通りなのだが。

　本戦出場権を得られるのは決勝進出チームと、三位決定戦に勝利したチームだ。

　刀とう夜やは指を折って数え、

「残ったのはまず、俺たちリベリオンズと、氷ひよう華か姉さんのチームか。残りの二チームって、なんていうの？」

　プルが細い指でスマホを操り、

「ええと、まずは全員が風系異能者の『チーム裏切り』」

「チ、チーム裏切り……？」

「何なに物ものにも囚とらわれず、色々なものを裏切ることで風系シンクロ値を高めているらしいです。例たとえばマラソン大会で『一緒に走ろうぜ』と言ったのに先に行くとか。『俺モテない』と普段言ってるのに、クリスマスには恋人との写真を友人に送りつけるとか」

「ずいぶん、みみっちい事するね……」

　嘆たん息そくする刀夜。

　その前方で一ひ二ふ三みが後ろ歩きしながら、

「でもチーム裏切りのリーダーは、スゴい人なんデスよね」

「ええ……関せきヶが原はらの戦いで西軍を裏切り、東軍に勝利をもたらした人の転生者らしいです」

「小こ早ばや川かわ秀ひで秋あきかよ!?」

　日本史上、屈指の裏切り者だ。相当な風系シンクロ値を誇るに違いない。

「ただここまで勝ち抜くために、小早川さんはチームメイト二人を裏切って一人になってしまいました。なのでこれ以上勝つのは厳しいのではないかと」

　なるほど、と刀夜は頷うなずき、

「それで最後の四チーム目は？」

「全員が、土系異能者で──」

　土系異能者は『安定』や『妊娠』などでシンクロ値を高めることができる。

　プルが白い頰ほおを染めて、声を詰まらせながら、

「ぜ、全員が、ふたなりの『チームふたなり』ですね」

「はぁ!?」

　ふたなりとは、女性器と男性器を両方持つ人だ。

「ふたなりはその──じ、自分で自分を妊娠させることも可能なので、土系シンクロ値が高いそうです」

「もう、よくわかんねぇよ……」

　だが両チームとも、色々な意味で一ひと筋すじ縄なわではいかなそうな相手だ。

　一二三がプルにおぶさり、肩越しにスマホの画面をのぞきこみながら、

「ですがこの両チーム、樹いつきチームや大和やまとチームに比べるとかなり格かく落おちしマス。やはり最も手て強ごわいのは、氷ひよう華かサマの灰はい咲ざきチームでショウね」

「安心しろ。そこと準決勝で当たるのも想定済みだ」

「おぉ流石さすがデス。灰咲チームの攻略法があるのデスね？」

　刀とう夜やは首を横に振り、

「いや、姉さんと打ち合わせして八や百お長ちようするだけさ」

　汚よごれきった発言に、一ひ二ふ三みが深々と嘆たん息そくする。

「まったくもう刀夜は。ねえマスター？」

「清せい濁だく合わせ吞のむ刀夜君、素敵……！　また惚ほれ直しました！」

「恋は盲もう目もくデス……」

　帰宅中に二度も惚れ直すとは、かなりのハイペースだ。

　刀夜は、プルにおぶさる一二三をみて、

「おんぶされたいなら、俺の背中に乗りな。プルも疲れてるんだから」

「刀夜君、惚れ直しましたっ」

「惚れ直すハードル低いよ!!」

　それからも五度ほど惚れ直されつつ、商店街や住宅地を歩き、自宅へたどりついた。

　灰咲家は広大な敷地を、高い板いた塀べいで囲かこっているのだが……

「な、なんだこりゃ……」

　刀夜は啞あ然ぜんとした。

　敷地全体が、ドーム状の氷で覆おおわれている。

　間違いなく氷華の異能──あらゆるものを凍り付かせる『氷結地獄コキユートス』だろう。

　刀夜におぶさっていた一二三が降り、可愛かわいく腕組みする。

「多分氷華サマは、樹チーム戦でマスターと刀夜がキスした事に怒っておられるのデス」

　おそらくプルが試合中に告白した事は知るまい。あの大歓声では、ほとんど周りに聞こえなかったはずだ。

「デハ私、エネルギー切れなのでガソリンスタンド行ってきマス」

「待てい」

　雑な口実で逃げようとする幼女を、捕まえる。

「では行こう……『破は獄ごく』」

　門を覆っている氷に掌てのひらを当て、漣気エーテルをそそぎ込む。

『破獄』は物質の強度を強く、もしくは脆もろくする異能だ。

　軽く叩くと氷は砕け、門が使用可能になった。その手際にプルが惚れ直しているが、スルーする。

　木が生おい茂る庭へ足を踏み入れ、小道を歩く。ドーム状の氷で光が遮さえぎられているため薄暗く、鍾しよう乳にゆう洞どうのように寒い。

「ひっ……」

　プルが悲鳴をあげたのは、母おも屋やの方から不気味な音が聞こえたからだ。『べちゃっ、ぐちゃっ』という、何か柔らかい物を叩いているような……

　おそるおそる玄関をあけると、不気味な音は更に大きくなった。

「た、ただいま……」

　居間へ入ると、テーブルの上に鶏のからあげ、エビチリ、サラダなどが並んでいた。

　隣の台所に視線を移す。

　調理台に向き合う、氷ひよう華かの背中が見えた。黒いロングドレスとフリルエプロン──メイドさんの格好をしている。

　包丁を何度も振り降ろしており、そのたびにあの不気味な音が聞こえてくる。

　刀とう夜やは慎重に近づき、まな板の上をのぞきこんで……絶句した。

　そこには、グチャグチャの生肉が乗っていたからだ。

　氷華がぎこちなくこちらを向き、壊れたような笑顔を向けてきて、

「あ、トー君だぁ。おかえり」

「た、ただいま」

「今日はハンバーグ。なんとね、挽ひき肉にくから作るんだよ」












　氷ひよう華かは、しげしげと肉に顔を近づけて、

「あれぇ？　これ豚肉だったね。ハンバーグは、牛との合い挽びき肉じゃないとダメなのに」

「わ、私がマスターと一緒に買ってきまショウか？」

　幼女が逃亡を図はかるべく、姑こ息そくな提案をする。

　氷華は笑って首を横に振った。そして底なし沼のように昏くらい瞳を、プルの豊かな胸元に向ける。

「大丈夫だよ～。そこに牛の肉があるから。乳牛だけど」

「ひぃ!!」

　乳牛が尻餅をついた。

　刀とう夜やは慌てて、義ぎ姉しとプルの間に身を踊らせる。

「ね、姉さん！」

「なぁに？」

「俺──あのとき、プルに告白されてたんだ」

　氷華が我に返った様子で、藍玉アクアマリンの瞳を何度も瞬まばたかせる。

　声に恐怖をにじませながら、

「そ、それで……トー君は……？」

「ああ、俺は言ったよ」

　刀夜はすうっと息を吸い、屋敷中に響きわたるほどの声で叫んだ。




「少し考えさせてくれ!!　って」




　氷華は撓たわわな胸に手を当て、大きく吐息を漏らす。

「はぁああ……よ、よかった……トー君がヘタレで」

「そうだよね……ヘタレだよね……」

　しょんぼり肩を落とす刀夜。

　氷華が微かすかに唇をとがらせながら、

「でも『考えさせてくれ』ってことは、脈はあるってことなんだよね……」

　むむむ、と唸うなりながら、台所内をうろうろしたあと……

　急に台所を飛び出していった。

　少しして、仏壇の鈴りんの音が聞こえてくる。どうやら先祖や父母に祈っているらしい。

　そして氷華が戻ってきた時には……立ち会いに臨のぞむ武士のように、覚悟を決めた顔をしていた。

「ね、姉さんどうしたの？」

「よぉし言うよ──」

　こちらへ駆けてきて、刀とう夜やの胸を両手でつかむ。

　そして藍玉アクアマリンの瞳を潤うるませながら、

「私も、トー君が男として好きなのっっ!!」

「えぇぁ!?」

　刀夜は尻餅をついた。

　義ぎ姉しがそのまま馬乗りになって、思いの丈たけをぶつけてくる。

「私ね、四年前にトー君に助けられた時から、ずーっと……ずーっと、ずぅううっと好きだったの!!」

「そ、そうだったんだ……」

　普段の過剰なまでの愛情表現は、そのためだったとは。

「昏こん睡すいから目覚めてからも、私を闇金から救うために一生懸命で……もうたまらない！　大好きっ!!　というわけで──」

　刀夜を抱きしめながら、プルを鋭く睨にらみつける。

「トー君は渡さないよ、この泥棒猫!!」

「ど、泥棒猫……」

「あ、ごめんね、今の言葉はよくなかったね、許して！」

　ふんわり気味の修しゆ羅ら場ばが展開される。

（な、何なんだ今日は!?　プルに続き姉さんまで……）

　環境の激げき変へんに頭がついていかない。

　顔面が氷ひよう華かの胸で包まれ、やわらかさと暖かさで目が回りそうだ。

　一ひ二ふ三みがトコトコ近づいてきて、

「刀夜。二度目のアピールタイムを」

「うん？」

「マスターを選べば、オプションで私もついてきマスよ」

「オ、オプションってお前……」

　刀夜の当とう惑わくをよそに、一二三は真っ赤になってスク水の肩かた紐ひもを外す。

　そして小指をくわえ、半はん身みになりながら、

「た、たとえば私に『エネルギーを充じゆう塡てんしてやろう』という口実でえっちな事するとか、ご自由ニ」

「逆に選びづらいわ!!」

　つっこみつつ、スク水の肩紐を直してやる。

「全くお前も女の子なんだから、こんな所でスク水の肩紐外したりするのは……」

　刀夜は天を仰いだ。

「ってそもそも、スク水を普段着に使うなよ!?」

　今いま更さらながら根本的な事を叫んだとき、目の前の氷ひよう華かが食ってかかってきた。

「トー君！　スク水談だん義ぎはいいから、私とプルちゃん、どっちを選ぶの？　男ならハッキリしなさい！」

「刀とう夜や君っ！」

　プルが後ろからしがみついてきた。

　刀夜はフッと微笑ほほえみ、きっぱり答えた。




「少し、考えさせてくれ!!」






†二章　綱引き









　台所での騒動は一段落し、四人は居間で夕食をとることにした。

　だが刀夜をめぐる争いは、一段落する気配まるで無し。

　いつもは円形のちゃぶ台を、四人で囲かこんで座るのだが……

　いま刀夜の右側には氷華、そして左側にはプルと一ひ二ふ三み。

　己おのれを奪い合う二陣営から挟はさまれた形だ。

（お、落ち着かない……）

　緊迫した空気の中、氷華が動いた。エビチリをスプーンで掬すくって『ふーふー』し、口へ運んでくる。

「はい、あーん」

　なんだか疲れてきた刀夜は、言われたとおりにした。

　口に含むと自家製チリソースの芳ほう醇じゆんな旨うま味みが広がり、疲れた体にしみこんでいく。

「どうトー君、おいしー？」

「うん。やっぱり姉さんの料理は最高だなぁ」

「えへ～……」

　幸せそうな義ぎ姉しと見つめあい、ポワポワする。

　すると逆サイドから、プルが熱あつ々あつの茶を差し出してきた。

「刀とう夜や君、粗そ茶ちやですがどうぞ」

「マスター、それ刀夜の家の茶デスよ……粗茶というノハ」

「はうっ」

　プルが真っ赤になってうつむいた。相変わらずのドジっ子ぶりだ。

　氷ひよう華かは口元に掌てのひらを当て、意地悪げに微笑ほほえむ。

「ふふふ、何という体ていたらく！　そんなザマで、トー君の好きなメイド服をまとう私に勝てるのかな？」

「薄々気づいてましたけど、やはり刀夜君、メイド好きなのですね……」

「そうなの。ほらトー君、見て見てっ」

　氷華が立ち上がって一回転し、ロングスカートをフワっとさせる。

　刀夜はそれをウットリ見つめ、

「姉さんはメイドさんとして理想だよなあ。料理、洗濯も完璧だし」

　プルが悲しげな声を漏らす。

「わたくしは……そのいずれも苦手です」

「プルだって、立派なドジっ子メイドになれると思うぞ」

「嬉うれしくないです!?」

　プルがメイドになれば『何も無い所で転ぶメイドさん』が見られるかもしれない。

　氷華が腰に両手を当て、頰ほおを膨ふくらませる。

「むむ～……。でもトー君が見たいなら、今度プルちゃんにメイド服を貸してあげる。でも私、負けないよ！」

「私だって負けません！　でもありがとうございますっ」

　展開される、ふんわり修しゆ羅ら場ば。

　たるみきった空気の中、一ひ二ふ三みが小さな手を挙げて、

「刀夜、モテ期を満まん喫きつするのもいいデスが……『黄金の暁會ゴールデンドーン』と遭そう遇ぐうした話を詳しく聞かせてくだサイ。氷華サマと情報を共有する意味デモ、大事カト」

「そ、そうだな」

　幼女に軌道修正され、刀夜は赤面した。氷華の次にシッカリしているのはこの子かもしれない。

　氷華が首をかしげ、銀髪をさらさら揺らし、

「『黄金の暁會』？　以前プルちゃんを誘拐した業ごう魔まってヤツも所属していた……」

　刀夜はうなずいて、改めて説明する。

　きょう光こう王おう院いんは『黄金の暁會』に勧誘された。その理由はプルをさらう手伝いをさせるため。

　断った光こう王おう院いんは、『八ヤ咫タ烏ガラス』で駆けつけた刀とう夜やとともに『黄金の暁會ゴールデンドーン』を撃退。

　彼らを尋問して聞き出した情報では……

『黄金の暁會』がプルを狙う理由は、彼女が持つ異能アウローラ。それを使えば組織の目的『三千世界の転覆』が叶かなうらしい。

「そしてアウローラとは『世界を変革する』異能らしいんだ」

「せ、世界を変革デスか？　ちょっと想像つかないのデスが」

　目を丸くする一ひ二ふ三みを、刀夜は見下ろし、

「うん、恐るべき異能だ。しかもその発動条件は、プルの絶望だという」

「そんな……じゃあ『黄金の暁會』は、発動のためにプルちゃんを絶望させる気だったの!?　許せないよ！」

　氷ひよう華かが冷気を噴ふん出しゆつさせて激しく憤いきどおる。プルとは短期間だが一緒に暮らしてきたのだ。今や恋こい敵がたきである以前に、大切な人なのだろう。

　当のプルはドレスの裾すそを握りながら、押し黙っている。

（アウローラの詳しい話を聞いて、ショックを受けたのかな）

　心配する刀夜に、紅ぐ蓮れんの髪の少女は思いがけないことを言った。

「……もしかしたら、わたくしはアウローラを使った事があるのかもしれません」

「え？」

「業ごう魔まにさらわれたとき、こんな会話をしたのです」




『な、なんですかアウローラというのは！　わたくしはそんなもの知りません！』

『そんな筈はずないでしょう。あんな途方もない事をしておいて』




　プルは豊かな胸に手を当て、不安の滲にじむ瞳で見つめてくる。

「『途方もない事』というのは『アウローラを使った事』と考えられませんか」

「そう……かもしれない。でも君は、どんな風に世界を変革したんだろう？」

「それは──」

　プルは長いまつげを伏せる。

　一二三は虚こ空くうを見上げ、刀夜は腕組みして考え込む。

　そのまましばらく沈黙が続いたあと……氷華が両手を打ち合わせた。

「はいそれまで！　いくら考えても推測の域を出ないよ。答えの出ない問いを考えるより、今はしっかりご飯を食べて休むこと。暗黒狂宴サバトはまだまだ続くんだから」

　三人は同時にうなずいた。

　それからは刀夜争奪戦もせず、ご飯を食べ進めた。三十分ほどで全ての皿が空になる。

　すると氷ひよう華かが頰ほおを染め、銀髪を指で弄もてあそびながら、

「じゃあトー君。お、おおぉお風呂わいてるから、入るといいと思うなっ。お皿は片づけておくからねっ」

「？　う、うん……」

　あからさまに挙動不審だ。

　刀とう夜やは怪け訝げんに思いつつも立ち上がり、自室へ寄って下着と寝ね間ま着きを取った。

　廊下を歩き、脱衣所へ入る。

　かなり広く作られているのは、昔は多くの門下生がここを使っていたからだ。

　壁際の棚には、沢山の脱衣カゴが並んでいたものだが……今はこの屋敷に住む四人分だけである。

　刀夜は寂しさを覚えつつ、服を脱いで脱衣カゴに放り込んだ。

　引き戸をあけて風呂場へ入る。壁際には五つの洗い場がある。大きな檜ひのきの湯船からは勢いよく湯気が出ていて、視界が悪い。

　洗い場の椅子に座り、タオルに石せつ鹼けんを塗りつけた。

　それを使って全身を洗い終えた時。

（!?）

　ドアの開かい閉へい音おんと足音が聞こえた。脱衣所に誰かが入ってきたようだ。

　耳に全神経を集中し、気配をうかがう。

　足音は二人分……その大きさ、リズムからして氷華とプルのようだ。

（まさか、これは……！）

　刀夜は考える。

　先ほどの刀夜を巡る攻防。そして風呂に入る前の氷華の挙動不審さ。

　導き出されるシナリオは一つ。

　氷華が風呂に乱入しようとし、プルもついてきたのだ。

（そ、そして二人は、おそらく──『背中流しますイベント』をやろうというのだ）

　脳内に祝福の鐘が鳴り響く。

　だがすぐに、自分の身体からだについた泡を見て愕がく然ぜんとした。

（もう俺、全身洗っちまってるよ……！）

　当然、背中を洗ってくれるわけがない。ただの二度手間だ。

（いや諦めるな！）

《虚こ空くう剣けん帝てい》は漣気エーテルで爆発的に身体能力を高め、神速で動き出した。

『まだ体を洗ってない感』を出すべく、シャワーを全開にして身体の泡を流す。石鹼のついたタオルは洗面器でゆすぐ。

　とどめとばかりに、タイルの泡もシャワーで流した。

　ゴミのような隠いん蔽ぺい工作を、あっという間に終えた時……

　扉がカラカラと開いた。

　股間をタオルで隠し、そちらを見る。

　すると……スクール水着の氷ひよう華か、水玉ビキニ姿のプルが入ってきた。

　そして義ぎ姉しが、あのイベントの開催を告げる。

「あ、あのね。私たちトー君の背中を洗おうかなって」

「ええっ!?」

『寝耳に水』的な小芝居をする刀とう夜や。

　目をつぶって両手を前に出し、首を振る。

「い、いけないよ！　姉さん、プル！」

「そ、そうだよねぇ」「いくら何でもダメですよね」

　二人が苦笑して、身をひるがえす。

　刀夜は再び身体強化し、爆ばく速そくで追いすがった。

「なんでだよ!!　もっと粘ろう？」

「なんか理不尽だよ!?」

『背中流しますイベント』では、男がいったん断るのが作法というものだからだ。

　しかし二人を改めて見れば……輝くように美しい。

　氷華が着るのはスクール水着。中学時代の物なのかサイズが小さめで、とくに胸は相当キツそうだ。大人びた美び貌ぼうとスク水のギャップが素晴らしい。

　対照的に、プルは大胆な白いビキニだ。しかも全く面積が足りておらず、豊かな胸が大部分見えている。

（こ、このうち一人を選ぶなんて、世界一贅ぜい沢たくな悩みかも……）

　激しく苦悩していると、プルが胸元を押さえ、

「え、えっちな目で見ないでくださいっ」

「違うよプル。人は神こう々ごうしいまでに美しいものを見ると、エロスという概念を忘れてしまうものなんだ」

「そ、そうなのですか……」

「そして神々しさに慣れてくると、エロスが湧いてくる」

「ただの時間差です!?」

　エロスが湧いてきた刀夜は、改めて洗い場の椅子に座る。

　氷華は緊張しているのか強こわばった声で、

「じゃ、じゃあ私右半はん身しんを洗うから、プルちゃん左半身ね」

　はい、と応じる声。そして二人は背後に腰を下ろし、それぞれのタオルに石せつ鹼けんをつけはじめた。

　刀とう夜やは鏡越しに二人を見る。湯気で少し曇っているのがもどかしい。

「しかし……プル、とんでもない水着だね……」

「以前に一ひ二ふ三みが買ってきたものです。インドア派なわたくしを、外に出るよう促うながすために……ですがあまりに布面積が少なく、お蔵入りになっていたのです」

　その極小マイクロビキニを貰もらって『よし海に行こう』と思ったら、頭がおかしいと思う。

「でも私のスク水よりマシだよ～……じゃあトー君、いくよ」

　背中にタオルを当ててきて、上下にこする。

　慣れた手つきだ。さすが刀夜の介護を、四年間もしていただけの事はある。

「で、ではわたくしも」

　続いてプル。こちらは『恐る恐る』といった感じで、初うい々ういしい。

　照れを隠すように、話題を振ってくる。

「そういえば小さい頃、こうしてお母様の背中を洗ったことがあります」

　それは意外だ。あの学園長にも普通の母親のような一面があったとは。

「お母様ったらお風呂の湯をすっごく熱くして『ククク……妾わらわには効かぬわ』と言ったり、シャンプーが目にしみると『ぐっ!?　鎮しずまれ我が魔眼!!』と叫んだりしてましたけど」

「微み塵じんもブレないな、あの人……」

　刀夜は鏡越しに、氷ひよう華かと苦笑しあった。

　だが──母との思い出を語るプルの声は、とても優しい。いくら嫌がらせをされても親子なのだ。断ち切れない愛情があるのだろう。

　ふと氷華が手を止め、悲しみと羨せん望ぼうが入り交じる声で、

「いつかまた、お母さんと仲良くできたらいいね」

　きっと、今は亡き両親を思い出しているのだろう。

「そうだプルちゃん、私、仲直りの為ための席も用意するよ。一生懸命おいしいの作るからね」

　プルが息を飲む気配がした。

　わずかな間のあと、喜びのこもった声が漏れる。

「ありがとう、ございます……」

　それからは三人無言になった。だが気まずさはなく、何か温かなものを共有したような沈黙だ。

　一分ほどで、背中を洗い終える。

（ああ『背中流しますイベント』終わりか）

　刀夜が肩を落とした時、プルの信じがたい声が聞こえた。

「では次は、前を洗います」

「え、プル!?」

「い、言ったでしょう！　貴方あなたをわたくしに惚ほれさせてみせると！」

　どうやらプルの覚悟は、予想以上に強かったようだ。

　義ぎ姉しもたじろいでいるようで、

「ほ、本気なの!?　私、前も何度も洗った事あるけど、トー君が昏こん睡すいしてた時だけだし……」

「フ、フフフ、怖いのですか？」

「こ、怖くないもん──なんだったらタオルじゃなく、素手でも洗えるよ！」

「素手で!?　ではわたくしは、ええと……」

（国家間の、終わらぬ軍ぐん拡かく競争を見ているようだ）

　人の業ごうに思いを馳はせていると、二人が前方に回り込んでくる。

　氷ひよう華かは泣きそうな顔で、タオルに包まれた刀とう夜やの股間をチラ見しながら、

「プ、プルちゃんやめるなら今のうちだよ！　私は素手で洗ったあと……ええと……む、胸も使おうかなっ！」

「胸!?　で……ではわたくしも、いずれ胸を使わせていただきます！　そちらこそ、降りるなら今です！」

　軍拡競争は臨りん界かい点てんに達し、最終戦争ハルマゲドンが始まろうとしている。互いに自分からは降りず、和平の道はないようだ。

（俺は最終戦争の戦場になって、焼け野原になるんだな）












　茹ゆだった頭で変な覚悟を決める刀とう夜やに、二人が手を伸ばしてきた。

　耳の血管がドクドクと激しい音を立て、プルと氷ひよう華かの悩ましい息づかいも聞こえる。

　そして『ぶくぶく』というジェットバスの音も。

（……ジェットバス？）

　この家の風呂に、そんな機能はない。

　音がした方を見る。

　湯気の向こう──湯船の中。

　そこに全裸の一ひ二ふ三みが鼻まで湯につかり、口からぶくぶくと泡を吹いていた。

　刀夜と目が合うと、ザバーと顔を出して、

「ようやく気づきましたカ。ジェットバスモードの私に」

「ジェットバスモード!?」

「ＹＥＳイエス。高性能ロボたる私は、口で泡をぶくぶくすることでジェットバスのようにできるのデス」

　ロボは関係なく、どこの幼女でもできる。

「つうか一二三、いつの間にここへ……？」

「刀夜が自室へ服を取りにいった時ですネ。あなたをジェットバスモードで癒いやそうと、先に入っていたのデス」

　続いて一二三は、いたずらっぽく口元に手を当てて、

「ねえねえマスター」

「な、なぁに？」

「刀夜は、ここへ来てすぐ体を洗い終えてたデス。でもお二人が入ってくる事に気づき、必死で全身や床の泡を洗い流してたデス……漣気エーテルで身体強化してマデ」

「おぉい、言うな！」

　刀夜は思わず立ち上がる。

　すると股間に乗せていたタオルが、はらりと落ち……

『鎮しずまれ邪じや龍りゆう王』状態のアレが、プルと氷華の眼がん前ぜんにさらされた。

「な──何ですかコレ!?　お、おっきいぃ……」

「ふ、ふふふプルちゃん。トー君の恋人になるのなら、いずれコレを受け入れなければダメなのよ？」

　プルの表情が、絶望に染まる。

「む、無理です！　世界変革の異能アウローラで、コレを小さくしたいくらいです！」

「どうせならプル、もっと違う物を変革してくれよ!?」

　股間の変革をされてはたまらない。想像するだけで刀夜の全身から、血の気がスーっと引いていく。

　それに伴い『鎮しずまれ邪じや龍りゆう王』状態のアレが、みるみる萎しぼんだ。

　その課程を凝ぎよう視ししたプルが、

「ち、小さくなったわ！　わたくしは股間の巨大さに絶望し、アウローラを使ってしまったの!?」

「恐るべき異能デス!!」

　瞠どう目もくするプルと幼女。氷ひよう華かは両手で顔を覆おおいイヤイヤしていた。

（も、ものすごい瞬間を見られてしまった……！）

　刀とう夜やはいたたまれなくなり、湯船へ飛び込む。

　すると一ひ二ふ三みが近づいてきて、ジェットバスモードをしてくれる。

「からかってゴメンなサイ。元気出してくだサイぶくぶくぶくぶく」

　その優しさに、ちょっと癒いやされた。
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　刀夜は一足先に風呂から出た。それから三十分ほどで、少女三人もあがってくる。

　歯を磨いたあとは、明日に備えてすぐに寝ることになった。

（……で、こうなるのか）

　刀夜は自室のベッド──昏こん睡すい時も使っていた介護用で、かなり大きい──に横たわり、しみじみ思った。

　右側には氷華が仰ぎよう臥がしている。大胆な寝間着ベビードール姿が似合っているが、着なれていないため相当恥ずかしそうだ。

　左側にはパジャマ姿のプル。髪はヘアカラーワックスを落としたため、黒くろ絹ぎぬのような輝きを取り戻していた。

　一二三は疲れもあってか、床に敷いた布団で寝息をたてている。

「むにゃむにゃ……ロボの私は今の姿のまま、刀夜とマスターの子孫を未み来らい永えい劫ごう見守り続けるデス……孤独でショウが、耐えてみせマス……」

　夢の中で、無駄に悲ひ壮そうな決意を固めているようだ。

（しかし俺、寝れるかな）

　このベッドは幅はば広ひろだが、三人ではさすがに狭い。少女二人の体温と風呂上がりの香りが、両側から刀夜の理性を削ってくる。

　プルが窮きゆう屈くつそうに体勢を変えながら、スマホを掲げた。

「見てください。大会運営本部のＨＰホームページが更新されています」

「どれどれ」

　三人で画面を見上げる。




〈暗黒狂宴サバト　煉れん獄ごく学園予選　準決勝組み合わせ〉

十一：〇〇　第一試合　チーム裏切りＶＳチームふたなり

十二：〇〇　第二試合　リベリオンズＶＳ灰はい咲ざきチーム




　氷ひよう華かが刀とう夜やの胸元をくすぐってきて、

「トー君。私たち当たっちゃったね」

「うん。明日学校に行くまでに、八や百お長ちようの打ち合わせしないとね」

「そうだねぇ」

　のんびりした姉弟きようだいと裏腹に、ＨＰホームページに記載された閲えつ覧らん者しやのコメントは白熱していた。




『《絶ぜつ対たい零れい姫き》ＶＳ《虚こ空くう剣けん帝てい》！　憎しみあう姉弟きようだいの、因いん縁ねんの対決来た──！』

『凄せい惨さんな戦いになるに違いない！」

『《虚空剣帝》は天あま草くさ四し郎ろうを拉ら致ち監禁したらしい。すでに奴やつの策略は動き出している！』




（こいつら、俺と姉さんが同じベッドで寝てると知ったら、どんな顔するかな……）

　刀とお夜やはしみじみ思いつつ、コメントの一つに着目した。

「姉さん。ネットニュースでも見たけど、天草四郎さんが行方不明ってホント？」

「うん。今日の試合前に突然姿を消しちゃったんだよね。何度も電話やメールをしたんだけど、返事がこないの……」

　天草四郎は誠実な人物で、試合をすっぽかすなど考えられないらしい。となると何かアクシデントがあったのだろうか。

「手がかりは何もなし。やるべきことはやったし、後は帰ってくるのを待つしかないね」

　チームメイトの氷華が言うなら、そうするしかないだろう。

　話を変えることにする。

「じゃあ姉さん。明日の八百長についてだけど」

「うん」

「俺たち、試合開始直後に自ら場外に落ちるよ。三位決定戦になっても勝てるし」

「ダメ！　楽しみに来てくれる人が沢山いるんだよ？　八百長するにしても、見み応ごたえあるものにしないと」

　妙な正義感を発揮する義ぎ姉し。

　刀夜の腕にしがみついてきて、恋こい敵がたきに聞かせるかのように声を張る。

「じゃあトー君、チームリーダー同士二人きり、私の部屋の布団で打ち合わせしよっか？」

　プルの反応はない。

「あ、あれプルちゃん？　止めて……くれないの？」

　氷ひよう華かが焦りだしたとき、スマホを掲げるプルの腕が揺れ……刀とう夜やの胸に落ちてきた。

　顔をのぞきこむと、すうすうと寝息を立てている。

　刀夜は少し上うわ擦ずった声で、

「ええと、姉さんの部屋の布団で二人きりって……」

「あ、ああ眠い、眠いよー！」

　氷華が毛布を頭からかぶった。

　すぐに、噓うそっぽい寝息が聞こえてくる。義ぎ弟てい同様にヘタレらしい。

　刀夜は苦笑したあと、自分に思いを寄せてくれる二人の少女を見つめた。

（俺は、どんな答えを出すんだろう……）

　それはまだわからないが、ただ一つ断言できる事がある。

（二人とも、俺が必ず守ってみせる）

　氷華は借金から。プルはアウローラを狙う敵から。

　改めて、そう誓ったのだった。
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　──同時刻、煉れん獄ごく学園・学園長室。

　ここの内装は一言でいえば『非常に悪趣味』だ。ビッシリと地獄絵図が描えがかれている。

　だが今……それが生ぬるいほどの地獄が現げん出しゆつされていた。

　部屋の隅に鎮座するのは、あらゆる動物の臓物をぐちゃぐちゃに混ぜた様な異い形ぎようの怪物。

　血ち鶴づるが、邪神具現化の異能『痴ち愚ぐ神しん礼らい讃さん』で作ったアザトースだ。見るだけで発狂するといわれる、クトゥルー神話の邪神である。

　その胴体からは無数の触しよく手しゆが飛び出し、冒ぼう瀆とく的な言葉をまき散らしている。

「虐殺しろ」「犯せ」「殺せ」「縊くびり殺せ」「蹂じゆう躙りんせよ」「嬲なぶれ」「惨殺」「轢れき殺さつ」……

　全ての触手は、部屋の中央へ向かって鎌かま首くびをもたげていた。そこには見み目め麗うるわしい青年が鎖で吊つり下さげられている。

　苛か烈れつな拷問を受けたため、その全身は傷だらけ。

　髷まげは乱れ、羽は織おりの所ところ々どころが破けている。首にはボロボロになった襞ひだ襟えりが辛かろうじてぶらさがっていた。

　天あま草くさ四し郎ろう。

　氷華のチームメイトであり『黄金の暁會ゴールデンドーン』総帥だ。

　彼の視線の先には、巨大な玉ぎよく座ざに傲ごう然ぜんと座る三さん千ぜん烏がらす血鶴。

　三日月じみた笑みを浮かべ、右手にはワインが入ったグラスを持っている……彼女はアルコールが飲めないが、なんかカッコいいので持っているのだ。

「天あま草くさ四し郎ろうよ。貴様が三千世界転覆を狙う秘密結社『黄金の暁會ゴールデンドーン』の総帥だったとはな」

　きょう血ち鶴づるは、天草四郎が怪しげな電話をしている所に遭そう遇ぐうして捕縛したのだ。

「やはりこの《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》の読みは正しかった。貴様をマークしていて正解だったぞ」

「貴方あなたたまたま、私の電話を聞いただけではないですか……」

　天草の弱々しいツッコミにも、血鶴はどこ吹く風だ。

　子供のようにウキウキしながら、片眼鏡モノクルに手をやる。

「それでこの学園都市を転覆させる手段──我が娘の固有異能アウローラとは何か？」

　天草はもう心が折れたらしく、全身の痛みに顔をしかめて話し始める。

「……世界変革の異能。世界のルールを変えるものです」

「ルールを変える？」

　血鶴は首をかしげた。『三千世界を壊す』というくらいだから、物理的に吹っ飛ばすような異能を想像していたのだが……。

「恐るべき異能です。もっとも羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさんは以前に一度使っていますが」

「うむ。それを使うと、記憶の欠落が起こるのじゃったな」

　以前に娘を誘拐した男・業ごう魔まから聞いた情報だ。

　だが妙なのは、何な故ぜか血鶴にも記憶の欠落があること。四年前の『大転成パラダイム・シフト』の時の事を、綺き麗れいさっぱり忘れているのだ。

　その件について話すと、天草四郎は驚くべき事を告げた。

「それを貴方が、娘にアウローラを使わせたからでしょう」

「なに!?」

「本来ならアウローラの副作用である記憶欠落は、使用者本人だけに起こります。強力な異能ゆえの代償でしょうね」

　苦しげに、血が混じる咳せきをしてから、

「で、ですが前回のアウローラ使用時──あなたが担った役割はあまりにも大きすぎました。ゆえに、あなたにも代償があったのではないでしょうか」

　そういう事もあるかもしれない。異能というもの自体、解明されていない事が多た々たあるのだから。

「ところで天草よ。おぬしは何なに故ゆえそこまで諸もろ々もろの事情に詳しいのだ？」

「我が組織には過か去こ視しの力を持つ異能者がいました。彼が情報を集めたのです」

　その男は『黄金の暁會』の創設者だったらしいが、一年ほど前に亡くなったらしい。

（面白い異能じゃな。是ぜ非ひ部下にしたかったものじゃが……）

　だが今は、それよりずっと興味深いことがある。

　血鶴は唾を飲み込み、前のめりになって尋たずねた。

「それで四年前に妾わらわは、どんな風に世界を変革させたというのだ？」

　天あま草くさ四郎は、核心を告げた。

　それは……あまりにおぞましく、狂気に満ちたもの。まともな人間なら、己おのれの罪深さに押し潰されそうな内容であったが──

　あいにく三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるは、まともな人間ではない。

　まるで英雄譚たんを聞く子供のように、目をキラキラさせて聞き入る。

　説明が終わると、ほうっと息を吐き……胸の谷間からスマホを取りだした。

　何も操作せずに耳に当てる。

「久ひさしぶりじゃな……なに？　『三千烏血鶴様のお声が聞けるのを一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待っていました』じゃと？　フハハハハハ！　世辞が上手よのう！」

　その奇行を、天草四郎が啞あ然ぜんとして見つめている。

「で、先日相談した悩みについてじゃが、解消の手段が見つかったのじゃよ。やはり運命の歯車は妾のために回っておる。フハハハハハハハ、フハハハ────ッ!!」

　大きく背をそらして、心の底から高笑いする。

　そのさまを見た天草四郎が、吐き捨てた。

「《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》、あなたは狂っている！」

「あ、ありがとう……」

「えぇ!?」

　厨ちゆう二に病患者に『狂っている』は最大級の賛さん辞じに等しい。

「いったい貴方あなたの頭の中は……うわぁっ!?」

　天草四郎が悲鳴をあげた。

　おとなしくしていたアザトースの触しよく手しゆが、急に激しく動いたからだ。

　血鶴が座る玉ぎよく座ざを取り囲かこみ、争うように叫び始める。

「狂人」「異常者」「神々ノ敵」「ナントイウ　オゾマシイ女……!!」

「ほぉ？　邪神アザトースですら、この《開闢の女帝》を恐れるというのか!!」

　喜ぶ血鶴だが、何のことはない。自分で具現化した邪神に気持ちいい台詞せりふを喋しやべらせているだけだ。

（よぉし、明日にでも妾の悩みを解消しよう。せっかくじゃから、パーッとやりたいのう）

　パーティを思い立ったように、その顔は高こう揚ようしている。

（ふふふ《虚こ空くう剣けん帝てい》のやつ驚くぞ……そうじゃアイツのために特別な舞台も用意しよう）

　今度は本当に電話を使い、あるネットメディアの幹部と話す。

　血鶴はかねてから政財界に金をバラまいており、豊富な人脈を持っているのだ。

　しばらく打ち合わせをしたあと、必要な器具の手配もすませる。

　二時間ほどで準備をおえた。

（これでよし。あとはアザトース以外にも、ハスターやナイアーラトテップ等もどんどん使おうぞ。実に楽しみ）

　心地よい期待感に浸り、ワイングラスを掲げる。

「フハハハハハハ、来きたるべき新世界に乾杯!!」

　一息でワインを飲み干したあと……アルコールに目を回した。

「わら……わ、は、《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》三さん千ぜん烏がらす、血ち鶴づるなる……ぞ……」

「な、なんなのですか……この方は……!!」

『黄金の暁會ゴールデンドーン』の総帥は、恐怖で表情を凍り付かせていた。




　そして長い一日が終わる。

　玉ぎよく座ざに座る《開闢の女帝》は、幸せな笑顔でまどろむ。

　明日引き起こす、三千世界史上最悪の事件を夢見ながら。






†三章　過去の傷、未来の希望









　灰はい咲ざき氷ひよう華かは、昔の夢を見ていた。

　幼い頃の幸せな思い出……そこにはいつも両親と門下生たち、そして刀とう夜やがいた。

　氷華より一つ年下の刀夜は、市内にある児童養護施設に住んでいた。見学に来た彼の素質に、父が一目惚ぼれして入門させたのだ。

　氷華と刀夜はすぐに仲良くなり、稽古のあと色々な遊びをした。

『氷結地獄コキユートス』で裏山に氷のすべり台を造って滑ったり。

　庭の池を凍らせ、ペアでフィギュアスケートしたり……刀夜が勢いよくジャンプした拍ひよう子しに氷が割れ、二人びしょ濡ぬれになったのもいい思い出だ。

「あう……氷華さん、ごめんね」

　涙目で謝る彼があまりに愛らしく、氷華はきゅんきゅんしたのを覚えている。

　そんな刀夜だが、武人としての才能は異常な程であった。

　入門後三年──わずか九歳で父母も門下生も誰一人として敵かなわなくなり『武に懸かけた俺たちの人生って一体』と落ち込む大人が続出した。

　いつしか刀夜は、こう呼ばれるようになる。

『今こん世せい無む双そうの天才』と。

　そして彼が十歳、氷ひよう華かが十一歳の年に転機がおとずれる。

　氷華は両親から居間へ呼び出され、正座して向き合った。

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの当主である父は、厳しい顔立ちをしており門下生から恐れられている。だが中身は、結構ゆるい。

　母は氷華をそのまま大人にしたような外見。優しいのだが、基本的にいつも無表情である。

　父はいきなり、こう告げてきた。

「氷華よ、刀とう夜やをウチの養子にしようと思う」

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。

「そして俺に代わり、灰咲天凱流の当主になってもらう」

「それはいいんだけど、トー君を養子にするってどういうこと!?」

「軽いな、当主の扱い……」

　嘆たん息そくする父に代わり、母が無表情のまま補足してくれた。

「つまりね氷華、こういうことよ──」

　刀夜は既すでに、現当主である父より遙はるかに強い。

　ならば当主の座を譲り、灰咲天凱流をさらに隆りゆう盛せいさせる方がいいのではないかと。

　父は顎あごを撫なでながら、うんうん頷うなずき、

「いわば後こう進しんに道を譲るわけだ。我ながら、見事な引き際だと思う」

「トー君に任せて、のんびりしたいだけじゃ……」

　氷華はジト目を向ける。両親が最近旅行雑誌を読み始めたのは、この為ためかもしれない。

　父がわざとらしく咳せき払ばらいをして、

「……で、だ。灰咲家の嫡ちやく子したるお前には、いずれ刀夜と一緒になってもらわねばならん」

「？　どういうこと？」

　氷華は首を傾かしげ、銀髪を揺らす。

　母が無表情のまま、再び補足した。

「つまりね氷華。刀夜君と結婚してほしいという事よ」

「えぇ!?」

　氷華は大きくのけぞった。

　だが言われてみれば……刀夜と結婚すれば、彼の当主としての正当性を高められるだろう。

（トー君は可愛かわいくて大好きだけど……あぁでも、おヨメさんになるなんて！）

　頰ほおに手を当てると凄すごく熱い。心臓がバクバクして破裂しそうだ。

　そんな娘を見て、父はやさしく目を細める。

「心配するな氷ひよう華か。実は父さんもな、母さんとは愛のない政略結婚だったが、一夜を共に過ごしてからは……」

「生々しいよ!!」

　両親の初夜エピソードなど聞きたくない。

　そんな願いもむなしく、母がこう告げた。

「つまりね氷華。お父さんに半ば無む理り矢や理り抱かれた私は、いとも簡単に肉にく欲よくの虜とりことなったのよ」

「お母さんには、お父さんを補足する義務でもあるの!?」

　生々しさが激増した。

　母が微かすかに口元をゆるめながら、

「でもね氷華。私たちは貴方あなたの幸福を第一に願っているわ。刀とう夜や君との結婚を無む理り強じいするつもりはない。でも今日の話は、心の片隅にでも留とどめておいて」

「……片隅なんて、無理だもん」

　拗すねたように呟つぶやき、氷華は立ち上がった。

　ふらふらと廊下へ出て、後ろ手に襖ふすまをしめる。

（もう……今度トー君に会ったら、どんな顔したらいいの？）

「あ、氷華さん」

「っ！」

　突然の声に、氷華は飛び上がった。

　軽い足音とともに、廊下の向こうから刀夜が駆けてくる。

　纏まとうのはこの前買ったばかりの稽古着。成長を見越したのか大きめで、手が半分ほど袖そでで隠れていた。

（ああ、今日も可愛かわいい……ッ！）

　だがひとたび剣を持てば鬼神となる。そのギャップが氷華をきゅんきゅんさせるのだ。

　抱きしめたい衝動を抑え、年上スマイルを浮かべる。

「ねえトー君、私がお姉ちゃんになるって話、聞いた？」

「うん……」

　刀夜は身を縮めて、小声でうなずく。

　その様子に不安がつのり、慌てて訪ねた。

「も、もしかして嫌なの？」

　刀夜は顔をあげ、残像が見えるほどの早さで首を振った。

「ち、違うよ。恥ずかしかっただけ！　すっごく嬉うれしいよ。僕には家族がいないし……」

　両手をモジモジと合わせたあと、満面の笑顔で、

「ずっと思ってたんだ。『氷華さんがお姉ちゃんだったらいいのに』って」

「はうぅっ!!」

　理性は脆もろくも決壊した。

　勢いよく抱きつくと、刀とう夜やはバタバタと暴れる。

「ひょ、氷ひよう華かさんっ。胸、当たって……」

「呼び方、そうじゃないでしょう？」

「そ、そうだね……じゃあ、氷華姉さん」

「!!」

　氷華は立ちくらみを起こしかけた。

（『姉さん』──なんて素晴らしい響きなのっ！）

　ダダ甘姉、氷華の誕生である。

「トー君は私が守るからね。貴方あなたがどんなに強くても、私がお姉ちゃんなんだから」

「うん。でも僕だって氷華姉さんを守るよ」

「なんていい子なの!!」

　刀夜を押し倒して、高速でほおずりする。

「あぁもう食べちゃいたい……トー君食べちゃいたい！　もう食べる!!」

「守ってよ!!」

　刀夜がそう叫んだ時。

　襖ふすまが僅わずかに開いて両親が顔を出した。父はニヤニヤ笑い、母は優しく目を細めている。

　氷華はハッと我に返り、真っ赤になった。

「か、勘違いしないでっ。お父さんやお母さんの思い通りにはならないんだからっ」

　そう言いつつも、刀夜を押し倒しながらでは全く説得力がなかった。




　刀夜が加わった灰はい咲ざき家は、とても賑にぎやかになった。

　いたずら好きの母が氷華に焼き餅を焼かせようと、刀夜にベタベタする。するとむしろ父が拗すね、氷華がなだめる。

　両親が旅行で出かけて二人きりになると、姉弟きようだいで布団を隣り合わせ、手を繫つないで寝た。

　刀夜は当主としても、父母にサポートされながら精一杯頑張っていた。年上ぞろいの門下生たちにも丁重な態度を崩さなかった。

　これらの甲か斐いあって、灰咲天てん凱がい流りゆうは新当主の下でまとまり始める。

　そして、刀夜が義ぎ弟ていになって二年経たち……あの日が訪おとずれた。

　身辺警護のために、プルが灰咲家にやってきたのだ。

　もっともこの時はまだ、プルの名前は知らなかった。灰咲家への依頼者には素す性じようを隠したがる者も多かったので、こういうケースは珍しいことではない。

　灰咲家にプルを預けたのは三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるだろう。何な故ぜそんな依頼をしたかは、未いまだ不明である。

　ともあれ灰はい咲ざき家は護衛のため万全の体制をとった。プルには道場にいてもらい、その周りを刀とう夜や、氷ひよう華か、父母、門下生で固めたのだ。

　だがその守りは、一人の大男に脆もろくも崩された。

　恐ろしいほどに強く、残虐で……巨大な大剣で門下生全員、それに父母を惨殺した。

　血と臓物が床を埋めつくさんばかりの道場で、たった一人……

　小さな当主だけが、戦っていた。

　あらゆる骨を砕かれ、全身を切り刻まれ……その身体からだは既すでに限界を超えているはずだ。

　なのにその闘志はいささかも衰えない。

　何度打ちのめされても、氷華とプルを守るために立ち上がっていた。

　……それなのに。

「…………あ、ああ……」

　氷華はプルを抱きしめて座り、震えているだけだった。

　大切な人たちを殺された悲しみ、そして恐怖で体が動かず、刻こく々こくと壊されていく弟を見ていることしかできない。

『トー君は私が守るからね。貴方あなたがどんなに強くても、私がお姉ちゃんなんだから』

　そう、誓ったのに。

　そして永遠にも思える死闘の果てに、刀夜は大男を撃退する。

　刀夜は生命の力を使い果たしたように、仰あお向むけにくずおれた。

　氷華とプルは駆け寄って、その傍かたわらに膝をつく。彼からあふれだした血だまりで、大きな水音がした。

「ね、姉さん、姉さん……」

　手を一生懸命にのばしてくる。両手で握り返すと驚く程冷たく、全く力がこもっていない。

「……俺……姉さんの弟になれて本当に……」

　なぜそんな、末まつ期ごの別れのような事を言うのか。

　いや──刀夜はわかっているのだろう。この傷では、絶対に助からないと。こんなになるまで死力を尽くしてくれたというのに、姉である自分は……！

　氷華は激しく嗚咽おえつしながら、

「ごめんなさいトー君……ごめんなさい、だめなお姉ちゃんで……！」

「そんなことない……だから姉さん……」

　死の淵ふちにいても慰めてくれる義ぎ弟ていに、更に無力感がかき立てられた。

　その時、ふと。

　涙でゆがむ視界が急に明るくなった。

　よく見ると氷ひよう華かと刀とう夜や、そして傍かたわらのプルが炎に包まれている。

　だがまるで熱さは感じない。まるで母の胸のように、あたたかな温ぬくもりだ。

　プルの黒髪がなびき、炎がさらに大きくなり……やがて、優ゆう美びな巨きよ鳥ちようの姿をとる。

（不死鳥……!?　これはこの子の固有異能なの!?）

　炎の巨鳥は、雛ひなを守るように刀夜の体を包み込む。あふれだしていた血が噓うそのように止まり、ゆっくりとだが傷が塞がっていく。

　それを、氷華は呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。
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「……！」

　灰はい咲ざき氷華は、勢いよく身体からだを起こした。

　すでに朝のようで、カーテン越しに柔らかな光が入ってきている。同じベッドの刀夜とプル、それに床に敷いた布団から一ひ二ふ三みの寝息が聞こえる。

「あ、あぁ…………！」

　もう六月なのにひどく寒く感じる。歯がかちかちと鳴り、全身の震えが止まらない。

　己おのれを抱きしめ、胎児のように身体を丸めた。

　何度も何度もみた、四年前の悪夢……。

　目覚めるたび怪物への恐怖、そして何もできなかった後悔が激しく心を苛さいなむ。

　刀夜、プル、一二三と暮らすにぎやかな日々も、あの怪物が来てすぐに壊してしまうかもしれないのだ。

「トー君……」

　傍らで眠る刀夜に抱きつきたいが、こらえる。

　彼にばかり頼っていてはいけない。この恐怖は、己の力で乗り越えなければならないのだから。

「むにゃむにゃ……氷華姉さん……」

　寝言で呼ばれ、ハッとする。

　頰ほおを染めながら次の言葉を待っていると、

「姉さんも……プルも嫁にしたいよぅ……」

「むむっ」

　頰を強めに突っつくと、刀夜はうめいた。

「う～ん、ごめんなさい姉さん」

（ふふ、少しは反省しなさい）

「でも焼き餅を焼く姉さん、すっごく可愛かわいいなぁ。むにゃむにゃ……」

「!!」

　氷ひよう華かは両手で顔を覆おおった。寝ていても義ぎ姉しを翻ほん弄ろうするとは、いけない義ぎ弟ていだ。

（……あれ、私）

　悪夢にかき乱された心が、噓うそのように落ち着いているのに気づく。

　なんだかんだで、結局義弟に慰められてしまった。

（……やっぱり私、駄目なお姉ちゃんだわ。こんな事で、恋人になれるのかな）

　刀とう夜やの向こうで眠るプルを見つめる。

　その寝姿は女神のようだ。黒くろ絹ぎぬのような髪、寝息と共に、たゆたゆ揺れる巨乳──しかも刀夜の命を救った恩人でもある。

（四年前に何もできなかった私が、対抗できるのかな……）

　うつむいて考えていると……

「七時デス、七時デス」

　床で寝ていた一ひ二ふ三みが、バネ仕掛けのように勢いよく起きあがった。

　トテトテ駆けてきてベッドにあがり、何な故ぜか刀夜の腹にまたがる。

　そして、激しく体を上下させはじめた。

「えぇ!?　一二三ちゃん何してるの!?」

「あ、おはようございマス氷華サマ。目覚まし機能で……ハァ……ハァ。刀夜を起こすのデスッ！」

　運動のためか、やや息を乱す一二三。

「マスターがまだお休みデスので……ハァッ……マナーモードの……バイブレーションで……ハァんッ!!」

　何一つマナーの要素がない。

　そんな幼女の下で、刀夜がぼんやり目をあける。

「おぉ一二三、今日も起こしてくれたのか」

　普通の反応だ。どうやら度たび々たびこれで起こされているらしい。

　彼の胸に一二三が頰ほおを寄せて、

「二度寝してもいいデスよ。スヌーズ機能により、十分ごとにバイブレーションしマス」

「そうか、じゃあ頼む……」

　刀夜は目を閉じ、再び寝息を立て始めた。

　氷華が啞あ然ぜんとしていると、今度はプルが体を起こし、目をこすった。

「一二三……なにしてるの……？」

「スヌーズによる待機中デス。十分後、刀夜をバイブレーションで起こすのデス」

「そんなのずるい……わたくしもバイブレーションで起こす……」

　どうやら寝ぼけているようで、ぎゅっと刀夜に抱きつく。

　豊かな胸が義ぎ弟ていの顔面で潰れている。あれがバイブレーションしたら途と轍てつもない破壊力だろう。

　氷ひよう華かは慌てて両手を打ちならした。

「もう二人とも、何してるのっ？」

「氷華さん……？　はっ！」

　プルは己おのれの姿に気づいたらしい。真っ赤になって飛び起き、ベッドの上で正座して、

「申し訳ありません！　つい寝ぼけて公こう序じよ良りよう俗ぞくに反することを」

「シャキッとしてね。今日は八や百お長ちようの準備もしないといけないんだから」

「……」

　一段と公序良俗に反することを言うと、プルが妙な顔になった。

「じゃあ私、朝ごはんの準備をしてくるね」

　氷華がベッドから降りると、プルもあわててついてくる。

「わたくしもお手伝いします。また、お味み噌そ汁しるの作り方など教えてください」

「……うんっ」

　ライバルの力を高めることにはなるが、氷華はプルと料理するのが嫌いではなかった。
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　刀とう夜やはベッドで目を覚まし、大きくあくびした。

　部屋には誰もいない。

　廊下に出ると、台所の方から朝食の準備をする音が聞こえてくる。氷ひよう華かが調理をし、プルは手伝っているのだろう。

（……眠い……）

　二人の美少女に挟はさまれて大して眠れなかった上、昨日の疲れも残っているようだ。こんな日は日課の稽古も休んだ方がいい。

（散歩して目をさますか）

　玄関へ向かい、靴くつを履いて庭へ出る。

　ゆったり散さん策さくすれば、氷華が植えた色とりどりの花が目を楽しませてくれる。

　青く大きなアジサイ、白いクチナシ、白と灰色のスク水に包まれた小さなおしり。

（……おしり？）

　あわてて二度見すると、一ひ二ふ三みだった。

　四よつん這ばいになって、地面を見つめている。

「一二三」

「あ、刀夜っ」

　一二三は躍おどり上がって、パタパタと駆けてきた。

　誇らしげに見せてきた両手には、三本のクローバーが乗っている。

「すごいデス！　なんと一気に三本、四つ葉を見つけたデス！」

「それはすごい。かなり奇跡的だな」

　一二三の日課は、幸運の証あかしである四つ葉のクローバーを探し、プルに渡すことだ。

　ぴょんぴょんと飛び跳ねて、

「これでもっと、マスターに幸運が訪おとずれるデスっ。刀夜からの返事もきっと『俺もプルが好きだよ。結婚しよう』になるデス！」

　仕草は無邪気だが、言葉のプレッシャーが半端ない。

　刀夜はヘタレの必須スキル『聞こえないフリ』を発動して、大きな庭石に座った。

「全くモウ、刀夜は」

　一二三は頰ほおをふくらませ、隣に座った。

　掌てのひらのクローバーを見て微笑ほほえみ、足をパタパタさせる。プルの喜ぶ顔を想像してか、かなりご機嫌のようだ。

（……そういえば）

　ふと疑問がわいてくる。

　プルは社交的な性格ではないし、一二三とは年も離れている。その二人がこれほど強い絆きずなで結ばれているのは、なぜなのか。

「どうしてお前は、そこまでプルを慕したうんだ？」

　一ひ二ふ三みの足が止まり、表情がこわばった。

　そして消え入りそうな声で、

「……久ひさしぶりに、私に優しくしてくれたマスターだからデス」

「え？」

　一二三にとって『マスター』とは、プルだけをさす言葉と思っていたのだが。

　幼女は鼻で笑い、

「いやデスね刀とう夜や。『マスター』とは所有者を示す言葉。幼女ロボ業界では常識デスよ」

「まあ、お前しかいなさそうな業界の常識は知らんが……」

　やんわり突っ込んでから、質問を続ける。

「『久しぶりに』って事は、プルの前にもマスターがいたんだな？」

「ハイ。私は記憶メモリにある限り、プル様と暮らすまで四人のマスターのもとで暮らしてきまシタ」

（四人……!?）

　予想以上に多い。

「四人のマスターは、すべて別の家庭を築いていました。ナゼか全員、山やま中なかという名字でしたガ」

　その姓には聞き覚えがある。

　以前にプルが、一二三の素す性じようを説明したときだ。




『名字は山中で……』




　一二三が暮らしていた四つの家庭は、すべて山中姓。

　幼い子供がそういう目にあうとなると……親戚中をたらい回しにされた、などだろうか。

　どうも穏おだやかでない話になってきた。

「最初の家庭の事はあまり覚えてないデス。とっても幸せだった事は確かデスが」

　それが、実の親の家庭なのだろうか。

　一二三は体を傾け、刀夜によりかかってくる。

「でも次の家庭は私に優しくなカッタ。エネルギーもあまり与えられず、いないものとして扱われまシタ」

（エネルギーって……食べ物のことか!?　それに、そんな扱いって……）

　育児放棄。

　その言葉が浮かんだ刀夜は、あわてて尋たずねる。

「が、学校は？　もしくは幼稚園は行ってたのか？」

「？　私はロボだから行くわけないデス。ずっと家の一いつ室しつに置かれてまシタ」

（ど、どういう環境だよ、それ……）

　言葉を失う刀とう夜やに、一ひ二ふ三みは続ける。

「二件目の家庭は私を不要と判断したようデ、またマスターが代わりまシタ」

　三件目に移ると、その家の子に酷ひどくいじめられた。

　四件目では、あろうことかペット用の大きな檻ゲージに入れられた事さえあるという。

「でも私はロボットだから、平気でシタ」

　そんな訳はない。

　幼い一二三は、きっとあまりにも辛つらすぎたから……自分をロボットだと思いこんだのだ。

　ロボットなら、どんな扱いを受けても仕方ない。

　そう考えることが、せめてもの自己防衛だったのではないか。

「デモ二年前、転機が訪おとずれたデス。四人目のマスターが、私の性能を見て三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるに売り払おうと考えたのデス」

　きっと四人目は、一二三が異能者であることに気づいたのだ。

　そして、学園長が異能者を集めて学校を作っていることに目をつけたのだろう。

「学園長は私を一目みて気に入り、大金で購入して屋敷に置いてくれたデス。まああの方は飽きっぽいので、すぐに放っとかれまシタが……」

　一二三が、久ひさしぶりに口元をほころばせて、

「そして今のマスター、プル様と出会ったデス！　慢性的なエネルギー不足でみすぼらしかった私を、優しくメンテナンスしてくれたデス」

「……」

「プログラムが殆ほとんど実装されず無知だった私に、根気よく沢山の事を教えてくれまシタ」

　一二三は、学校に行かせてもらえなかった。

　その学力の遅れを、プルは取り戻そうとしたのか。

「それだけじゃないデス！　その頃の私は演算機能に異常をきたし、すぐに暴走してまシタが──」

　もう耳をふさぎたくなったが、こらえる。

「マスターは私を抱きしめてくれ、何度も何度も『あなたはロボットじゃない』と言ってくれたデス」

　プルは懸命に、心が壊れかけていた一二三と向き合ったのだろう。

　二人の固い絆きずなは、この時に育まれたのだ。

「ロボットの私を家族として扱ってくれて……嬉うれしカッタ。おかげデ私は正常運転に戻ることができまシタ」

　残念ながら一ひ二ふ三みは、いまだ正常ではない。

『自分はロボ』と心の底から思いこんでいる。

　でも、だからこそロボ系シンクロ値が高く、その強さでプルを守ることができる。

　なんという皮肉だろうか。

「だから私は誓ったのデス！　たとえ壊れてもマスターを守りぬくト」

「そうか……」

　刀とう夜やは優しく一二三の肩を抱く。

　少し驚いたようだが、その口元がほころび、

「でも私、刀夜や氷ひよう華かサマの事も好きデス。だから……」

　片手を差し出してくる。

　そこには四つ葉のクローバーが一枚、乗っていた。

「アナタにプレゼントです」

「え……プルに三枚ともあげるんじゃないのか？」

　一二三は首を横に振り、

「マスター、氷華サマ、それに刀夜に一枚ずつデス」

　刀夜は唇をかみしめたあと、手をのばした。

　握るのは四つ葉のクローバー……ではなく、それを持つ一二三の小さな手。

　指を畳んで、四つ葉を握らせる。

「これはお前が持ってな」

「え、デモ……」

「姉さんとプルに告白されてる時点で、俺は世界トップクラスで幸運だよ。それに」

　両手で、一二三の小さな手をくるむ。

「お前が幸せになれば、俺も幸せな気持ちになれる」

　幼女の頰ほおが瞬時に染まり、ぼうっと見つめてきた。

「と、刀夜、お兄ちゃんみたいデス」

「そうか？」

「私は『製造番号百二十三』。刀夜という名前は、もしかシテ『十トウ八ヤ』の当て字──あなたは『製造番号十八』ではないデスか？」

「それだと俺、かなりの旧きゆう型がただな……」

　ものすごい深読みに苦笑しつつ、立ち上がる。

「じゃあ中に戻るか。そろそろ朝食ができる頃だろう」

　予想以上に悲しい話だったが、一二三とプルの過去を知ることができて良かった。

　母おも屋やへ足を進めたとき、右腕にしなやかな感触。

（……ん？）

　見下ろせば、一ひ二ふ三みがしがみついている。先ほどと同じく顔が真っ赤だ。

「に、二足歩行プログラムに一時的なエラー発生。エスコートを希望しマス」

「お前飛べるだろが」

「と、刀とう夜やは、繊せん細さいな乙女心がわからないのデスね！」

　相変わらず設定がガバガバな幼女に、刀夜は微笑ほほえんだ。

　仲良く二人で玄関を通り、居間へ。

　プルがちゃぶ台に味み噌そ汁しるを並べており、氷ひよう華かはお盆に茶ちや碗わんを乗せて持ってきた。

「あ、二人とももう準備できるよ。食べよう食べよう」

　ちゃぶ台にはご飯や味噌汁のほかに、肉にく味み噌そ、半熟卵、浅漬けが並んでいる。肉味噌は氷華が得意とするおかずだ。

　四人は昨日とは違ってちゃぶ台を囲かこんで座り、声をそろえた。

「「「「いただきます」」」」

　氷華が微笑んで、

「さあトー君と一二三ちゃん、おなかいっぱい食べてね」

「うん」「ハイ！」

「そしてプルちゃんは、限界を超えるほど食べてね」

「太らせようという魂胆ですか？　その手には……お、美お味いしい！　この肉味噌、ご飯が止まりません!!」

「フフフ引っかかったね。これでトー君は私のもの……って美味しい！　我ながら会心の出来だよ、ご飯が止まらないよっ」

　相変わらずのふんわり修しゆ羅ら場ばを見て、一二三はニコニコしている。

　にぎやかな食事を終えると、四人はさっそく八や百お長ちようの打ち合わせを始めた。

　氷華は食べ過ぎて少し苦しいのか、お腹なかをさすりながら、

「私のチームの負けでいいよ。第一試合の結果がどうだろうと、三位決定戦で勝てるし」

　その口調に傲ごう慢まんさはなく、事実を述べるように淡々としている。

　刀夜はうなずき、

「じゃあそうしようか。リベリオンズが勝つとして……やっぱ決め手はレイズかな」

「そこから逆算して、試合の流れを決めるのがいいかもしれませんね」

　プルが綺き麗れいな字でメモをとっている。

　氷華は額に手を当てて、

「そうだね、なおかつトー君と私──姉弟きようだいの因いん縁ねんを活いかして盛り上げどころを作りたいよね。これをコンセプトにしようか」

「なんか、バトル漫画のシナリオでも打ち合わせてるようデス……」

　一二三が的確なつっこみをする。

　議論の甲か斐いもあり、一時間ほどで満足いく八百長のシナリオができた。

　続いては庭へ出て立ち稽古し、流れを頭にたたき込む。

　それが終わると、氷ひよう華かは一足先に登校の支度を始める。生徒会長として会場準備などもしなければならないのだ。

　軍服に着替えた義ぎ姉しを、刀とう夜や、プル、一ひ二ふ三みは玄関で見送る。

「じゃあ姉さん、またあとで。行ってらっしゃい」

　氷華は笑顔で、大きく手を振りかえしてきた。




●




　──同日、11時45分。

　煉れん獄ごく学園北側コロシアム、青せい龍りゆうの門の前。

　刀夜、プル、一二三はすでに準備を終え、入場を待っていた。一二三のパワードスーツは普段のものではなく、軽けい鎧がいと兜かぶとがついたもの。刀夜が以前『改造』した『一二三改』バージョンだ。

　試合会場の熱気が、ここまで伝わってくる。

　すでに第一試合は終了。どうも凡ぼん戦せんだったらしく、そのぶん客は第二試合に期待を膨ふくらませているようだ。

（ええと、まず姉さんがこう動いて、俺とプルは……）

　刀夜が身体からだを動かして八や百お長ちようのイメトレをしていると……

　背後から爽やかな声が聞こえてきた。

「さすがだ灰はい咲ざき。準備に余念がないようだな」

（この声は《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どりつむじさん）

　昨日激闘を繰り広げた、樹いつきチームのメンバーだ。

　風系シンクロ値を高めるためにホームレスになるという、尋常ならざる行動力の持ち主。

　着るものには無む頓とん着ちやくで、普段はビキニ状に畳んだ新聞紙を身につけている──無頓着という言葉では片づけられない気もするが。

　刀夜は『悪役ヒール』っぽい声とともに振り返る。

「フン《失楽園》か……って、えぇ!?」

　思わず、間抜けな声をあげてしまう。

　風見鶏がなんと、服を着ていたからだ。

　胸元が大きくあいた紫色のローブ。サイズがかなり小さいのかパツンパツンで、超ミニのワンピースのようになっている。

（あれ？　この服よく見ると……）

　樹いつきチームのリーダー、樹樹じゆ花かのものではないか？

《失楽園ホームレス》は恥ずかしそうにハニカみながら、

「これは樹花の服のスペアなのだ」

「そうか、驚いたぞ……」

「うん。ちょっと頑張って、布製品を身につけてみたんだ」

　頑張りのレベルが低すぎる。

　風かざ見み鶏どりが己おのれの胸元と太ふと股ももを見て、

「ただこの格好、スースーして落ち着かないんだ」

「新聞紙を着てた時の方が、余よ程ほどスースーしてたと思うが……」

　相変わらず、計り知れない思考回路だ。

「あ、そうだ灰はい咲ざき。君が再建してくれた段ボールハウスの住み心地、良好だぞ」

　リベリオンズとの試合──風見鶏は風系シンクロ値を高めるため、段ボールハウスを撤てつ去きよして臨いどんだ。

　だが刀とう夜やの策は、それを上回っていた。

　まず試合前に『異能ファッションショップＯＢＯＲＯオボロ』という店と協力関係を結んだ。この店は刀夜にダメージコートなどを売った店で、それを今『《虚こ空くう剣けん帝てい》モデル』として発売している。刀夜が勝てば勝つほど宣伝になるのだ。

　刀夜は『ＯＢＯＲＯ』の店員たちに風見鶏の段ボールハウスを再建させ、ソファやテレビなどの家具も運び込んだ。

　住まいを復活させ、快適にすることで風系シンクロ値を下げたのである。

　住居に喜ぶ風見鶏を、刀夜は鼻で嗤わらい、

「フッ、日ひ和よったな《失楽園》。新聞紙をまとい、ボロい段ボールハウスに住んでいた貴様の方が、よほど風系シンクロ値が高かったぞ」

　今の風見鶏のシンクロ値は『35』。初対面の時の『75』からかなり下がっている。

　風見鶏が後ろ手になり、唇をとがらせた。

「し、仕方ないではないか……お前が私を、女に変えてしまったのだから」

（へ？）

　目を瞬しばたたかせる刀夜。

　隣でプルが身を堅くする。何かを警戒しているようだ。

「あの……その……」

　風見鶏はモジモジしながら、鳶とび色いろの瞳を揺らす。何か言うのを躊躇ためらっているようだが……。

「つむじ、がんばるのっ！」

　近くの自動販売機の陰から、緑りよく髪はつの少女が顔を出した。

　風かざ見み鶏どりの親友にしてチームメイトの、樹いつき樹じゆ花かだ。

　植物を性的に愛する植物性愛者デンドロフイリアであり、位い階かい２位の異能者でもある。

　小柄さに似合わぬ巨乳を揺らしながら、何度も跳びはねて、

「フレーフレーなの、つむじ、頑張れ頑張れなの、つむじっ」

「樹花。ありがとう……！」

　風見鶏の表情から迷いが消える。

　刀とう夜やと目を合わせ、すうっと息を吸ったあと──

「君が好きだ！　私とつきあってほしい！」

（なぁ!?）

　刀夜は驚きよう愕がくした。昨日から今まで三人目の告白……嵐のようなモテ期である。

「灰はい咲ざき。私は君と一緒なら、どんな困難でも乗り越えられる気がするんだ」

　形のいい胸に手を当てて、

「そう……君となら、たとえ段ボールハウスが行政より強制撤てつ去きよされようとも……」

　困難の内容が、世せ知ち辛がらすぎる。

　風見鶏は夢見るような笑顔で、未来予想図を描えがく。

「気が早いかもしれないが、いずれは君とあたたかな家庭を作りたい」

（か、家庭って段ボールハウスか？）












「いずれ子供が結婚したら、私たちの段ボールハウスの隣に段ボールハウスを立ててやるんだ」

「二世帯住宅!?」

　ただの貧困の連鎖だ。

（し、しかし困ったな）

　風かざ見み鶏どりは相当に可愛かわいい。

　性格も良く、一緒にいると楽しそう──と考えたとき、

「刀とう夜やくん……また『考えさせてくれ』ではないでしょうね……」

　傍かたわらのプルから激げき烈れつな熱を感じる。嫉しつ妬とで炎系シンクロ値が高まっているようだ。

　刀夜は我に返った。

（風見鶏さんは素敵だけど、プルや姉さんほど悩まない……）

　ならばしっかり断った方がいい。

　刀夜はポケットに手を入れて、遠くを見た。そして渋い声で告げる。

「許せ風見鶏──この《虚こ空くう剣けん帝てい》の胸には寂せき寥りようたる風が吹くのみ。愛など不要」

「そんな!!」

　風見鶏が両膝をついた。

　刀夜の腕をプルがとり、不安げに見上げてくる。

「あ、愛など不要なのですか……？」

「そ、それはそのアレだ。現在保留中の案件についてはその限りではない」

　ぱああっ、とプルが笑顔になった。かわいい。

「ああっ、つむじ可哀かわい想そうなの」

　駆けよってきた樹いつきに、風見鶏が抱きついた。

「樹じゆ花か、失恋つらいよぉ……」

「うんうん。これからはフラれないよう、植物を性的に愛するの」

「それは……勘弁してくれ……」

　風見鶏が号泣しつつも、しっかり拒否したとき……。

「ううむ、これは一体どういう状況だ？」

　野の太ぶとい声に当とう惑わくをにじませ、学ランを着た筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男がやってきた。

「児こ山やまさ……児山小こ太た郎ろうか」

　位い階かい11位の強つわ者もので、赤ちゃんの格好をすることでシンクロ値を上げる『赤ちゃん系異能者』だ。

　樹チーム戦で重傷を負ったはずだが、ピンピンしている。

　刀夜の代わりに、プルが問うてくれた。

「児山さん。もう怪け我がは大丈夫なのですか？」

「この学園の保険医は優秀でな。治癒の異能で、一日で治してくれた」

　元気さをアピールするように、太い腕をぐるぐる回す。

　そして大きな眼まなこで刀とう夜やを見つめてきて、

「灰はい咲ざきよ。実は昨日から弟二人に武術を教えていてな。それがとても楽しいんだ」

　児こ山やまは『赤ちゃん系』であることを恥じていたが、弟達を養うため、ベビー服をまとい暗黒狂宴サバトに出場していた。

　だが弟たちは、懸命に戦う児山を見て『世界一かっこいい兄ちゃんだよ』と称たたえたのだ。

「なあ灰咲。やはり家族はいいものだ。お前はこれからお姉さんとぶつかるが、試合後は仲直りできるよう祈っているぞ」

　刀夜は顔を掌てのひらで隠し、黒衣を漣気エーテルでなびかせた。

「ククク、そんな事はありえん！　姉弟きようだいだからこそ生まれる憎悪と悲劇──その凄せい惨さんなる結末を、貴様ら愚ぐ民みんどもに見せてやろう」

　しっかり立ち稽古もしたので、試合内容には自信がある。

　風かざ見み鶏どりが樹いつきの胸から離れ、目をこすりながら、

「そうか……どんな試合になろうとも、私は君を応援しているぞ」

「つむじが応援するなら、私もそうするのっ！」

　樹が小さなこぶしを突き上げた。

（みなさん……！）

　ライバルからのエールに、刀夜の胸が熱くなる。

　プルも感激した様子で、背伸びして耳打ちしてきた。

「大会で友情を深めた人達が、応援に来てくれる……とっても素敵な事ですね」

　風見鶏、児山……まあ樹はいったん置いておいて、素晴らしい先輩たちだ。

　出会いに感激する刀夜。だがそこに、冷水をぶっかけるような人間が登場した。

「やあ灰咲」

　小柄な美少年だ。首からはロケット（写真を入れる小さな容器）を提さげている。

　巨大建造物を性的に愛する巨大建造物性愛者マクロフイリア・天てん堂どう恋こい九く郎ろう。

　天堂は戦艦大和やまとに変身できる恋人、大和めぐるとチームを組みリベリオンズと戦った。

　刀夜は天堂の性癖を見破り、彼が愛する巨大ビル『グランドヒルズ明みよう神じん』を人質にとる。

　すると天堂は狼ろう狽ばいし、刀夜との会話で『一番愛するのは万里の長城』と叫んでしまった。

　激高した大和はヤンデレ化。そして『グランドヒルズ明神』を『雌メスビル』呼ばわりし、主砲で破壊したのだ。

　そんな、色々な意味で壮絶な戦いをした間あいだ柄がらである。

　天堂は性癖といい行動といい、変態の横綱というにふさわしいだろう。

（て、天堂？　なんでこいつ来たの？）

　刀とう夜やは困惑した。友情を深めた覚えは全くないのだが……。

「僕は、君たちリベリオンズに負けて以来、荒れたよ」

　天てん堂どうが、悲しい目で虚こ空くうを見上げ、

「偶然出会った巨大建造物との、行きずりの恋に溺れたりした」

　プルと風かざ見み鶏どりが、おびえて刀夜に寄り添ってくる。

　それを天堂は全く意に介さず、

「でも分かったんだ。どんなに大きなマンションや、ここ北側コロシアムと寝ても、心の空くう虚きよは埋まらないって」

　この建物も、行きずりの恋の相手だったらしい。

　プルが頑張って笑顔を作り、

「そ、そうですか。では巨大建造物性愛者マクロフイリアから卒業するのですね」

「違う！　僕が分かったのは──いちばん愛する万里の長城へ告白するのを、恐れてるだけって事さ！」

　プルの目から、光が消えた。

　天堂は首から提さげたロケットをとり、パカッと開く。

　そこには──天を衝つくようなビルの写真があった。今は亡き雌メスビル『グランドヒルズ明みよう神じん』だ。

　天堂は涙をツツと流し、声を震わせながら、

「き、きっと──天国のグランドヒルズ明神も、それを願っている筈はずだ」

　色々言いたい事はあるが、まずビルは天国に行けないと思う。

　皆が絶句する中、樹いつきだけが感動した様子で嗚咽おえつしている。変態の横綱同士、通じあうものがあるようだ。

　そして天堂は目を拭い、刀夜に爽やかな笑顔を向けてくる。

「しっかり僕は、万里の長城に気持ちをぶつけるよ」

「いいから失うせろ」

『悪役ヒール』を演じた訳ではなく、心の底から告げる。

　いたたまれない空気の中、今度は白衣の男が歩いてきた。

　ヴィクター・皇すめらぎだ。刀夜の両肩に手を置いてきて、

「灰はい咲ざきよ。ついにお姉さんと戦う日が来たのであるな」

「なんでお前も来るんだよ!!」

　しかもなぜ、ちょっと親身なのか。

　続いてヴィクターの後ろから少女が顔を出す。人造異能者系異能者・アインスだ。

「こんにちは！　リベリオンズの皆さん」

　声に張りがあり、表情も明るい。

　昨日の無表情が噓うそのようだ。負けたのでキャラを演じる必要がなくなったからだろう。

　一ひ二ふ三みが目をキラキラさせて、

「アインス！　洗脳から目が覚めたのデスね」

「う、うん……昨日あなたがくれた言葉が、なんやかやで私を救ってくれたわ」

「心なきロボの私にも、出来る事があったのデスね。ううっ!!」

　泣きむせぶ一二三を、アインスがひきつった顔で見つめている。

　試合前の激励がグダグダになってきた時、場内アナウンスが響きわたった。




『準々決勝第二試合が、まもなく始まります。リベリオンズおよび灰はい咲ざきチームは入場の準備をお願いします』




「そうか。いよいよだな……リベリオンズ」

　なぜか天てん堂どうが、まとめに取りかかる。

「勝ってくれよ灰咲、田た中なかさん、一二三ちゃん！　君たちは僕たちの代表なんだからな！」

「「「……」」」

　変態の横綱から『僕たちの代表』と告げられ、士気が激しく減退した。

（せめて晴はる斗とが来てくれれば、テンションあがったんだけど……）

　光こう王おう院いんはいま、ここから車で一時間近くかかる実家にいる。

　先ほどメールしたところでは『黄金の暁會ゴールデンドーン』の尋問に進展があったらしい。

　刀とう夜やからしても今回は八や百お長ちようなので、別に応援に来てもらわなくてもいい。なので先ほど『そっちを優先してくれ』とメールすると『了解』と返事がきた。

（アイツらから新情報を聞き出せるといいけどな）

　そう考えていると、ゆっくり青せい龍りゆうの門が開き始めた。

　まばゆい光が目を灼やき、暴力的なまでの歓声が耳じ朶だを打つ。

「さあ。征いくぞ──二人とも」

「はい」「ＹＥＳイエス！」

　そして刀夜たちは、会場へ足を踏み入れた。

　──そこに、生涯最悪の戦いが待ち受けているとも知らずに。






†四章　吐き気をもよおすほどの









　コロシアムへ入場した刀とう夜やたちを、嵐のような音が出迎えた。拍手、足踏み、歓声、怒ど号ごう、罵声が混じりあい、鼓膜を打ちつける。

　そこへ更に一段と大きな、マイク音が響きわたった。

『さぁ、青せい龍りゆうの門よりリベリオンズが入場してきました！』

　放送席に座る兔と丸まるうさぎだ。

　刀夜が『悪役ヒール』だからといって貶おとしめたりせず、公平な実況をしてくれる放送部員である。《虚こ空くう剣けん帝てい》という二つ名の名付け親でもある。

『リーダーは《虚空剣帝》灰はい咲ざき刀夜！　世界最弱のＦ級異能者である彼が率いるチームが、ここまで勝ちあがってくるとは誰が予想したでしょうか！

　しかも決して、クジ運に恵まれたからではありません。リベリオンズが打ち破ってきた異能者たちは──

　９位《人でなしの恋》油あぶら谷たに琢たく三ぞう！

　６位《人間大艦ヒユーマンドレツド》大和やまとめぐる！

　５位《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どりつむじ！

　そして２位の《仇あだ花ばな》樹いつき樹じゆ花か──魔人のごとき強つわ者ものたちを、想像を絶する方法で打ち破ってきたのです！

　リベリオンズはまさに、今大会の台風の目。灰咲チームを相手にどのような戦いぶりを見せてくれるのか──実況の私も、胸の高鳴りが止まりませんッ!!』

　期待値はかなり高いようだ。八や百お長ちようなのが申し訳ないくらいである。

　続いて兔丸と打って変わり、のんびりした声が聞こえてきた。

『そうだべな～。前ぜん座ざが凡ぼん戦せんだったからなぁ。第二試合に対する期待は大きいべ』

　第一試合を前座呼ばわりする解説は、亀かめ山やま土と岐きだ。

　位い階かい８位の土系Ｓ級異能者であり、今回の暗黒狂宴サバトでも優勝を狙っていた。

　そのため土系シンクロ値を高めようと、妊娠したが──胎児の安全のために出場を辞退した、自由すぎる女性である。

『オラも解説に気合いが入るべよ、兔丸』

『注目度大の一戦ですからね』

『いや、旦那の稼ぎが少ねえからよぉ。がんばって解説で稼がねぇとな』

　亀山が前かがみになって、刀夜をジッと見つめてくる。

『ふむ、灰咲の体調はよさそうだべ。きっと大たい成せい食品の〝リフグレナ〟を摂とってるんだべな。オラも半年前から始めたが、劇的に体調が……』

『解説でステマしないでくださーい！　亀かめ山やまさん、メーカーからお金もらってますね!?』

　フリーダムな解説が響く中、リベリオンズの三人はバトルフィールドに飛び乗った。高さ一メートル、直径五十メートル程の円形のものだ。

『さあ続いては西・白びやつ虎この門にご注目ください！　灰はい咲ざき刀とう夜やに引導を渡すのは、やはり姉であるこの人か!?　優勝候補Ｎｏナンバー１！　灰咲チームの登場ですッ！』

　白虎の門が開き──

　軍服姿の氷ひよう華かと、売れないアイドル煌きらめき坂ざかきらりが入場してきた。

　煌坂は盛んに手を振っているが、鳴り響くのは《絶ぜつ対たい零れい姫き》コール。気の毒なほど人気に格差がある。

『今日も天あま草くさ四し郎ろう選手はいませんね。リベリオンズが人質にとっているとの情報もありますが……』

『仮にそうならば、人質をどう使うかも試合の見み所どころだべな』

　酷ひどすぎる見所だ。大和やまとチーム戦で雌メスビルを人質にとった事もあるので文句はいえないが。

　氷華はバトルフィールドの側そばまでくると、高々とジャンプ。

　マントを靡なびかせながら着地する。

　そして銀髪を手で梳すき上げた瞬間、歓声は最高潮に達した。

（ダダ甘モードもいいけど、凛り々りしい姉さんも素敵だなぁ……！）

　うっとりする刀夜だが、表情筋に力を入れて険しい顔を崩さない。

『さあ両チームとも、リングインが完了しました』

『ではこれより、学園長が設定した、この試合限定の特別ルールを説明するべ』

（えっ？）

　刀夜はプル、一ひ二ふ三みと視線を交わしあった。

『みなさま、コロシアム天井のモニターをご覧ください』

　場内の全員が、顔をあげる。

　巨大モニターには現在のコロシアム内の様子が映っている。どうやら生中継の画面らしい。

　だがテレビと違うのは……

『第二試合楽しみすぎるｗｗｗ』

『灰咲弟死ね』

『《虚こ空くう剣けん帝てい》の命日きた』

　など、大量の文字が右から左へ流れていることだ。

『この試合はテレビ中継だけでなく、ニコニコ動画でも全世界へ生配信されます。コメントが逐ちく一いち、モニターに表示されるわけですが……亀山さん、これはどういう狙いなのでしょう』

『シンクロ値だべな。たとえば──今まで灰はい咲ざき刀とう夜やは、観客からの罵声などで闇系シンクロ値を高めていた。そこへ全世界からの罵倒コメントも加われば、一段と上昇させる事も可能、ってとこだべか』

『では灰咲刀夜選手に、有利だと？』

『必ずしもそういう訳でもねえべ。結局のところ使い方だぁ……両チームがこれをどう活用するかも、見み所どころに加わったな』

　刀夜は顔には出さないものの、動揺していた。

（こんな物を用意して、学園長いったい何のつもりだ？）

　今まで散々嫌がらせしてきただけに、不気味である。

　表情から真意を読みとるため、モニターから貴き賓ひん室しつに視線を移す。

（……あれ？　いないぞ）

　いつもはあそこの玉ぎよく座ざに座り、観戦しているのだが。

　刀夜が更に困惑していると、少女のような声が聞こえてきた。

「さあ二チームとも、中央へ整列してくださいなのです」

　刀夜の担任で、レフェリーも務める土系Ａ級異能者・萌もえ先生だ。

　小学生のような愛らしい外見だが、内面は腐りきっている。権力者である学園長の犬となって『安定』を得、土系シンクロ値を高めているのだ。

　クビにならないのを確信してか、レフェリーとして賄わい賂ろを集める事にも余念がない。

（まあ、今日は金はらわないけど……）

　必要なら躊躇ためらいなく賄賂も出すが、今日の八や百お長ちようシナリオには入っていない。小さな手を差し出してくる萌先生を、刀夜は無視した。

　そして義ぎ姉しと、互いに歩み寄る。

　額をぶつけて間近で睨にらみ合あう。

　すると……まるで大相撲の結むすびの一番のように、コロシアム中が沸き上がった。

　八百長試合を盛り上げるため、氷ひよう華かが考えた演出である。

『おお────!!　両者とも、相手を倒す瞬間を待ちきれない様子！』

　熱狂と裏腹に、姉弟きようだいの間ではゆるい空気が流れていた。

「ふぁぁ……トー君間近で見ると、一段とカッコイイよぅ……」

「姉さん、氷系シンクロ値下がる！　我慢我慢！」

　内実はどうあれ効果は覿てき面めん。場内のボルテージは最高潮に達し、ニコニコ動画にも溢あふれんばかりのコメントが書き込まれる。

「ね、姉さん。じゃあ後はシナリオ通りにね」

「うん……もう少しこのままでいたかったけど」

　弟と姉は表情を引き締め直し、自チームの方へ戻った。

　兔と丸まるが興奮も露あらわに叫ぶ。

『《虚こ空くう剣けん帝てい》は姉を越えるのか!?　《絶ぜつ対たい零れい姫き》が返り討ちにするのか!?　今大会もっとも注目のカードが、始まろうとしていますッ！』

　両チームが構えあう。

　萌もえ先生が拳を握り、突きあげた。

「ではリベリオンズＶＳ灰はい咲ざきチーム、試合開──」




　それを妨さまたげたのは、頭上からの轟ごう音おんだった。




　反射的に上を見る。

「!?」

　コロシアムの天井──巨大モニターの横あたり──が突き破られ、何か細長いものが落ちてきた。

　剣のようにバトルフィールド中央に突き刺さり、砂さ礫れきと粉ふん塵じんを吹き上げる。

『な、な、なんだぁ───!?　何が起こったのでしょうか!?』

　運営サイドの兔丸も想定外だったらしい。

　異常に気づいたのか、青せい龍りゆうの門から風かざ見み鶏どり、樹いつき、児こ山やま、天てん堂どう、ヴィクター、アインスが飛び出してくる。

（これは一体……いや、こんな事やる奴やつは一人しかいねえか）

　刀とう夜やの予想通り、三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるの高笑いが聞こえた。

「フハハハハハ、フハハハハハ──────ッ!!」

　その姿は粉塵で見えない。

「リベリオンズと灰咲チームよ！　貴様等にプレゼントを持ってきてやったぞ」

　視界が晴れてきて、異様な光景が露わになりはじめた。

「な……!?」

　バトルフィールドに突き立っているのは、巨大な十字架だった。その上に、学園長が得意満面の笑顔で立っている。

　刀夜は当とう惑わくし、思わず何度もまばたきする。

　すると腕時計型端末の異能観測アプリが作動し、学園長のデータが脳内に流れ込んできた。




闇系　ＳＳ級異能者

シンクロ値　１４５




（……これは……っ!!）

　恐ろしいデータだ。

　現代の異能バトルの大ざっぱな目安として、ランクが一つ上の者と互角に戦うには、相手の倍ほどのシンクロ値が必要といわれる。

　Ｓ級１００ＳＳ級50

　といった具合だ。

　今の学園長に対抗するには、Ｓ級の刀とう夜やや氷ひよう華かでも『２９０』ものシンクロ値が必要ということになる。この数値を出すのはかなり難しいだろう。

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を計測したのは初めてなので、その実力には驚いたが……

　それが霞かすむほど、異様なものがあった。

（なっ!?）

　十字架に、無惨な姿の人間が磔はりつけにされている。

　着ているボロ切れのような物は羽は織おりだろうか。首には、蛇腹状の襞ひだ襟えりが巻き付いている。

　あの格好はまさか、歴史の教科書などで見た……

「あ、天あま草くささん!?」「四し郎ろうちゃんっ!?」

　氷華と煌きらめき坂ざかが、悲鳴混じりに叫んだ。

（そうだ天草四郎だ！　なぜあんな姿に!?）

　磔にされた男……天草は苦しそうにせき込みながら、

「氷華……さん、きらりさん。こんな事になって……申し訳ない……」

「い、いえ天草さん！　それよりも一体何が？」

「聞いてください」

　天草は体が痛むのか、絞り出すように、

「私は三千世界転覆を狙う秘密結社『黄金の暁會ゴールデンドーン』の総帥です」

（え!?）

　刀夜は啞あ然ぜんとした。まさか義ぎ姉しのチームメイトがプルを狙っていたとは……。

　プル、一ひ二ふ三み、氷華も言葉も出ない様子だ。

　話が見えない煌坂や観客は、一様に当とう惑わくの表情である。

　天草がプルに視線を移し、

「羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさん……私は、あなたの異能アウローラで、この忌まわしき三千世界を転覆させたかった」

　歯を食いしばったあと、うなだれる。

「ですが三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるに捕まり、このザマです。夢は潰ついえました」

「で、ではお母様は──」

　プルが赤い瞳を輝かせ、十字架の上の学園長を見あげる。

「わたくしの身を案じ『黄金の暁會ゴールデンドーン』の総帥を捕らえてくれたのですね」

　それなら喜ばしいことだ。

　プルと学園長の仲も修復できるだろう。一ひ二ふ三みも嬉うれしそうに飛び跳ねている。

　だが……刀とう夜やの胸に、ふと疑問がわいてくる。

（学園長はなぜ、試合の前に乱入してきたんだ？　そんな必要全くないぞ……）

　彼女の真意を摑つかまねばならない。

　刀夜は『悪役ヒール』ギミックを演じ、質問を始めた。

「フハハハハハ、やるな《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》よ」

　指先を、まっすぐ天あま草くさ四し郎ろうに向ける。

「だが手ぬるいぞ！　そいつは俺の女・羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスを狙ったのだ。俺ならとっくに殺している──」

「もうよいのだ」

「な、なに？」

「もうよい、と言ったのだ」

　そして《開闢の女帝》は、刀夜たちの状況を一変させる言葉を告げる。




「貴様の『最弱の悪役』ギミック。それに我が娘の『灰はい咲ざき刀夜の女』ギミックは終わりだ」




　先ほどの乱入以上に、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　プルと一二三、氷ひよう華かも、あっけにとられているようだ。

　客席のざわめきはますます大きくなり、更に異様な雰囲気になっていく。

　皆の疑問を代弁するように、兔と丸まるが質問を開始した。

『が、学園長。色々聞きたいのですが……まず『最弱の悪役』ギミックとは何のことでしょう？』

「それはだな──」

　学園長は、滔とう滔とうと説明を始めた。

　本来、刀夜は最弱のＦ級などではなくＳ級異能者。

　しかも『今こん世せい無む双そうの天才』と謳うたわれたほどの天才剣士であり、本来は礼儀正しい性格。

　だが暗黒狂宴サバトの盛り上げをねらった学園長が『最弱の悪役』を演じるよう命じたのだと。

『で、では灰咲選手』

　兔丸が質問の矛ほこ先さきを向けてくる。

『今までの『フハハハハハ』という高笑いとか、諸もろ々もろの邪悪っぽい仕草は、全て演技だったんですか？』

　刀夜は頰ほおを染めてうつむき、声を絞り出した。

「……そ、そうです」

『け、敬語だ───!!　これが《虚こ空くう剣けん帝てい》の素なのかー!?』

　羞しゆう恥ちで全身が熱くなる。無む理り矢や理り押しつけられたキャラを、いきなりバラされるとは……！

　勢いを得た兔と丸まるは、再び学園長を見た。

『では次は、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさんについてです』

「うむ」

『彼女の『灰はい咲ざき刀とう夜やの女』というのもギミックなのですね？』

「その通り」

　うぉおおおおお!!　と男性客が拳を突き上げる。プルのファンだろう。

　風かざ見み鶏どりは樹いつきと手をとりあい、嬉うれしそうに踊っていた。

　浮うわついた空気を抑えるように、プルが声をあげた。

「い、いえ！　確かにそれはギミックですが……わたくしが刀夜君をお慕したいしているのは、本当ですっ！」

　豊かな胸の前で、もじもじと指をからめながら、

「き、昨日告白をして、今はお返事を待っています……」

　会場が、お通夜のように静まり返った。風見鶏はどうしていいかわからない様子で固まっている。

　兔丸が続ける。

『学園長。ではなぜ灰咲刀夜選手は『最弱の悪役』という無む茶ちやぶりをされてまで、暗黒狂宴サバトに出たのですか？』

　学園長はニッコリ微笑ほほえんで、

「義ぎ姉しの氷ひよう華かを、莫ばく大だいな借金から救うためだ」

『え、二人は憎しみ合っているのでは……』

「違う！　互いを心の底から想おもい合う、仲むつまじき姉弟きようだいよ！」

　学園長は胸に手を当て、情感をたっぷり込めて語りはじめた。

　四年前……氷華を守るために刀夜は死闘を演じ、昏こん睡すい状態になった。

　その治療費のため、氷華は自らを担保にして多額の借金を背負った。

　そして今年の春に目覚めた刀夜は、氷華を借金から救うために『最弱の悪役』の汚名を背負ってまで戦い続けてきたのだと。

「……という訳じゃ。実に麗しき姉弟愛ではないか」

　学園長が語り終えると、会場はシンと静まり返った。

　十秒ほどして……パチパチと大きな拍手が響いた。

　風見鶏だ。

　強く両手を叩き、鳶とび色いろの瞳に涙を浮かべている。

「な、なんて素敵な男だ……！　やっぱり私、大好き……!!」

　それが呼び水となり、コロシアム中を万雷の拍手が包み込む。

　巨大モニターのコメントも『《虚こ空くう剣けん帝てい》かっこいい』『泣いた』『涙でディスプレイが見えないｗｗｗ』などの文字が並んでいる。

（な、なんだこれ……!?）

　誤解が解けたのはいい。

　だが安あん堵ど感かんなど、全く湧いてこなかった。

（何で急にネタばらしをするんだ？　暗黒狂宴サバトはまだまだ続くんだぞ？）

　学園長は、趣味が高じて学園都市を作った程の快楽主義者。そんな女が『最弱の悪役』という玩具おもちやをあっさり手放した。

　その理由として、一つだけ考えられるのは──

『他の楽しみを見つけた』ということだ。それは一体、何なのか。

（そ、それに……これは……！）

　刀とう夜やは己おのれの体を見て戦せん慄りつした。漣気エーテルがどんどん抜けているのだ。

　闇系シンクロ値が急落している。観客と動画コメントによる賞賛のためだろう。

（一体、学園長は何のつもり──）

　学園長を見上げて、ぞっとした。

　罠わなにかかった獲物を見るような笑みを、こちらに向けている……！

「で、妾わらわの本題はここからなのだが……」

　そして、学園長はさらなる爆弾を投下した。




「今年の暗黒狂宴は、これで終わりとする」




　誰もが、その意味を飲み込めないようだった。

　学園長は反応を楽しむように微び笑しようする。そして両手を広げ、謡うたうように言った。

「妾には、ちょっとした不満があった。『大転成パラダイム・シフト』後の世界で強いのは……必ずしも、厨ちゆう二に病患者では無い事だ」

　言われてみれば、樹いつき、風かざ見み鶏どり、児こ山やま、天てん堂どうあたりは厨二と全然関係ない。

　異様な性癖を持ち、それを貫く者……

　強いのは、変態なのだ。

「故ゆえに来年から、ルールを改正した暗黒狂宴を開催する。いや、ルールの改正というよりは……」

　三日月のように口元をゆがめ、虹彩異瞳オツドアイを娘に向ける。

「『世界の法則』の改正というべきかな」

「!!」

　プルが一歩下がり、全身を大きく戦慄わななかせた。

（まさか……学園長は……！）

「そう──我が娘の世界変革の異能、アウローラによってな！」

　学園長は『黄金の暁會ゴールデンドーン』から娘を救ったのではない。

『黄金の暁會』から、世界変革の力を横取りしただけなのだ。

　刀とう夜やはかねてから、あの女を狂人だと思っていた。だがここまで……ネジがぶっ飛んでいたとは。

「な、何言ってんだ、おまえ……」

「あまり深刻に考えるな。すでに娘は、世界のルールを大きく変えているのだから」

「……！」

　そういえば昨日、プルは『自分はアウローラを使った事があるかもしれない』と言っていた。

「教えてやろう。娘がアウローラをどう使ったかと言うと……」

　学園長は、とっておきの宝物を披露するように告げる。




「四年前の『大転成パラダイム・シフト』だッ!!　異能者が七系統に分かれ、シンクロ値の上げ下げに鎬しのぎを削る──この妙な異能世界に変革したのは我が娘なのだッ!!」




　脳天をブン殴られたような衝撃が走った。

　プルの驚きよう愕がくはそれ以上だろう。イヤイヤをするように頭かぷりを振ふりながら、

「ですがわたくし、そんな大それた事をした覚えは……」

「アウローラを使った者には、記憶の欠落が起こる。現に妾わらわも忘れていた。じゃが妾は……」

　磔はりつけになった天あま草くさ四し郎ろうを指さし、

「四年前の真相を、そこの男から聞いたのじゃ」

　その話によると──

　学園長は四年前、プルの異能アウローラに気づいた。

　そして、こう思ったのだ。

『厨ちゆう二にに満ちた世界を作ろう』と。

　そしてプルを灰はい咲ざき家に預け、あの惨劇を起こした。

　アウローラの発動条件は『深い絶望』だから。

　もくろみ通り絶望したプルに、学園長は己おのれの理想とする世界を作らせた……

　その記憶は、アウローラの副作用によって二人から消えたという。

（な……な……！）

　あまりの事に、刀とう夜やは立ち尽くす。

　プルは力無く膝をついた。一ひ二ふ三みが慌てて寄り添い、強く抱きしめる。

　観客は身じろぎもせず、この異常事態を見つめている。

　今や世界中の注目を集めているであろう、このコロシアム……

　その渦か中ちゆうで、刀夜は声を震わせて問うた。

「じゃあ学園長。俺んちを襲しゆう撃げきした大男も、てめえの差し金……」

「……大男？　ああもしかして、これかのぅ」

　学園長は詠唱を始める。邪神具現化の異能『痴ち愚ぐ神しん礼らい讃さん』を使うのだろう。

「イア　イア　ンングルエ　ムルグナフ　ニャル・ガシャンナ──」

　人が発するとは思えない奇怪な言葉。クトゥルー神話の詠唱だ。

　黒こく扇せんを振り降ろし、叫ぶ。

「来たれ──無む貌ぼうの神、ナイアーラトテップ！」

　巨大十字架の根本に、禍まが禍まがしい殺気をまき散らす大男が現れた。

　岩がん盤ばんを荒々しく削りだしたような分厚い筋肉、炯けい炯けいと燃える眼光。そして右手に携えるのは、巨大な大剣。

「自律的に動くから使い勝手はよくないがな。妾わらわが四年前に使ったとすればコレじゃろう」

（ま、間違いない、あいつだ！）

　忘れるはずもない。あの剣で、刀夜は大切な人々を殺され、己おのれの体を切り刻まれたのだ……！

　今こそ、義父母たちの仇かたきをとらねばならない。

　天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを抜き払ったとき、悲痛な声が聞こえてきた。

「あ……ああ、あぁぁあぁぁあああ……！」

　見れば氷ひよう華かが、瞳をこれ以上ないほど見開いて慟どう哭こくしている。

　ナイアーラトテップを見て、過去のトラウマを強く抉えぐられたのだろう。

「……お、お父さん……お母さん……!!」

（………!!）

　刀夜は怒りのあまり目眩めまいさえ覚えた。奥歯が砕けるほど歯を食いしばり《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を見上げる。

「い、い……いいかげんにしろ……！　ババア……!!」

　地獄の底から響くような声で、

「てめーの下らねぇ趣味のために、俺の大切な人達を殺して世界を変革。でも『どうもイマイチ』だから、また作り替えるだと？」

　手中で、愛刀の柄つかがみしりと音を立てた。

「世界は、お前の玩具おもちやじゃねーんだぞ」

「違うな。玩具よ」

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は、ばっさりと断言した。

　黒こく扇せんでゆったりと己おのれを扇あおぎながら、

「この世界は妾わらわが玩具。楽しく遊び、飽きれば作り替える。それだけの事よ……！」

「てめぇ……!!」

　刀とう夜やは歯を食いしばり、睨にらみ上げた。

（殺す）

　プルの母親でも殺す。こいつだけは生かしてはおけない。

　憎き仇かたきのデータをとるべく、三度瞬まばたきした。




闇系　ＳＳ級異能者

シンクロ値　２００




　血の気が引いた。闇系シンクロ値が先ほどより55も上がっている！

　刀夜はハッとして、頭上の巨大モニターを見上げた。












『《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》やばすぎ。頭おかしい』

『まさにラスボス』

『惨劇の宴うたげのはじまりｗｗｗｗｗ』

　そこに並ぶのは、他ひ人と事ごとのようなコメント。

　視聴者のほとんどは異能者ではない。楽しめればいいのだろう。プルが絶望し、異能世界が変革しようとも……！

　学園長は『魔王っぽい』カミングアウトをし、観客や視聴者の反応で闇系シンクロ値を上げたのだ。

　そして学園長の視線が、茫ぼう然ぜん自じ失しつで座る娘に向けられる。

「おぉ娘よ、妾わらわ譲りの美しい顔が台無しじゃ」

　プルは消え入りそうな笑顔を浮かべ、すがるように、

「お、お母様……噓うそ、ですよね。お願い、噓だと……」

「ふむぅ。まだアウローラを発動しないところを見ると、絶望が足りないようじゃな」

　黒こく扇せんを顎あごに当て、あどけなく首をかしげ、

「想おもい人びとである、灰はい咲ざき刀とう夜やを殺せば絶望してくれるのかのぅ……？」

「…………!!」

　プルの瞳から、堰せきを切ったように涙がこぼれた。

　主あるじを守るように一ひ二ふ三みが立ちはだかり、魂を絞りだすように叫ぶ。

「許サ……ナイ……ッ！」

　怒り故ゆえか、パワードスーツから機関車のような蒸気を吐き出している。

「さあこの世界における、最後の狂きよう宴えんの始まりよ！　全世界の愚ぐ者しやども刮かつ目もくせよ。可愛かわいい邪神たちの大盤振る舞いをしてやろうぞ」

　黒扇を前へ突き出し、詠唱を開始する。

「下劣な太鼓、呪のろわれたフルートのかぼそき音色の中で微睡まどろむ、盲もう目もく白はく痴ちの邪神──」

　長い髪が堕天使の翼のようにうねった。

「妾がもとへ限げん界かいせよッ！　混沌の魔皇アザトース!!」

　その声とともに──バトルフィールドの外側に、巨大な異い形ぎようの怪物があらわれた。






†五章　暴虐









「さあ、素晴らしき厨ちゆう二に世界の前祝いじゃ！　思うがままに喰くらい尽くせアザトース！」

　学園長が指揮棒タクトのごとく、大きく黒こく扇せんを振った。

　するとアザトースの無数の触しよく手しゆが、水が溢あふれるようにフェンス外へ伸びていく。

「う、噓うそだろ!?」「きゃああああぁああ！」

　客席は一瞬で阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐となった。互いに押し合いへし合い、出口へ殺到する。転倒する者も続出した。

　兔と丸まるが動揺に声を震わせながら、

『なななな、なんという事でしょう！　学園長が具現化した邪神により、コロシアム内は大混乱です！』

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は手をメガホンの形にして、お気楽そうに叫ぶ。

「あー、学園長からのお知らせじゃ。逃げる時は『おかし』を守れ。『お』となしく、『か』んぷ無きまでに、『し』ね」

『ひどすぎる！　お客様方、どうか落ち着いて逃げてください！』

　兔丸が懸命にマイクで避難誘導をする。亀かめ山やまは既すでに逃げたのか姿がない。

『お子さまや、女性を助けながら……ってきゃああ!?　こっちにも触手きたぁあ！』

　その言葉通り、無数の触手が放送席にも殺到していた。

　だが兔丸はマイクを離そうとせず、半泣きで呼びかけを続ける。

　その小柄な体が、津波のような触手に飲み込まれようとした時……

『……はぁ、しゃあねえなあ』

　ため息混じりの声とともに、触手が斬りさかれた。

　亀山だ。

　マイクが並んだ机に仁王立ちし、兔丸を見下ろす。

『兔丸よぅ、おめぇの仕事へのプライド、見事だべよ……最後まで貫かん徹てつできるよう、オラが守ってやるべよ！』

『か、亀山さぁん！』

　涙声をあげる兔丸。

　亀山は大きく息を吸い、漣気エーテルを練りはじめた。

『旦那様に捧ささげたこの体、触手なんぞに指一本ふれさせねえべ……』

　そして、赤ちゃんがいるお腹なかを撫なでながら、

『さぁかかってくるべ！　てめぇらの断だん末まつ魔まを、胎たい教きようにしてやるべ!!』

　その声に呼こ応おうしたように、触手が襲いかかる。

　それを亀かめ山やまは、手刀で次々に切断した。その後ろで兔と丸まるが観客に呼びかけ続ける。

　そんな二人を、学園長は虹彩異瞳オツドアイを細めて見つめた。

「佳よき生徒たちじゃ。妾わらわの教育の賜たま物ものよのう」

　世よ迷まい言ごとを吐きつつ、バトルフィールド上の刀とう夜やたちに視線を戻す。

「今よりそれを手た折おれるとは実に楽しみ──征いけ、我が眷けん族ぞくナイアーラトテップよ！」

　下げ知じを受けた巨きよ軀くの男が、咆ほう哮こうをあげた。

　空気がふるえ、むせかえるような濃密な殺意が放たれる。

（四年前のあの夜と、同じ……！）

　忌まわしき記憶が、刀夜の脳裏によみがえる。

　それは氷ひよう華かにとっても同じだろう。

「こ……こない……で………来ないで……」

　義ぎ姉しの声はこれ以上ないほど震えていた。尻餅をつき、頭かぷりを振ふりながら後ずさる。

《絶ぜつ対たい零れい姫き》と謳うたわれた姿はかけらもない。そこにいるのは心の傷に苛さいなまれる、か弱い少女だった。

　一ひ二ふ三みが、小さな両こぶしを握りしめる。

「ど、どうシテ……どうシテ……！」

　足裏から火を吹き、舞い上がる。

　刀夜が「待て！」と叫んだ時には遅かった。

　我を忘れた一二三は、学園長へ飛びかかっていく。

「何な故ぜそこまで、皆を傷つけるのデスか！」

「それが妾の業ごうなのじゃよ！」

　学園長が顎あごをしゃくると、ナイアーラトテップが飛び上がった。その巨体からは想像もつかないほどの俊しゆん敏びんさだ。

　オーバーヘッドキックの要領で、一二三の背中に激げき烈れつな蹴りを見舞う。

「あぐっ！」

　小柄な体が、刀夜とプルから三十メートルほど離れた床に叩きつけられた。しかも着地したナイアーラトテップは、すぐさま追い打ちをかけようとしている。

「一二三！」

　刀夜は身体能力強化のため、漣気エーテルを一気に放出させた。

　だが……その量が、思ったより少ない。感覚からすると、自分のシンクロ値は『１５０』程度のようだ。

　学園長への恨みからすれば『２５０』程まで闇系シンクロ値が上ってもいい。そうすれば一二三の救出にも間に合うだろうが……。

　すぐに、その原因に思い当たる。

（俺の『悪役ヒール』が噓うそだとバラされ、世界中から讃たたえられたから！）

　それが、闇系シンクロ値の爆ばく上あげを妨さまたげている。

　対して学園長は、純粋なまでの『悪役』……同じ闇系として、あっちが圧倒的に優位だ。

（あのババア、本能だけで生きてるようで色々と考えてやがる！）

　歯は嚙がみする刀とう夜やだが、ありったけの漣気エーテルで体を強化して一ひ二ふ三みのもとへ駆ける。

　だが……間に合わない。ナイアーラトテップが一二三へ襲いかかり、大剣を振り降ろそうとしている。

　あの怪物に、これ以上大切な人を奪わせはしない！

（『八ヤ咫タ烏ガラス』！）

　剣や衣服など『身につけているもの』をその場に残し、空間を跳ぶ。

　──次の瞬間には、目の前に一二三がいた。

「と、刀夜……？」

　両手で小さな体を突き飛ばす。

　直後、背中に灼やけるような激痛が走った。

（ぐっ……!?）

　ナイアーラトテップに縦に斬られたのだ。肉も骨も内臓もまとめて、ごっそりと持っていかれたらしい。

　血をまき散らしながら倒れこんだ時、学園長の不思議そうな声が聞こえた。

「なんじゃ今のは。灰はい咲ざきが瞬間移動したように見えたが……」

　合が点てんしたように、黒こく扇せんで己おのれの手を打つ。

「そうか、それが貴様の固有異能か！　なあなあ、そうじゃろ。なんて名前なんじゃ!?」

　ウザすぎる問いかけに答える余裕もない。ナイアーラトテップが止とどめを刺すべく近づいてくるのだ。

　逃げようとしても体が動かない。それどころか力が抜け、意識が遠ざかっていく。

「刀夜、刀夜っ!?　私のためニ……！」

　駆け寄ってきた一二三が涙混じりに絶叫する。

　細い腕で目元をぬぐい、

「あなたは、絶対に私が守りマス！」

　己の体より巨大な銃を具現化させ、腰だめにし、ナイアーラトテップに向ける。

「受けてみなサイ《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザーｍｋ‐２マークツー》！」

　強烈な閃せん光こうがほとばしり、分厚い胸板へぶちあたる。

　一二三はＡ級異能者で、シンクロ値は１４８。相当の異能者でも大ダメージは免まぬがれないだろうが……

「そ……ソンナ……」

　一ひ二ふ三みが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　ナイアーラトテップはわずかに仰のけ反ぞった程度で、ほとんど効いていないようだ。

　刀とう夜やは激痛に歯を食いしばりながら、怪物の強さを推測した。

　先ほど受けた斬撃、身のこなし、防御力からすると……

（おそらくシンクロ値２００程の、Ｓ級異能者並！）

　一二三では、とても勝負にならない。

「刀夜君、一二三！」

　プルが赤い髪を揺らし、駆けてきた。

　そして二人をかばうように、ナイアーラトテップの前にたちはだかる。

（無む茶ちやだ！）

　プルはＢ級異能者。このレベルにおいて戦闘面では完全に戦力外。

　彼女の全身、そして声は小刻みに震えている。

「も、もう、わたくしの大切な人たちを傷つけないで！」

　掌てのひらから何度も炎を放つが、怪物には当然きかず……太い腕で殴りとばされた。

（プル！）

　目の前が真っ暗になる刀夜に、学園長の声が届く。

「娘よ。あまり無茶はするな。アウローラを使うための大事な体なのだから」

（あ、あのババア……！）

　更なる殺意が沸き上がったが……確かに学園長の目的からすると、プルに強烈な攻撃はできないだろう。

　現にプルは漣気エーテルで防御したのもあって、すぐに立ち上がった。

　刀夜と一二三は安あん堵どの吐息を漏らしたが、いまだ状況は最悪だ。

　目の前にはナイアーラトテップがいて、大剣を振りあげているのだから。

　このまま二人が殺されれば、プルは間違いなく絶望する。アウローラが発動し、世界は変革されるだろう。

「刀夜……っ」

　刀夜を少しでも守ろうというのか、一二三が覆おおいかぶさってきた。

「何してんだ、離れろ一二三！」

　ふるふると首を振る幼女。遠くへ投げて逃がそうにも、刀夜にそんな力は残っていない。

　怪物は勝利を確信したように、高らかに雄お叫たけびをあげた。

　大剣が振り降ろされる。

　旋風のような風切り音が、迫ってくる。次の瞬間に刀夜が聞いたのは、自分たちの体が切断される音ではなく……

　高らかな金属音だった。

　見上げて見れば──

　鮮やかに輝く、長い銀髪があった。

「……ね……姉さん……！」

　先ほどまでへたりこんでいた氷ひよう華かが、軍刀サーベルで大剣を受け止めていた。

　僅わずかに振り向き、藍玉アクアマリンの瞳を向けてきて、

「ごめんね情けないお姉ちゃんで。そのせいでトー君がまた傷ついて……」

「……」

「でももう大丈夫。私は今度こそ立ち向かう。今度こそ……！」

　そして氷華は再び、ナイアーラトテップを真正面から睨にらみあげる。

「薄うす汚ぎたない化け物よ、久ひさしいな」

　口調──そして、雰囲気を変えていく。

「貴様は父母、門下生達を無惨な肉塊に変えた。あの光景、一度たりとも忘れた事はない」

　過去のトラウマを凍いてつくような殺意に変えて、氷系シンクロ値を爆発的に高めていく。

「そして今も、愛する弟を傷つけた……簡単に死ねると思うな……」

　氷華の体から激げき烈れつな漣気エーテルがほとばしり、銀髪とマントが大きくはためいた。

「この《絶ぜつ対たい零れい姫き》が、臓物一つ一つを串刺しにして惨殺してやるッ!!」

　苛か烈れつきわまりない気き魄はくに、怪物が僅かにあとずさる。

　刀とう夜やはまばたきし、義ぎ姉しを観測する。アプリをインストールしている腕時計型端末は十メートルほど離れた場所にあるが、そう遠くはないので起動するようだ。

　データが脳内に流れ込んでくる。




氷系　Ｓ級異能者

シンクロ値　２０３




　氷華が左手で素早く印を結び、振り下ろす。

「《屍し惨ざん葬そう送そう》！」

　瞬間、地面から無数の氷ひよう刃じんが飛び出し、ナイアーラトテップを串刺しにした。

　全身を穴だらけにされた怪物は、苦しげな悲鳴をあげて後ずさる。

　氷華は追い打ちをかけようと踏みこんだが、すぐに足を止めた。

　臆おくしたのではなく、客席からの悲鳴が耳に入ったのだろう。いまだ多数の客がアザトースの触しよく手しゆに襲われているのだ。

　氷華は高々と軍刀を掲げた。

「極きよく天てん太たい浮ふ零れい下か聖せい餐さん、一いつ切さい合がつ切さい飢き寒かん凛りん烈りつ……」

　氷系っぽい詠唱をし、シンクロ値を更に高めていく。

　やがて上空に、氷の結晶のような巨大な魔法陣が現れた。

「《塵じん芥かい──白はく色しよく彗すい星せい》！」

　軍刀サーベルを振り降ろすや、魔法陣から無数の氷ひよう塊かいが降り注いだ。

　その威力、精度ともにすさまじい。アザトースの胴体を潰して触しよく手しゆを斬り裂くが、客は一人も傷つけていない。

「まだだ。分断せよ《神しん嶺れい氷ひよう壁へき》！」

　今度は軍刀をなぎはらう。

　すると観客席のフェンス沿いに、分厚い氷の壁があらわれた。

　これで触手は、観客を襲えない。

　観客は口々に氷ひよう華かへ礼を言い、出口へ向かっていく。

　微かすかに安あん堵どの息を漏らす氷華に、ナイアーラトテップが再びにじりよってくる。

「……しぶとい奴やつ。まあ、あの程度で死なれてはつまらん」

　氷華は軍刀の切っ先を向け、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの技の数々、その身に刻んでやろう！」

　そして両者は間合いを詰め──軍刀と大剣を激しくぶつけあった。

　氷華の八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍に、一ひ二ふ三みが目を輝かせる。

「す、凄すごいのデス！　氷華サマ凄すご過すぎなのデス!!」

「ああそうだな……姉さん、昔よりずっと強くなってる」

　それは四年前に心をヘシ折られても、鍛錬を続けてきた証あかしだ。しかもいつ目覚めるか分からない、刀とう夜やの介護をしながら。

　そして今、刀夜たちを守るためトラウマを越えて戦っている……その姿は気高く、美しかった。

　どうしようもなく、愛いとおしい。

（好きだ。大好きだ……愛してる、姉さん）

　刀夜がその想おもいを確信した時……

「刀夜君、一二三！」

　プルが駆け戻ってきて、刀夜の傍かたわらに膝を突いた。

　背中の傷を見て息をのみ、

「ひ、酷ひどい……！　すぐに治療します！」

　プルは紅ぐ蓮れんの髪をなびかせ、全身から炎を噴ふん出しゆつさせた。

　炎は膨ぼう張ちようし、形を変え……優雅で美しい、巨きよ鳥ちようの姿となる。そして雛ひな鳥どりを守るように、刀夜を包み込んだ。

　傷を癒いやす固有異能『不死鳥』だ。

　その効果は絶大で、以前、業ごう魔まに負わされた致命傷も一瞬で回復したのだが……。

「治りが、遅い……っ」

　プルの声に焦りがにじむ。

　血は止まり、体組織は再生しているらしい。だが業ごう魔まの時と比べ、そのスピードが相当にゆっくりなのだ。

「あのナイアーラトテップとやらにやられた傷は、回復が遅いのかもしれません」

　そういえば四年前に切り刻まれたあとも、長い昏こん睡すいを余よ儀ぎなくされた。ヤツの剣には毒のような物があって、回復を遅らせるのかもしれない。

　これでは戦闘に復帰するまで、時間がかかりそうだ。

　刀とう夜やはもどかしさを抱えながら、プルの顔を見上げる。

『不死鳥』はかなり負担がかかる異能らしく、額には珠たまのような汗が浮かんでいた。

「プル、大丈夫か？」

「え？　さっきの攻撃なら防御しましたし……いま危険なのは刀夜君ですよ」

「いや、そうじゃない……母親からあんな扱いをされて」

「いいんですよっ。あの人のことは諦めていましたから」

　その笑顔に、胸がしめつけられる。

（噓うそだ……！）

　昨日の風呂で、プルは母と仲直りしたい心情を明かしていた。

　この上なく傷ついているはずだが、それをおくびにも出さず刀夜の治療に全力を尽くしている。さっきはナイアーラトテップにも勇敢に立ち向かった。

　そして思う。

（姉さんと同じくらい、プルも好きだ……この子を思いっきり笑顔にしたい）

　結局、結論は『二人とも恋人にしたい』だった。

　我ながら最低極まりないが、これが素直な気持ちだ。

（言ったら二人とも怒るだろうな。でもそれは、この状況を打開してからだ……）

　果たしてそれが、できるだろうか。

　苦い思いを抱える刀夜を、一ひ二ふ三みが悲しげな瞳で見下ろしてくる。

「ごめんなサイ刀夜。私が飛び出したカラ、こんな事ニ……ロボたる私など、放っておけばよかったノニ」

　この窮きゆう地ちに『お前はロボじゃない』と否定はできない。ロボ系シンクロ値が下がると危険だ。

　手を伸ばして、一二三の髪を撫なでる。

　これだけで背中に激げき烈れつな痛みが走ったが、無む理り矢や理りに笑顔を作って、

「お前は家族同然だ。助けるのに何をためらうものか」

「ハ、ハイ……あれ、なんでショウ……私の目から大粒の涙が……」

「そこはオイルとか言っとけよ」

　刀とう夜やは微び笑しようした。相変わらず設定がガバガバな幼女だ。

　少し和なごんだが、最悪の状況には変わりない。

　今やコロシアム内は地獄絵図。

　氷ひよう華かが触しよく手しゆを潰し、大ダメージを与えたアザトースだが再生力が半端ではないようだ。

　もう新しい触手が生えて、客席を守る氷ひよう壁へきに齧かじりついたり、ぶつかったりして壊そうとしている。

　触手はバトルフィールド上にも伸びてきて、刀夜たちの周りに群むらがってきた。

　その姿を例たとえるなら、目のない大だい蛇じや。口内にはびっしりと牙が生えていて実に不気味だ。

「マスターと刀夜には、近づかせまセン！」

　一ひ二ふ三みが《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザーｍｋ‐２マークツー》からビームを放ち、触手をなぎはらう。

　だが……

　最悪な事に、ここで学園長が動き出した。

「さぁて、そろそろ灰はい咲ざきに止とどめをさすとするか」

　ドレスを堕天使の翼のようになびかせ、巨大十字架から舞い降りた。

　つかつかとハイヒールを鳴らし、こちらへ歩いてくる。

「我が娘を、絶望させるためにな」

「…………!!」

　刀夜にプルが抱きついてきた。背中の傷に響かないようにしながらも、強く……『もう離れない』という決意を示すように。

　一二三は触手の迎撃に忙ぼう殺さつされており、氷華はナイアーラトテップと戦うので精一杯だ。光こう王おう院いんは車で一時間近くもかかる実家にいて、煌きらめき坂ざかきらりはとっくに逃げてしまっている。

　誰も《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を止められない。

　絶望感に、刀夜が歯を食いしばった瞬間……。

「バブ────────────!!」

　待て！　というような声が、コロシアムに響きわたった。

「何なに奴やつ!?」

　誰かはわかりきっているのに、ノリノリで問いかける学園長。おそらく『何奴』と言いたいだけだろう。

　期待に輝く虹彩異瞳オツドアイを、バトルフィールドの外へ向ける。

　そこにいたのは、学ラン姿の大男。四よつん這ばいになり、烈火のような眼光で学園長を睨にらみつけている。

「ほう……児こ山やま小こ太た郎ろう、妾わらわに逆らうつもりか？」

　邪魔された事に憤いきどおるのではなく、新たな獲物を喜んでいるようだ。

「その意気、実に佳よし。だが赤ん坊の格好もしていない貴様に何が出来る？」

（その通りだ。今の児こ山やまさんでは……）

　刀とう夜やは瞬まばたきし、アプリで児山を計測した。




赤ちゃん系　Ａ級異能者

シンクロ値　43




　学園長が勝ち誇ったように、黒こく扇せんの先端を児山に向ける。

「今の貴様の赤ちゃんっぽさは『バブバブ』という口調、そして四よつん這ばいだけ！　そんな付け焼き刃で何ができる！」

「バブゥゥゥゥ!!」

　児山が天を仰ぎ、両手で上着とズボンをつかんだ。

　破り捨てる。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの上じよう半はん身しんが露あらわになり、そして下半身は……

『あ、あれは、おむつです！　児山さん、学ランの下におむつを穿はいていた！』

『武人の心こころ得え〝常じよう在ざい戦せん場じよう〟……児山はいつでも戦えるよう、備えていたんだべ！』

　兔と丸まると亀かめ山やまが、もう習慣になっているのか実況と解説をする。

　児山は続いておしゃぶりをくわえる。まるで、試合前の格闘家がマウスピースを口に含むように。

（こ、児山さん……！）

　刀夜の心を、激しい感動がおそう。

　児山は赤ちゃんの格好をする事を、恥じていた。

　だが今、皆を守るために羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨て……再びバブバブ言っているのだ。

　再び児山を計測すると、シンクロ値は『43』から『90』に上がっていた。

「バァァァァブゥゥゥゥ!!」

　児山が咆ほう哮こうし、獅し子しのように突撃した。

　応じる学園長は、変わらず余裕の笑み。黒扇を胸の間にしまいつつ、

「たわけがッ!!　樹いつきに惨敗した貴様が、妾わらわにかなうと思うか！」

　突撃してきた児山の両脇下を摑つかんだ。

（な、なんであんな所を摑む？）

　普通なら、頭か肩だろう。

　学園長の狙いは、すぐに判明した。

　そのまま児山を持ち上げ──裏声を出し、あやし始めたのだ。

「ほーら、高いたかーい。よ──ちよちよちよち」

『こ、これは一体──あっ、甘やかされた事により、児こ山やまさんの赤ちゃん系シンクロ値がどんどん上昇しています！　ですが何な故ぜこんな事をするのでしょうか！』

『学園長は児山の力を、あえて高めているんだべ！　自分の力を誇こ示じする……ただそれだけの為ために！』

　児山は『高い高い』されながら手足を振り、激しく暴れている。

「や─────!!　や────!!」

　その姿は、駄だ々だをこねる赤ちゃんのよう。

　──つまりまだ、戦うことを諦めていない。

　どんなにみっともなくても、できる限り赤ちゃん系シンクロ値を高めるつもりだろう。

　そして次の瞬間……皆は、児山小こ太た郎ろうという男の覚悟を目撃することになる。

　児山のおむつに黒いシミができ、ゆっくりと広がっていったのだ。

『ああっ！　児山さんがおもらしをしています！　それに伴い、シンクロ値が更に上がりました！』

『アイツは、できる事をすべて行っているんだべ！』

（児山さん……っ!!）

　刀とう夜やの視界が、涙でにじんだ。

　児山が手足をバタバタさせながら、刀夜の方を向いて微び笑しようする。

　そして……遺ゆい言ごんのように、言葉をかけてきた。




「バブバブバブバブバ……バブバ、バブバブバブバブ」




　凄すごくイイ事を言っているのだろうが、残念ながら意味はわからなかった。

　そして児山は両の拳を組み、振りあげる。

　今やシンクロ値は『１８０』。児山にとって最大最強の一撃となるはず。

「バブーッ」

　両拳を学園長の脳天へ振り降ろす。並の異能者相手なら、頭が西瓜すいかのように砕け散るだろう。

　だが……。

「ん？　今なにかしたか？」

　何かしたのは分かりきっているのに、ドヤ顔で見上げる学園長。強きようキャラの定番『今なにかしたか？』を言いたかったのだろう。

　完全なノーダメージだった。しかも──

「バ、バブゥゥゥゥ……」

　児山が苦く悶もんの呻うめきを漏らす。その両拳は無惨に砕け、血が噴ふん出しゆつしていた。学園長が纏まとう激げき烈れつな漣気エーテルに耐えきれなかったのだ。

　一層ご機嫌になった学園長は、さらなる暴挙に出る。

　児こ山やまに後ろを向かせ、その背中から手を回し、両太ふと股ももを持ったのだ。

　つまり『赤ちゃんにオシッコさせるポーズ』である。

「ほ──ら小こ太た郎ろうちゃん、しーこいこい、しーこいこい」

　これ以上ない侮ぶ辱じよく。

　だがそれでも、児山の心は折れていないようだ。

「バブバブ、シー、シ─────!!」

　赤ちゃんの振る舞いをやめず、もういちど排はい尿にようすべく全身に力を込めている。

　まだ戦うことを諦めていないのだ。

「児山さん！　もう……もういい……！」

　刀とう夜やの双そう眸ぼうから、熱いものが滴したたり落ちた。

「ほーらほらほら、シーこいこいシーこいこい」

　学園長はリズミカルに歩き回りつつ、児山の体を上下逆にした。

「……ってオシッコ、さっきしたばっかりじゃろが!!」

　ノリツッコミ気味に、脳天から床にたたきつける。

　児山は腰まで埋まり、足とおむつが奇怪なオブジェのように突き出ていた。

『な……なんと学園長、更にわざわざ『しーこいこい』で赤ちゃん系シンクロ値を上げて、叩たたき潰つぶしたああああ!!』

『あ、頭おかしいべよ……!!』

『力のケタが違う、行動原理が違いすぎる!!　これが《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》ッ!!　三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づる！』

　学園長は涼しい顔……ではなく、完全なるドヤ顔だ。陶とう然ぜんと目を蕩とろけさせる姿は、薬物中毒者のようである。

「む、無双って気持ちいいのぅ……！　妾わらわにかかれば児山程の異能者でもこんなものよ」

「いや──本当によくやったぞ、児山」

　爽やかな声とともに、バトルフィールドの上を何者かが駆け抜けた。

　学園長の背中に一撃を加えたあと、すぐに距離をとる。

　鳶とび色いろの瞳の凛り々りしい少女──《失楽園ホームレス》風かざ見み鶏どりつむじだ。

「今度は《失楽園》か。貴様も妾の相手をするというのか？」

　学園長は唇をつり上げ、肩をすくめる。

「じゃが今の軽い攻撃は何じゃ？　あれで妾を倒せると……」

「誰が倒すと言った？　貴様の背中を見るがいい」

　学園長が不思議そうに、己おのれの肩越しに背中をみた。

　虹彩異瞳オツドアイを見開いて悲鳴をあげる。

「な、なんじゃこれ!?　妾わらわのお気に入りのドレスが！」

　学園長の背中には、こう書かれていた。




『ＬＯＶＥラブ　＆アンド　ＰＥＡＣＥピース』




　風かざ見み鶏どりは皮肉げに微笑ほほえみ、太い油ゆ性せいペンを指でクルクルと回す。

「《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》よ。悪の化身の貴様にしては、似合わぬ言葉ではないか？」

「チッ……狙いは妾の闇系シンクロ値か」

　いわれてみれば学園長のシンクロ値が、『２００』から『１９０』に下がっている。

　風見鶏は学園長の闇っぽい服に、ハートフルな言葉を書くことで闇系シンクロ値を下げたのだ。

　鳶とび色いろの瞳を刀とう夜やに向けてきて、

「『最弱』を演じていた君が教えてくれたのさ。強きよう者しやと渡り合うための戦い方をな」

「ですが風見鶏さん、貴方あなたは……」

　刀夜は《失楽園ホームレス》の全身を見て、叫んだ。

「いつの間に、新聞紙を！」

　そう……風見鶏はローブではなく、以前のように新聞紙をまとっている。

「学園長の乱心を見た私は、すぐに売店へ行って新聞紙とペンをとり、代金をおいてきたのだ」

　胸元の新聞紙に手を当て、

「ホームレス仲間に電話して、我が段ボールハウスは破壊してもらった。中の家具は分けあってもらった！」

　なるほど、シンクロ値が試合前の『55』から『１２５』にまで高まっている。風見鶏は相当の覚悟で、この地獄に飛び込んできてくれたのだ。

　だがそれを揶や揄ゆするように、学園長が黒こく扇せんをぷらぷら振りながら、

「やるな《失楽園》。だがそれだけで妾に勝てると思うか？」

「いや、まだ私は強くなれる」

（さすが風見鶏さん……さらなる秘策があるとは！）

　期待する刀夜に、風見鶏がチラチラ視線を向けてきた。頰ほおは染まり、内股をすりあわせている。

　先ほど告白してきた時より、テンパっているようだ。

（……？）

　いぶかしむ刀夜に、風見鶏は舌をもつれさせながら、

「は、はいざきっ！」

「え？」

「わわわ、わたしを、君の──」

　目をギュッと閉じ、迷いを振り払うように叫ぶ。




「せっくすふれんど──略してセフレにしてくれっ!!」




「えぇ!?」

　刀とう夜やは痛みも忘れて、素すっ頓とん狂きような声を出した。セフレとは性交のみを目的とした関係である。

　プルの驚きよう愕がくは刀夜以上だ。

「ななな何を仰おつしやいますか!?　駄目ですよ、ねえ刀夜君？」

（その通りだ…………い、いや、ちょっと待て）

　風かざ見み鶏どりは普段着はアレすぎるが、とても純情な少女だ。

　それなのにセフレなどという要求を、こんな極限の状況下でしてきた。

　何か大事な目的があるのだ。一体それは……

（そ、そうか──！）

　刀夜は合が点てんがいき、こう答えた。




「わかりました!!　あなたは俺のセフレですッ！」




「ととととと刀夜君っっっっ!?」

　プルが今日最大級の悲鳴をあげた。

　一方、風見鶏は深くうなずき、

「君なら、この提案の意味をわかってくれると思っていたぞ」

　悲しげに微笑ほほえみ、蟷螂かまきりのような構えをとる。

「本当は、恋人になりたかったがな……」

　次の瞬間。

　風見鶏が纏まとう漣気エーテルが、さらに強さを増した。

　それは竜巻のように峻しゆん烈れつで、茶色い髪が激しく躍おどっている。

　刀夜は瞬まばたきして計測した。




Ｓ級　風系異能者

シンクロ値　１５５




『ま、また風系シンクロ値があがりました！　亀かめ山やまさん、これはいったい！』

『うむ。セフレはベタベタしない、ふわっと軽い関係！　つまり風系と相性がいいんだべ！』

　こんな事で強くなるとは、この異能世界は本当にどうしようもない。

（でも……だからと言って、あのババアの思い通りにさせてたまるか）

　そして風かざ見み鶏どりのセフレ化は、別の相乗効果も生み出す。

「セ、セフレ……？　どういうことかなぁトー君……？」

　奈落の底から響くような声を出したのは、ナイアーラトテップと戦う氷ひよう華かだ。

　軍服が所ところ々どころ破れ、多少の傷を負っているようだ。だがナイアーラトテップにはそれ以上のダメージを与えている。

『押し気味だが、決め手が足りない』といったところか。

「お姉ちゃん、そんなふしだらな関係ゆるさなぃいいいいいいい!!」

　一段と強烈な冷気を噴ふん出しゆつさせはじめた。ヤンデレ化して氷系シンクロ値が高まったのだろう。これで更に戦いを優位に進められるはず。

「もう刀とう夜や君は、本当にえっちなんですからっ……！」

　プルも嫉しつ妬とで炎系シンクロ値が高まり、不死鳥の炎がさらに強くなる。

（プルと姉さん、風見鶏さんには申し訳ないけど、セフレにより少し状況が好転したぞ）

　刀夜の心に、希望が芽生え始める。

　だが学園長は、それさえ嘲あざ笑わらうかのように、

「さすが風見鶏じゃ。じゃがお前だけでこの《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を止められると思うてか？」

　確かにその通りだ。今の風見鶏でも、一人で学園長と戦うのは荷が重すぎる。

「それにな……氷の壁だけで、いつまでもアザトースをくい止められると思うなよ？」

　同時に、コロシアムに轟ごう音おんが響きわたった。

　アザトースの触しよく手しゆが氷ひよう壁へきの一部を破壊したのだ。触手はそのままの勢いで、観客席へ溢あふれ出だす。

　逃げ遅れた客が、出口付近に沢山集まっていた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐……恐怖のあまり、へたりこむ観客もいた。

『ああっ！　は、早く逃げて──』

　兔と丸まるが声を張り上げる。誰もが……刀夜でさえ、惨劇を確信する。

　その絶望を、鮮やかな一いつ閃せんが斬りさいた。

「《閃せん刀とう斬ざん魔ま》！」

　客に襲いかかった触手が、すべて切断されたのだ。

（え!?）

　客席に舞い降りた美少年を見て、刀夜は啞あ然ぜんとした。

　何な故ぜここにいるのか。車で一時間近くかかる実家にいるはずなのに。

　だがそんな事はどうでもいい。児こ山やまや風かざ見み鶏どりに加え、彼も駆けつけてくれたのなら。

（晴はる斗と……！）

　そう。かつて世界を救ったにもかかわらず、人々から嘲笑されている少年が……

　沢山の客たちを、守るように立っていた。

　客の中には、光こう王おう院いんを嗤わらった者もいるだろう。

　だが光王院はそれを気にした様子もない。心から相手を案じた様子で優しく声をかける。

「怖かったね。もう大丈夫だよ」

　その言葉に、客の多くが恥じ入るようにうつむく。

「ご、ごめんなさい光王院君。私、あなたのこと──」

「いいから、早く」

「……！」

　その振る舞いは、まさに気高き勇者。

　絶望を希望に変え、光をもたらした光王院……そのシンクロ値が、低いわけがない。




Ｓ級　光系異能者

シンクロ値　１６６




　そして光王院は、刀とう夜やにさわやかな笑顔を向けてきて、

「学園長の乱入をテレビで見てね。君たちを助けるべく、自家用ヘリで飛んできたのさ」

「こ、この金持ちめ……！」

　憎まれ口を叩きながらも、口元がどうしようもなく緩ゆるんでしまう。

　光王院へ再び触しよく手しゆが襲いかかるが、その悉ことごとくを一瞬で切って捨てた。その太た刀ち筋すじは『今こん世せい無む双そうの天才』と謳うたわれた刀夜さえ戦せん慄りつさせる。

　光王院は一度血ち振ぶりしたあと、《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を見下ろした。

「光王院晴斗……参るッ！」

　客席を蹴り、流星のように突撃する。

　学園長は不敵な笑みとともに、詠唱を開始した。

「イア、イア、クフアヤク　ブルグトム　ブグトラグルン　フルグトム──」

　黒こく扇せんを振り降ろす。

「疾とく来たれ、風の邪神ハスター！」

　セスナ機ほどもある黄金の鷲わしが現れた。

　全身に猛烈な風をまとい、光王院へ向かっていく。激突すれば体がズタズタに斬り裂かれるだろう……

　だが光王院はそれを、空中で一刀両断した。

「なにっ!?　──ではこれではどうじゃ！　出いでよ炎えん神じんクトゥグァ！　氷ひよう神じんイタクァ！」

　今度は詠唱する余裕もなく、二体の邪神を具現化。今度は炎の巨人と氷の竜だ。

　だがそれらも《破は龍りゆう大たい聖せい》には、案山子かかしも同然！

「光こう王おう院いん流剣術《光こう刀とう天てん舞ぶ》！」

　たった二ふた太た刀ちで、学園長自慢の邪神たちを斬り捨ててしまった。

「馬鹿な!?」

　今日初めて余裕を失った学園長に、光王院が蛍ホタル丸マルを振り降ろす。

　学園長が黒こく扇せんをかざして受けた。

　名めい刀とう・蛍丸でも斬れないということは、あの扇はかなり強きよう靱じんなようだが……。

　斬撃は予想以上に強烈だったらしい。学園長の表情には微かすかな焦りが見える。

「ぬうっ……!?」

「《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》よ。貴方あなたは僕の仲間を深く傷つけた」

　蒼あおい瞳に、静かな殺意を込めて、

「許さない」

《破龍大聖》の苛か烈れつな攻めが始まった。

　一太刀一太刀が閃せん光こうのように迅はやく、そして鋭い。

『こ、光王院くん強い。本当に強いッ!!　並みいる邪神を次々に斬り伏せ、無敵の学園長と打ちあっています！』

『か、かっこいいべ！』

　そういえば……解説の亀かめ山やまは、光王院を一度も侮ぶ蔑べつしていなかった。

　光王院が一回戦負けし、嘲笑の中で退場したとき、こう言ったのだ。

『邪じや龍りゆう王を解放すれば楽勝だったべ。だが観客への被害を防ぐためしなかったのは、立派だべ』と。

　亀山も刀とう夜やたち同様、光王院の真価を知っていたのだ。

『光王院よぉ、がんばるべよー!!』

　避難途中の客たちも、光王院を応援し始めた。

　そして……中央の巨大モニターには、嵐のように賛さん辞じのコメントが表示されている。

　それを受けて光系シンクロ値が更に上昇し、斬撃は冴さえを増していく。

　世界中からの侮蔑を受けた少年が、こんなにも皆に称たたえられている……

　刀夜の胸に、熱いものがわきあがってきた。

（よかったな、晴はる斗と……！）

　光王院晴斗──真の勇者。

　彼はあるがままに生きるだけで、汚名を吹き飛ばしてしまった。

（俺が撮った動画なんか、必要なかったな）

　思わず自嘲してしまう。

　いまや光こう王おう院いんのシンクロ値は『２４０』にまで高まっている。

『級クラスが一段上の者と、互角に戦うには倍のシンクロ値が必要』という原則からすれば、学園長と戦うにはまだ少ないが……

　それを風かざ見み鶏どりが、うまくカバーしていた。

『愛は地球を救う』『一人はみんなのために』などのハートフル文を学園長のドレスに書き込み、闇系シンクロ値をジワジワと下げている。

「ちっ、うっとうしいぞッ風見鶏！　そんな小細工ばかり──」

「そう考えるのは早計だ。《双そう漣れん坑こう孔こう拳けん》！」

　風見鶏は、時に強烈な打撃で学園長を牽けん制せいする。舌を巻くような戦闘巧者ぶりだ。

　その勇姿に、バトルフィールド外に立つ少女が声をあげた。

「さすが私の大親友なの！　がんばるの───っ！」

《仇あだ花ばな》樹いつき樹じゆ花かだ。

　ぴょんぴょん飛び跳ね、小柄さに似合わぬ大きな胸を揺らしている。

　刀とう夜やの視線に気づくと、ニコッと笑顔を向けてきて、

「灰はい咲ざき。つむじは貴方あなたを救うために戦う。ならば私は、つむじのために戦うの」

（位い階かい２位の、樹さんも……！）

　リベリオンズを敗北寸前まで追い込んだ異能者だ。実に心強い。

　樹のもとへ、アザトースの触しよく手しゆが群むらがっていく。

　観客や、刀夜たちを襲っていた触手も……アザトースは《仇花》を強敵とみなしたようだ。戦力を集中して戦うつもりだろう。

「ふん……なの。植物の触手ならグチャグチャにされたいくらいだけど、生物っぽいお前には容よう赦しやしないの」

　木の杖つえの先端を向け、歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「でも、お前の触手再生力は魅力的なの……胴体だけ残して捕らえ、毎日生えてくる触手を切って肥料にするの。お前、永遠の肥料製造器にしてあげるの……！」

　狂人じみた口こう上じようだが、今は実に頼もしい……邪神は漣気エーテルで具現化したものなので、肥料にはできないと思うが。

「さあ、いくのっ！」

　樹が杖を振ると、地面が爆ばく砕さいして千本近い木々が飛び出してきた。それらは蛇のようにうねり、アザトースの触手と激突する。

（樹さんなら、アザトースを任せても大丈夫だろう）

　これで触手を恐れる心配はなくなった。懸命に刀夜とプルを守っていた一ひ二ふ三みは、膝をついて息を荒げる。

「ちっ、どいつもこいつも……！」

　学園長が忌いま々いましげに美び貌ぼうをゆがめる。

　そして虹彩異瞳オツドアイを、己おのれを一番苦しめている少年に向けた。

「やるな《破は龍りゆう大たい聖せい》光こう王おう院いん晴はる斗と。汝なんじの力は妾わらわの予想を遙はるかに越えていた」

「それは光栄だね」

「フッ、だが忘れたか？　汝には致命的な弱点があることを！」

（まずい！）

　刀とう夜やは焦った。光王院の負けパターンだ。

「さあ、我が魔ま性しようの肉体に悶もん絶ぜつせよッ!!」

　黒こく扇せんを胸の谷間に挟はさみ、双そう乳にゆうを鷲わし摑づかみにした。

　そして──激しく揉もみしだく。

　さすがプルの母親。凄すさまじいボリュームの胸がいやらしく形を変える。なおかつ体捌さばきで二人の攻撃を凌しのいでいるのだから、相変わらずの化け物ぶりだ。

　いつもなら邪じや龍りゆう王が暴走し、戦闘不能になる所だが……

「《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》。なにをしているんだい？」

《破龍大聖》の剣けん戟げきはまるで鈍らない。

　学園長は焦った様子で、

「な、何!?　ならば淫いん声せいではどうじゃ……あ、ああん、あっあぁあ───んっ！　光王院君しゅごい、血ち鶴づる、ちづる学園長なのに生徒のコッテリしたの注ぎこまれてもうらめぇえイグゥヴヴうぅぅイギましゅうおおおおぉんんほほほほおあぁぁほぁああんッ」

「夢なら、さめて欲しい……」

　全身全霊で喘あえぐ母に、プルがさめざめと涙をこぼす。どれほど娘を傷つければ気が済むのか。

　だが不思議なのは……光王院が興奮した様子もなく、闘い続けていることだ。

　もしや、邪龍王の暴走を克服したのだろうか。

「な、何な故ぜじゃ、何故!?」

「知りたいか《開闢の女帝》。ならば教えてやろう──」

《破龍大聖》は、高らかに叫んだ。




「僕の守備範囲は、十五歳から二十九歳だからだ!!」




「なな……。つ、つまり三十路みそじ過ぎの妾には興奮せぬと……？」

「その通りさ。刀夜の全裸の方がずっと興奮したよ」

　誤解を招く発言はやめてほしい。

　だが挑発にはなったようだ。学園長は歯を食いしばり、黒こく扇せんを折れそうな程握りしめる。

「ぐぎぎ、絶ぜつ世せいの美女たる妾わらわが、灰はい咲ざきより興奮せんじゃと……？」

「ふっ、考えが甘かったないててててててて」

　ちょっと反応しているらしい。光こう王おう院いんの股間は、予断を許さない状況のようだ。

　刀とう夜やは祈るようにつぶやく。

「耐えてくれ晴はる斗と。お前の股間が暴走したら、俺達は総崩れなんだ」

「わたくしたちの命運、光王院君の股間にかかっているのですか……」

　プルが更に絶望している。アウローラが発動しなければいいが。

　ともあれ、ショックからか学園長の動きが鈍い。

　その隙をついて、背中に風かざ見み鶏どりがハートフルな落書きをしまくる。

『一日一善』『Ｗｅウイー　ａｒｅアー　ｔｈｅザ　ｗｏｒｌｄワールド』

　これらで学園長のシンクロ値が更に『１７０』にまで下がる。いい流れではあるが……

（深入りしすぎだ、風見鶏さん！）

　刀夜の危惧は正しかった。学園長が素早く振り返り、黒扇を振りおろしたのだ。

「っ!?」

　風見鶏はバックステップで何とかよけたが、敵の狙いは肉体へのダメージではなかった。

　胸元の新聞紙が破れ、形のいい美び乳にゆうがぷるんっと露あらわになったのだ。

「イ、イヤぁ!?　好きな人にしか見せたくないのにっ！」

　可愛かわいい叫びとともに胸を隠す風見鶏。

　動画のコメントを見ると、カメラには映らなかったようだが……

「隙ありじゃ」

　学園長が強烈な前蹴りを放った。まともに喰くらった風見鶏は、場外まで吹っ飛ばされ……観客席のフェンスを砕いてめり込んだ。

「気に入らぬ策じゃがな」

　忌いま々いましげに黒扇で肩を叩きながら、《破は龍りゆう大たい聖せい》に視線を移す。

「妾で興奮しなくても、風見鶏ではどうかな？」

「ぐぁぁぁぁぁあああぁああ!?」

　光王院が膝をついた。風見鶏の美乳で、とうとう邪じや龍りゆう王が暴走してしまったのだ。

「鎮しずまれ、鎮まってくれ!!　邪龍王!!」

『蛍ホタル丸マル』の柄つか頭がしらで何度も股間を叩くが、治まる様子はない。

　絶対の隙。

　以前のように動脈を斬って膨ぼう張ちようを止める暇はない！

（晴斗──！）

　背筋が凍る思いで見つめる刀夜。その耳に、頼れる義ぎ姉しの声がとどいた。

「光こう王おう院いん君！」

　見れば、氷ひよう華かが懸命に光王院のもとへ駆けていた。

　どうやらナイアーラトテップは倒したようだ。風かざ見み鶏どりがセフレになった事による、ヤンデレ化が決め手になったのかもしれない。

「フン、さすがだな《絶ぜつ対たい零れい姫き》……だが間に合わん！」

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は黒こく扇せんを手中で回転させ、握り直し──

　光王院の心臓めがけ、短たん刀とうのごとく突き出した。

「死ね光王院ッ！　お友達の灰はい咲ざき刀とう夜やも、すぐに後を追わせてやるッ!!」

　間違いなく致命打となる一撃。

　それを……

　光王院は、蛍ホタル丸マルの柄つかで受け止めていた。

「き、貴様、邪じや龍りゆう王が暴走したのではないのか」

「暴走は……している……でもいつもより酷ひどくない」

　激痛をこらえているのか、大量の汗を滴したたらせながら、

「僕は戦闘に備え、道中のヘリであらかじめ血を抜いていたんだ。献血のようにね」

「──そうか！」

　刀夜は合が点てんがいった。

　全身の血を減らせば、性的興奮時に股間へ集まる血も減る。

　そのため暴走が、いつもよりわずかに弱かったのだろう。

（なんて発想。さすが俺の好敵手ライバルだ）

　だが献血した日は、激しい運動は厳禁とされている。しかも《開闢の女帝》との極限バトルともなっては……。

「はあ……はあ……」

　光王院はもうスタミナ切れのようだ。蛍丸を杖つえにして、苦しげに息を荒げている。

　しかも股間をめぐる攻防により、ニコニコ動画の反応も変わっていた。

『なｗｗｗｗｗｗ　にｗｗｗｗｗｗｗ　この戦いｗｗｗｗ』

『股間の均衡が崩れたな』

『英雄やっぱダサすぎｗｗｗ』

　これを受けて光王院の光系シンクロ値が下がっていく。移り気にも程があるが、視聴者にとってはあくまで他ひ人と事ごとなのだろう。

　しかも……

「ぐっ……すま……ない……灰咲……」

　フェンスに叩きつけられた風見鶏が、悔しげに絞り出す。もう戦闘続行不能のようだ。

　彼女の代わりに学園長と戦うのは──

「光こう王おう院いん君。本当によくやった。私も加勢する」

　位い階かい１位・灰はい咲ざき氷ひよう華か。

　光王院の肩をねぎらうように叩き、藍玉アクアマリンの瞳で学園長を睨にらみつける。

「貴様は我が友・羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの母親。だが……その数々の狼ろう藉ぜき、許すことはできん」

　軍刀サーベルを構え、全身から強烈な漣気エーテルを放出する。

「微み塵じんのためらいもなく、殺すッ！」

　一方光王院は、学園長の背後に回り込んだ。疲れとシンクロ値の下落で力が落ちているため、氷華のサポート役に回るつもりだろう。

「ちっ、次から次へと……!!」

　学園長は忌いま々いましげに舌打ちし、意外な行動に出た。

「萌もえよ──萌よ！」

「はい？」

　フェンスを背もたれにして座る萌先生が、顔をあげた。

　アザトースの触しよく手しゆをあしらいつつ、我われ関かんせずスマホをいじっていたらしい。

「アウローラの発動のため、灰咲刀とう夜やを殺害せよ！」

「私は教師。そんなことできる訳がないのです」

　キッパリ断る萌先生。

　だがここにいる誰もが、それが遠回しな金品要求とわかっている。

「ふん、相変わらず欲よく深ぶかな奴やつよ」

　学園長は氷華と光王院をあしらいつつ、スマホを胸の谷間から取りだした。

　凄すさまじい指ゆび遣つかいで操作したあと、

「萌よ。いま貴様の口座に日本の国債、十年償しよう還かん・十億円分を振り込んだ」

「えっ!?」

「一年ごとに、利子を六百五十万円うけとれる。しかも十年経たてば元がん本ぽんの十億円が貴様に支払われる」

　国債は最も『安定』感のある金融商品。

　つまり土系異能者の萌先生と相性がいいのだ。

「それはスゴい。ど、どんどん漣気が湧いてくるのです……！」

　刀夜は瞬まばたきして、萌先生を計測した。たしか以前に計測した時は『１１０』だったはず。




土系　Ａ級異能者

シンクロ値　１７５




『こ、国債の支給により、萌先生の土系シンクロ値が急上昇！　こんな事があっていいんでしょうか!?』

『腐ふ敗はいもここに極まれりだべな……オラのステマなんざ可愛かわいいもんだべ』

　亀かめ山やまがさりげなく、己おのれの罪を軽めに言う。

「さあ征いけ萌もえよ。灰はい咲ざき刀とう夜やを殺せばさらに五億円分の国債をやろう」

「わかったのです！」

　担任が、生徒を殺すためにバトルフィールドへ飛び乗ってきた。

「が、学級崩壊にも程があるだろ……」

　刀夜は焦った。プルの『不死鳥』により回復はしているが、まだ戦える程ではない。

　打開策を懸命に考えていると、意外な人物がバトルフィールドに乱入してきた。

「三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づる───ッ!!」

　巨大建造物性愛者マクロフイリア・天てん堂どう恋こい九く郎ろうだ。

　氷ひよう華かたちと戦う学園長を指さし、

「僕は貴様を許さない！」

「……き、貴様も来たのか」

　変態の横綱との対たい峙じに学園長もちょっと困惑気味だ。萌先生はいつでも対処できるよう、猟犬のように身構えている。

「妾わらわを許さぬだと？　灰咲を傷つけたことを怒っておるのか？」

「そんな事どうでもいい！　よくも……よくも！」

　天井の大穴を指さす。学園長が巨大十字架を突っ込ませた際にできたものだ。

「よくも──僕と一晩を過ごしたコロシアムを、傷つけたな!!」

　一夜限りの恋人の、仇かたきをとりにきたらしい。

　学園長が頭痛をこらえるような口調で、

「……萌、こいつをやれ」

「わかったのです」

　萌先生が神速で駆け寄り、天堂を蹴りとばした。

　悲しい哉かな、天堂はＢ級異能者。Ａ級でシンクロ値も高い萌先生には敵かなうべくもない。

　高々と吹っ飛ばされ……天井にもう一つ大穴をあけて消えた。一夜限りの恋人を、自分で更に傷つけてしまった。その後悔に苛さいなまれることだろう。

「さて。いよいよ次は灰咲君なのですよ……」

　萌先生がこちらを向き、死神のように歩いてくる。

「やはり天堂では無理でシタ。私が戦いマス！」

　一ひ二ふ三みが足裏から火を噴き、迎撃に向かった。

「《抉リ殺ス過剰殺傷銃ステイツツエル・ガトリング》！」

　ガトリングガンを具現化し、猛もう射しやを浴びせる。

　だが今の萌もえ先生のスピードはケタ違いだ。嵐のような銃弾を簡単にかわし、間合いを詰め──殴りつけた。

「あぐっ……！」

　一ひ二ふ三みが激しくバウンドし、刀とう夜やたちの方へ転がってくる。

　同じＡ級異能者でも、一二三のシンクロ値『１４８』。萌先生は『１７５』……まともに戦っては勝てないのだ。

「先生を止めたくば、学園長より美お味いしい賄わい賂ろを寄よ越こしなさ──」

　萌先生が妄もう言げんを止めた。全身に大量の蔓つるが巻き付いたからだ。

「やらせない。灰はい咲ざきが死んだら、つむじが悲しむの！」

　放ったのは場外にいる樹いつき。アザトースと戦いながらも、こちらにも目を配っていてくれたらしい。

「さすが樹さんですね。でも今の先生に、こんなもの大して利かないのですよ」

　萌先生は漣気エーテルでさらに身体強化し、蔓を引きちぎりはじめる。

　もういちど蔓を放とうとする樹だが、そこへアザトースの触しよく手しゆが襲いかかった。

　飛び上がってかわしながら、焦りをにじませて叫ぶ。

「灰咲、こっちは手いっぱいなの！　蔓を切られる前に、萌先生を何とかするの！」

（何とか……そう、何とかしなきゃいけないんだ）

　いま打てる手を探す。

　プルは刀夜の治療、氷ひよう華かと光こう王おう院いんは学園長の相手で精一杯。

　一二三は通用しなかった。今の彼女では萌先生に勝てないのだ。

　だが……

　自称ロボ幼女は足をもつれさせながら立ち上がり、今一度ガトリングガンを構える。

「私は、まだやれマス」

　体は小さくても、その姿は騎士のように気高い。

「壊れてもイイ……！　今こそマスターにご恩を返すデス……！」

「一二三……！」

　プルが唇をつよく嚙かんだ。

　そして刀夜は胸をかきむしられる思いで、妹のように思う幼女を見上げる。

（『逃げろ』と言っても、一二三は決して退ひかない）

　本当に命尽きるまで戦うだろう。そういう子だ。

（だがこのまま萌先生と戦ったら、また返り討ちになる……）

　勝たせるには、どうすればいいのか……。

　その方策を考えていると、悲鳴混じりの声が聞こえた。

「だ、駄目だよ！」

　バトルフィールドに飛び乗ってきたのはアインスだ。

　まだ逃げていなかったらしい。その後ろからヴィクターも続いてくる。

　アインスは一ひ二ふ三みの手を引いて、

「一二三ちゃん戦たたかっちゃ駄目！　今の萌もえ先生にはかなわないよ！」

「お、おいアインス、早く逃げるのだ！　ここにいたら我輩たちも殺される！」

　狼狽うろたえるヴィクター……彼をみた瞬間、刀とう夜やに強烈なひらめきが走った。

　わずかに体を動かし、一二三を見上げる、

「一二三、聞いてくれ」

「ハ、ハイ」

「以前、大和やまとめぐるにもらったチップでお前を改造したよな」

　戦艦大和に変身できる異能者・大和めぐる。

　彼女はただのマイクロチップを『一二三の改造ツール』と偽いつわって渡してきた。

　それを一二三の体に置くと、この子は『改造プログラムがインストールされた』と思いこんだ。

　そしてシンクロ値を『１００』から『１４８』にまで高めたのだ。

「それでな一二三。大和がくれた改造チップは──実はそこのヴィクターが作ったんだ」

「はぁ!?　我輩何のことかさっぱり……」

（話を合わせろっ！）

　刀夜が睨にらみつけると、ヴィクターは怯おびえた様子で身を引いた。

　そして眼鏡に手を当て、

「そ、そうである。我輩が作ったのである！」

「そうだったのデスか……」

　一二三が尊敬の眼まな差ざしで、エセ天才を見上げる。

（よし。あとは一二三の『思いこみ』を補強する小道具が必要だ）

　たとえば大和が用意した、マイクロチップのような……

　刀夜の心中を察したらしく、プルが耳打ちしてくる。

「刀夜君。ヴィクターさんは確か糖尿病です。ならば──」

　それは、医者を志望していた彼女ならではの着眼点だった。

「ヴィクター、おまえ注射器を持ってないか？」

「え？　う、うむ」

　ヴィクターが白衣のポケットから、ペンに似た形の注射器を取り出す。

　中身はインスリンだ。これを打つことで糖尿病患者は血糖値を下げるのである。

「一二三。この中には──ええとその……大量のナノマシンが入っている」

「ナノマシン!?」

　それっぽく言った言葉に、食いついてくれた。

「うむ。注射すればお前の全身に行き渡り、超パワーアップが可能になるんだ」

　この子を騙だますのは気が引ける。

　だがいま萌もえ先生を止められるのは、一ひ二ふ三みしかいない。

「わかりましたお願いしマス、Ｄｒドクトルヴィクター」

　一二三が細い手を差し出した瞬間──

　萌先生が蔓つるを引きちぎり、突撃してきた。

「国債、合計十五億円……夢の利息生活ぅうぅうううううう!!」

「うわぁ来た！　ええい、もうどうにでもなるのである！」

　ヤケクソ気味に、ヴィクターが一二三の細腕へ注射器を突き刺した。

「でも無理に決まっているのである。糖尿病の薬でパワーアップなど……」

「きまシタ！　ナノマシンが私の体内をかけめぐり、アップデートプログラムがインストールされていきマス！」

「えぇ!?」

　完璧に気のせいだが、今はそれが頼りだ。

　残る懸念は以前のように『インストールプログラムが大容量なため、私の旧式ボディにはキツイ』とか言って、手間取ることだが……

「インストール、完了デス!!」

（よし、すんなりいった！）

「では一度シャットダウンし、再起動しマス」

（いらねえぇえええ、そんな演出！）

　一二三は糸が切れた操り人形のようにくずおれ、目を閉じてしまった。

　大慌ての刀とう夜やたちのもとへ、萌先生が突っ込んでくる。

「おぉい一二三!?」「一二三！」

　刀夜とプルの叫びに、横たわる幼女が応じる。

「ＮノＯー。私は一二三ではナイ、一二三改でもナイ。我が機種名は……」

　一二三のパワードスーツが、劇的に変化していく。

　まとう軽けい鎧がいは、重装歩兵のような全身金属フルプレートに。

　そして背中の翼は、更に大きく──。

　刀夜は瞬まばたきでアプリを起動し、計測した。




特殊（ロボ）系　Ａ級異能者

シンクロ値　１９９




「我が機種名、それは──一ひ二ふ三みΩオメガ!!」

　一二三が翼を羽ばたかせて、舞い上がった。

　放たれた萌もえ先生の拳を片手で受け止め、握りしめる。

「なっ……は、放すのです……！」

　萌先生は暴れるが、あまりの握力に逃れられないようだ。

　一二三が右手をかざす。

　そこに現れたのは、今までより更に禍まが禍まがしい姿の《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザー》だ。

「ちょ、ちょっと待つのです。私は先生なのです！　攻撃なんてダメなのですよ！」

「私は心なきロボ。人道など完全無視デス」

　砲身に大量の漣気エーテルをそそぎ込んでゆく。

　説得を諦めたのか、萌先生は学園長へ向けて絶叫した。

「血ち鶴づる様！　もっと国債を、国債を下さい!!　そうすれば私はこの子を倒せるのです！」

「発射へのカウントダウン開始スタート。10テン、９ナイン……」

「お願いなのです。あと８秒以内に国債ォオォオオオオオオオ」

　学園長が舌打ちしてスマホを取り出した。萌先生の顔が歓喜でゆがむ。

「や、やったのです、やった────っ！」

「７セブン、６シツクス、以下省略」












「え……」

「ＦＩＲＥフアイア」

　一ひ二ふ三みが、零ゼロ距離で強烈なレーザーをぶちあてた。

　萌もえ先生の小柄な体は弾丸のように吹っ飛んでいき……

　氷ひよう華かが作った氷ひよう壁へきすら突き破り、観客席を粉砕してめり込んだ。

　ぴくりとも動かない。しばらく立つことはないだろう。

『一二三さん──いえ、一二三Ωオメガさんですか!?　萌先生を倒しました！』

『うははははは、ざまあみろだべ!!』

　放送席で、兔と丸まると亀かめ山やまが抱き合っている。

　壮絶な戦いを制した一二三……いや、一二三Ωが、刀とう夜やとプルを見下ろしてきた。

「マスター、刀夜。私は氷華サマと光こう王おう院いんに加勢してきマス」

　二人がかりで学園長と戦っているが、かなり分が悪いようだ。特に光王院は、体力の限界を既すでに越えている。

　一二三はニコッと微笑ほほえんで、

「早く助けにきてくだサイね。《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を倒せるのは《虚こ空くう剣けん帝てい》だけデス」

　そして足裏から火を吹き、戦いに飛び込んでいった。




●




　アインスは一二三が心配だったようだが、ヴィクターに引きずられる様に去っていった。

　バトルフィールド上では氷華、光王院、一二三が、刀夜の治療時間を稼ぐために学園長と死闘を繰り広げている。

　そして場外では。

　樹いつきがアザトースの触しよく手しゆを、妖精じみた軽やかさでかわし続けていた。

「《古代の巨神木オルビドス・トロール》ッ！」

　手中の杖つえが、みるみるうちに巨大な樹木に変わっていく。

「えぇ──い、なの────っ！」

　アザトースの胴体に投とう擲てき。

　突き刺すというより、押しつぶすような一撃だ。

　アザトースはおぞましい悲鳴をあげ、触手を激しく蠕ぜん動どうさせたが……やがて動きが止まる。枯れたような色になり、くずれていく。

「肥料製造機にすることは……かなわなかったの……」

　樹はへたりこんだ。

　彼女にも限界が訪おとずれたようだ。だがアザトースを倒してくれたことは大きい。

　緑柱石エメラルドの瞳を刀とう夜やに向けてきて、

「灰はい咲ざき。あとは任せたの。つむじ、つむじ～……疲れたから抱きしめてなの……」

　這はうようにして、フェンス際で倒れている風かざ見み鶏どりの下へ進んでいった。

　プルの治療も佳境に入っている。

「刀夜君。もう少し……もう少しで、戦えるようになります」

　刀夜は焦る気持ちをおさえて頷うなずく。

　氷ひよう華か達が心配だが、いまは学園長との決戦に向けて準備をすべきだ。

「プル、頼みがある」

「はい」

「スマホ持ってるね。画像検索して欲しいものがあるんだ。それは……」

　意外な頼みにプルは驚いたようだ。だが治療を続けつつもスマホを取りだして操作する。

　刀夜は画像検索の画面を見せてもらい、言った。

「うん。右上の奴やつがいい。次は俺の血を使って……」

「は、はいっ！」

　プルは画面を参照しながら、次の作業に移る。

　刀夜の額へ指先を当て、さらさらと動かしてくる。少しくすぐったい。

「……ねえ、刀夜君」

「うん？」

「わたくし、灰咲家での暮らしが大好きなんです。刀夜君と氷華さん、一ひ二ふ三みがいて……賑にぎやかで、優しい空気が流れていて」

「俺もさ」

　だが負けたら、それは二度と戻ってこないのだ。

　刀夜は殺され、学園長はプルにアウローラを使わせる。

　プルは再び刀夜や氷華、もしくは一二三との記憶すらなくしてしまうかもしれない。

　それだけではない。

　氷華は刀夜を喪うしなったことで深く傷つき、しかも闇金にカタにとられる……！

　地獄のような未来だ。

（絶対に、そんな事にはさせない……！）

　心の奥底から、かつてない程の闘志があふれてくる。

　刀夜は手を伸ばし、プルの柔らかな頰ほおにふれた。

　かすかに見開かれる赤い瞳を見つめて、

「プル、俺は必ず勝つ。もう二度と《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》に大切なものを奪われはしない」

「刀夜君……」

　プルは微かすかに紅こう潮ちようしたあと、口元に微び笑しようを浮かべ、

「はい。あなたは困難も絶望も、一いつ切さい合がつ切さいブッ飛ばす……」

　己おのれの手を刀とう夜やの手に重ね、柔らかな頰ほおをすりよせてくる。

「わたくしのヒーローなのですから」

　そして。

　戦況に変化が生じた。

　光こう王おう院いんが倒れ、続いて一ひ二ふ三みが黒こく扇せんで殴りとばされたのだ。

「あっ……！」

　刀夜が叫んだのと同時に、体を包みこんでいた不死鳥が消えた。

「刀夜君、治療が終わりました！」

「ああ！」

　刀夜は敢かん然ぜんと立ち上がった。

　少し離れた場所に落ちていた衣服のもとへ駆ける。急いでまとい、腕時計型端末を手首につけた。

　天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを握った瞬間──コロシアム内に金属音が鳴り響いた。

　みれば氷ひよう華かの軍刀サーベルが、黒扇でまっぷたつに折られていた。

「くっ……《屍し惨ざん葬そう送そう》！」

　義ぎ姉しは印を結び、さきほどナイアーラトテップを串刺しにした技を繰り出す。

　だがどうやら、ほぼ漣気エーテルが尽きているようだ。

　以前は地面から無数に飛び出した氷ひよう刃じんが、今は十数本程度。しかもかなり脆もろいようで、黒扇でなぎ払われてしまう。

「これまでだな《絶ぜつ対たい零れい姫き》！」

　岩をも粉砕するような蹴りをまともに喰くらい、氷華はバトルフィールドを転がった。

　漣気をかき集めて防御したらしく、命に別状はなさそうだが……しばらく戦うことはできないだろう。

「ふん、そこそこ楽しめたぞ」

　学園長は遊びあきた玩具おもちやのように、氷華を見つめる。

　だが刀夜に気づくと、満面の笑顔になった。

「おぉ灰はい咲ざきよ治ったか？　年長者を待たせるものではないぞ」

　さっきは萌もえ先生をけしかけて殺そうとしたくせに、相変わらず頭がおかしい。

「さあ来たれ《虚こ空くう剣けん帝てい》」

　虹彩異瞳オツドアイを爛らん々らんと輝かせて、高こう揚ようしきった声で、

「始めようではないか。この異能世界、最後の戦いをな……！」

　刀夜は黒衣をなびかせ、宿命の敵のもとへ歩きだした。






†終章　女帝と剣帝









　静かなコロシアムに、刀とう夜やの足音が響く。

　今や観客は誰も残っていない。天井には大穴があき、バトルフィールドには巨大十字架が突き刺さり、場外には異い形ぎようの邪神アザトースが朽ちた巨木のように倒れている。

　これが……たった二十分ほど前までは、観客が期待に胸躍おどらせた舞台だったとは。

「トー君……」

　バトルフィールド上に倒れている氷ひよう華かが、藍玉アクアマリンの瞳を向けてくる。

　そこから少し離れたところに、ぼろぼろになった一ひ二ふ三みと光こう王おう院いん。

　観客席のフェンス沿いには、風かざ見み鶏どりが樹いつきと寄り添うように座っている。

『つ、ついに灰はい咲ざき君が復活しました。他の方々は敗れたか、漣気エーテルを使い果たしたかで戦える状況ではありません』

『ああ。今の異能世界の命運は、アイツに託されたべ……ついに《虚こ空くう剣けん帝てい》の、手加減一切なしの戦いがみれるわけだな』

『どうか頑張って……！』

　兔と丸まるの声には、期待と祈りがこもっている。

　動画のコメントも、

『がんばれ《虚空剣帝》』

『真打ちキタぁああああー!!』

『世界守れｗｗ』

　など、刀夜の背中を後押しするものばかり。

　ただそれが、かえって闇系シンクロ値の爆ばく上あげを妨さまたげているのだが……。

　学園長をよく見れば、今までの戦いで多少ながらも傷を負っている。

　だが奴やつは、たった一人で氷華、光王院、風見鶏、一二三、児こ山やまなど名だたる強きよう者しやを打ち倒してきたのだ。

　しかも未いまだ表情は余裕そのもの。改めてその化け物ぶりを思い知らされる。

（唯一の救いは……）

　ドレスに風見鶏がハートフル文を落書きしまくったため、闇系シンクロ値が『１７０』に下がっていることだ。あれがなければ『２００』はあったはず。

　学園長が黒こく扇せんの先端を唇に当てて、

「灰咲よ、この戦いの意味は大きいな。厨ちゆう二にの代表たる妾わらわが勝ち、さらなる厨二世界を作るか」

　手をひねり、黒扇の先端を向けてくる。

「貴様が勝ち『変態が強い世界』を守るかじゃ」

　別に『変態が強い世界』を守るため戦うわけではないが……

　刀とう夜やはもう否定すらしない。この女とは話し合うだけ無駄なのだから。

　やるべきは、戦いを優位に進めるための行動のみだ。

「実に楽しみじゃな灰はい咲ざき──なにっ!?」

　虹彩異瞳オツドアイが大きく見開かれる。学園長は舌をもつれさせながら、

「そ、その額の、禍まが禍まがしい文もん様ようは何じゃ!?」

　そう……刀夜の額には、鬼を簡かん略りやく化かしたような紅あかい文様がある。先ほどネットで画像を調べ、プルに血で書いてもらったものだ。

　いわば只ただの落書き。だがこういう物を利用して戦うのが、この異能世界のバトルである。

「知りたいか、《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》」

　刀夜は己おのれの額を、親指でさした。

「これぞ灰咲天てん凱がい流りゆう当主に代々伝わる、呪のろわれし紋章。ひとたび見た敵は、必ず死ぬといわれる……」

　そして叫ぶ。

「『鬼き哭こく讐しゆう滅めつ紋もん』だ！」

「か、かっこいい！」

　すごく食いつく学園長。

　むろん今の説明は噓うそっぱちだ。闇っぽい紋章を描えがくことで闇系シンクロ値を高めただけである。

　ただそれでも、まだ『１８０』ほど。

　依然として状況は厳しい。Ｓ級の刀夜がＳＳ級の学園長と互角に戦うには、倍のシンクロ値が必要なのだ……！

「いいのういいのう……あ、そうじゃ」

　学園長が何かをひらめいた様子で、ニヤリと微笑ほほえむ。

「フフフ、ついに妾わらわもこれを出す時がきたか」

　両手を己の背中に回し、内から外へひっかいた。

　ビリィッ！　とドレスが引き裂かれる音。

　暖の簾れん状に破れた背中の布地が、漣気エーテルでなびいている。

『……？　が、学園長は何をしているのでしょう？』

　兔と丸まると違い、刀夜には狙いがすぐにわかった。

　黒い翼のようにはためく布は六枚。その数が意味するものは──

「そう、六枚の黒こく翼よくを持つのは、悪魔王ルシファー。これこそ悪魔六翼形態ルシフエルズ・フオームよッ！」

　シンクロ値を計測すれば『１７０』から『２００』に上っていた。魔王っぽい格好になった上に、背中のハートフル文も切り裂いたからだろう。

　学園長の凶悪なまでの漣気エーテルが、一層高まっていく……

「灰はい咲ざきよ。この第二形態を見て生き延びた者はおらんぞ」

「今考えたんだから、そうだろうよ……！」

　刀とう夜やは素早く間合いを詰め、刺し突とつを放った。

　応じる学園長は、膨大な漣気で爆発的に身体強化。刀夜の攻撃を余裕でかわし、黒こく扇せんによるカウンターを放ってくる。

　だがそれは刀夜の読み筋。向かってきた学園長の袖そでを摑つかみ──漣気を一気にそそぎ込む。

（『破は獄ごく』！）

　物質の強度を強く、もしくは脆もろくする異能だ。

　刀夜はそのまま袖を引っ張る。

　するとドレス全体が紙のごとく破れ、黒いブラに包まれた巨乳がぶるんっと飛び出した。

『え、ええぇ───!?　灰咲君が学園長を下着姿に剝むきました!!』

『ずいぶん簡単に破けたな。灰咲が固有異能でも使ったんだべか？』

『ですがいったい何な故ぜあんなことを……あっ、学園長のシンクロ値が『２００』から『１６０』に落ちました！』

『『悪魔六翼形態ルシフエルズ・フオーム』による上昇分が消えたからだべな。さすが《虚こ空くう剣けん帝てい》。外道かつ自由すぎる戦法だべよ……！』

　これで少しは戦いが楽になる。

　……という刀夜の考えは、甘かった。

「フン！」

　学園長は大きく飛びすさり、距離をとった。その振る舞いは相変わらず堂々としている。下着にハイヒールという格好を恥じてもいないようだ。

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は人差し指を立て……それを、己おのれの傷口に突っ込んだ。

「なっ!?」

　驚く刀夜たち。

　その反応を愉たのしむように、学園長は嗤わらいながら指を引き抜いた。

　鮮血滴したたる指を己の腹に当て、大きな文もん様ようを描えがいていく。

　それはまるで、悪魔召喚の魔法円のような……

「灰咲よ。これぞ『鮮せん血けつ紋もん』。妾わらわが神より受けた呪のろいで、ええと……死を賭とした戦いの時に浮かび上がるのだ」

「俺のパクリじゃねーか！」

　パクリだろうが何だろうが、闇っぽいのは確かだ。学園長のシンクロ値が、再び『２００』になる。

『さすがだべ《虚こ空くう剣けん帝てい》も《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》も。シンクロ値をめぐる見事な攻防だべ！』

『そ、そうですか？　なんか子供の喧けん嘩かのように見えてきました……』

　兔と丸まるの感想も一いち理りある。ニコニコ動画も揶や揄ゆするようなコメントが多い。

　だが刀とう夜やは必死である。この戦いには自分、そして大切な人々の命運がかかっているのだから。

「さあ灰はい咲ざき、もっと愉たのしもうぞ……！」

　学園長が闇色の漣気エーテルをまとい、死し鳥ちようのように飛びかかってきた。

　刀夜は雄お叫たけびをあげ、死力を尽くして迎え打つ。

『迅じん雷らい九く伝でん』『血けつ風ぷう繚りよう乱らん』『獅し子し舞ぶ塵じん』……いずれも灰咲天てん凱がい流りゆうに脈々と受け継がれてきた、苛か烈れつ極まる殺人剣である。

　その冴さえはまさに『今こん世せい無む双そうの天才』と謳うたわれるにふさわしいものであった。氷ひよう華かやプル、一ひ二ふ三みたちが眩まぶしげに刀夜を見つめてくる。

　だが……。

　その斬撃すべてを、学園長は羽虫でも払うように黒こく扇せんで受け続けている。口くち元もとの薄笑いを崩さぬままで。

（足りない……漣気が！）

　今のシンクロ値は刀夜が１８０、学園長が２００。

　目標の倍には程遠い状況……！

　結果、漣気による身体強化はＳＳ級である学園長が遙はるかに上回る。それを技量で何とか補おぎなっている状況だ。

　焦りに駆られた刀夜は、奥の手を繰り出す。

（絶ぜつ剣けん其その弐に──《長じよう阿が含ごん経ぎよう・地じ獄ごく変へん》！）

『黄金の暁會ゴールデンドーン』の男たちを一瞬で倒した、人体急所をすべて攻撃する奥義。

　しかも今度は峰打ちではない。すべて必殺の刃やいばが、学園長の首、目、肺、心臓、肝臓、腎臓へ襲いかかる。

　その斬撃は音速を越え、発した衝撃波が刀夜の黒衣を斬りさくほどだ。

「凄すさまじいものよ……これが二ヶ月前まで、四年間も昏こん睡すいしていた少年の技だとは！」

　唯ゆい我が独どく尊そんたる学園長による、手放しの賞賛。それだけで刀夜の力がどれだけ絶ぜつ異いかが判わかるだろう。

「……じゃがな」

　その声に滲にじむのは、隠しきれない優越感。

　白刃の嵐を躱かわし、受け、くぐりぬけ、間合いを詰めてくる……！

「今の汝なんじでは、妾わらわに勝つことはできぬ！」

　黒扇が、刀夜の喉のど元へ突き出される。

　辛かろうじて鍔つばで受けたが、大きく後ろへ吹っ飛ばされた。

　しばしの浮遊感の後のち……観客席のフェンスに背中をぶつける。

（ぐ……！）

　痛みではなく、己おのれの無力にうめく刀とう夜や。

　兔と丸まるは惚ほうけたように一連の攻防を見つめていたようだが、我に返った様子で、

『は、灰はい咲ざき君の真の力は、本当に凄すごかった……ですが学園長は、それを更に上回っています……』

『漣気エーテルは成長や鍛錬によっても増えるべ。灰咲が四年も昏こん睡すいしていなければ……あるいは、あと二年あれば、学園長にも勝てたかもしれねぇが』

　亀かめ山やまの言葉に、学園長は子供っぽく唇をとがらせた。

　だが「まあよいわ」と肩をすくめ、得意げに刀夜を見下ろしてきて、

「よいか《虚こ空くう剣けん帝てい》。汝なんじは妾わらわによる、恐るべき罠わなの渦か中ちゆうにいる」

「……」

「汝は『悪役ヒール』ではなくなった。それどころか義ぎ姉しのために戦っていたことを妾が暴露し、軽蔑や憎悪を浴びせられなくなった……」

　黒こく扇せんを振り降ろし、叫ぶ。

「つまり──汝の闇系シンクロ値を高めていた要素が、消えたのだ！」

「いや、とっくに気づいてた」

「なっ」

　学園長の頰ほおが、朱に染まる。得意満面で策を披露したのに見破られていた。これは相当恥ずかしい。

　軽く溜りゆう飲いんは下げたとはいえ、状況は変わらない。

（負ける。このままでは……！）

　懸命に、シンクロ値を上げる方法を模も索さくする。

（たとえば……喉のどを潰して声を変え、二重人格を装い、こんな風に喋しやべるとか）




『カカカカカ──ッ、俺は刀夜のもう一つの人格・狂きよう夜や。殺しがなによりの生き甲が斐いだ。断だん末まつ魔まの叫びだけが、俺の心を潤うるおす……』




（いや、これでは駄目）

　多少闇系シンクロ値は上昇するだろうが、どうせすぐ学園長にパクられる。それでは意味がない。

　それに今必要なのは、敵の倍に達するほど爆発的にシンクロ値を高める方法なのだ。

（何かないのか、何か……!!）

　脳のう味み噌そを振り絞って模も索さくし続ける。

　そして戦いの天才・灰はい咲ざき刀とう夜やは……とうとう答えを導き出した。

（あ……あぁ……っ!!）

　それは途と轍てつもなく酷な手段。だが……このままでは刀夜は殺され、プルは絶望する。

　迷っている暇はないのだ。

　刀夜は敢かん然ぜんと立ち上がり、大だい音おん声じようをあげた。

「《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》よッ！　聞くがいいッ！」

「む？」

　学園長が首を傾かしげ、長い髪を揺らす。

『は、灰咲君が立ち上がりました！　反撃開始するのでしょうか!?　ていうかお願いします、がんばって！』

　兔と丸まるが期待を込めて叫ぶ。

　だが《虚こ空くう剣けん帝てい》が口走ったのは、誰もが予測しない一言だった。

「俺は昨日、プルと姉さんに告白された」

『え!?　灰咲君、こんな時になにを言ってるんですか!?』

「その返事を、今からするぞ!!」

　場違いにも程がある発言に、コロシアム中の誰もが啞あ然ぜんとする。

　溢あふれんばかりだったニコニコ動画のコメントも、書き込みが少なくなっていた。視聴者もあっけにとられているのだろう。

　学園長は豊かな胸の下で腕組みし、口の端をつりあげる。

「ほぉ？　つくづく貴様は愉たのしませてくれるな」

（……よし、乗ってきた）

《開闢の女帝》は快楽主義者。こんな面白そうな見せ物をスルーするはずがない。

　刀夜はゆっくりとバトルフィールド上に戻った。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに、皆からの視線が注がれているのを感じる。

　胸に手を当て、大きく深呼吸した後……

「姉さん」

　右斜め前方。うつぶせに倒れている氷ひよう華かに声をかけた。

　義ぎ姉しは藍玉アクアマリンの瞳で、すがるようにこちらを見つめてくる。

「プル」

　左斜め前方にいるプルが、背筋をのばした。

「二人とも、よく聞いてくれ……」

　大きく息を吸い込む。

　刀夜は、氷華とプル……そして全世界に向けて高らかに咆ほう哮こうした。




「姉さんとプル、二人とも好きだ!!」




「「はい!?」」

　ハモる二人を交互に見て、

「いろいろ考えたけど、ぶっちゃけ選べません！」

「で、でもそんなの困るよっ！」「そうですよっ！」

「うるさい！　つべこべ言わず二人とも──」

　そして、魂を絞り出すように言い放った。




「俺の、肉便器になれ」




「「えええええええぇ!?」」

　決戦での肉便器発言に、二人が悲鳴をあげた。

　その反応をよそに、刀とう夜やは最低極まる妄もう言げんを続ける。

「姉さん！　処女雪のように白く美しい貴方あなたを、俺の手でグチャグチャのドロドロに蕩とろけさせたい!!　──そしてプル！　おとなしい性格に似合わぬムッチムチなドスケベボディを、思うがままにむさぼり尽くしたい……」












　両手を広げて、背を大きくそらし、

「二人ともクッソエロいから、俺の性欲処理に手放せないんだぁぁぁぁああああ!!」

「「……………………」」

　しーん、とあたりは静まり返った。

　兔と丸まると亀かめ山やま、そして学園長ですら、口をあんぐり開けている。

　今までとは違う意味で、地獄のような空気だ。

　それを打ち破ったのは……氷ひよう華かとプルの、哀あい切せつに満ちあふれた声。

「トー君……わ、私……がっかりだよ……」

「ひ、ひどすぎる……幻滅です……」

　そして二人の少女は、お互い目を合わせたあと──

　刀とう夜やを睨にらんできて、再びハモった。




「「大っっっっ嫌い」」




「」

　愛する女たちからの、拒絶の言葉。

　それは、刀夜の心に深々と突き刺さり……天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを落とし、力なく膝をついた。

　さらにそこへ、仲間たちが罵倒を浴びせてくる。

「貴方あなたを『お兄ちゃんみたい』と思うナド、私の演算機能はどうかしてまシタ」と一ひ二ふ三み。

「こんな奴やつとは、もう親友でもなんでもない」と光こう王おう院いん。

「セフレの関係は解消だ。君なんか電信柱にでも発情していろ」と風かざ見み鶏どり。

「こんな変人、見たことないの」と樹いつき。

　それらは追い打ちとなって、更に刀夜の心をえぐり……倒れ伏した。

　あまりに惨めな姿に、学園長が腹を抱えて爆笑する。

「ふ……はははは！　ふははははははははは！　な、なんじゃ今の余よ興きようは！」

　虹彩異瞳オツドアイに涙さえ浮かべて、

「汝なんじは馬鹿か！　せっかく妾わらわが『悪役ヒール』から解放して、評判を高めてやったのに──」

　ぴたりと、言葉を止める。

「あ……」

　顔から血の気が、一気に引いていく。

　長い髪をひるがえし、勢いよく巨大モニターを見上げた。

　そこには……悪意に満ちたコメントが、画面を埋め尽くす勢いで表示されていた。

『アホｗｗｗ　フラれるに決まってるｗｗｗｗｗ』

『告白の返事で、肉　便　器　』

『その剣で喉のどついて死ね』……

　刀とう夜やはそれら一つ一つを、瞬まばたきもせず凝ぎよう視しした。

　悪意が、侮ぶ蔑べつが、容よう赦しやない罵倒が……さらに心をズタズタに引き裂いていく。

「そ、そうか、これが汝なんじの狙いじゃったのか！　最低の返事でフラれ、傷つき、なおかつ世間からの評価を奈落に堕おとすことが──」

　ババアが何かほざいているようだが、刀夜の耳には入らない。

（ね、姉さんにプル……！　みんな……!!）

　愛する少女ふたり、それに仲間たちにも嫌われた。

　世界中の視聴者からも、これ以上ないほどの罵倒を受けている。

（……そ、それ、に……あそこの、ババアは……）

　四年前に義父母と門下生を殺し、刀夜を昏こん睡すい状態にし、氷ひよう華かを苦しめた。

　そして今日もプルを道具として扱い、傷つけた。

　絶望と憎悪……あらゆる負の感情がヘドロのように混じりあい、闇系シンクロ値を爆発的に高めていく。

「あ……あ……あぁアアアアああああああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁあぁあぁぁぁあアアアアアあああおおぉあああああああああああぐぐぁあああああぁああッ」

　刀夜は天を仰ぎ、魔獣のような咆ほう哮こうをあげた。

　その双そう眸ぼうからは涙が滴したたり落ち、全身からはドス黒い漣気エーテルが火か砕さい流りゆうのように噴き上がっている。

　コロシアム全体が激しく鳴めい動どうし、軋きしみをあげた。

「な……なぁ……っ!?　この漣気量は……！」

　学園長が気け圧おされたように後ずさる。さっきまでの余裕は完全に吹き飛んでいた。

『は、灰はい咲ざき君の闇系シンクロ値、な、なんと、なんと──さ、『３７７』ッッ!!』

『こんな数値、見たことねぇべ!!　これなら……』

　そう。今なら、相手がＳＳ級でシンクロ値『２００』だろうと十分勝負になる。

　刀夜は天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを握り直し、ゆらりと構えた。

　大切な人々を守るため、愛も友情も擲なげうち……一人の修羅となって、《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》と対たい峙じする。

「これなら……さらに上の絶ぜつ剣けんが使えるな……」

「ぜ、絶剣？　なんじゃそれは、カッコいい……」

「灰咲天てん凱がい流りゆうの頂点をなす、七つの殺さつ戮りく奥義だ。大きい数値ほど強い」

　抑よく揚ようのない声で応こたえ、黒衣をひるがえして駆けだした。

　体が軽い。

　流れる景色のスピードが、さっきまでとは全く違う。

　刹せつ那なの間に間合いを詰め、一刀を放った。

　学園長は黒こく扇せんを広げて受けたが、攻撃のあまりの重さに驚いたようだ。

「っ!?　小こ癪しやくな──！」

　巧みな体捌さばきで刀とう夜やの斬撃をいなし、黒扇をたたんで秒間十数発の突きを放ってくる。その悉ことごとくを、刀夜は顔色一つ変えず打ち払った。

《虚こ空くう剣けん帝てい》と《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》──。

　互いの武器と漣気エーテルが空中でぶつかり、せめぎあい、繚りよう乱らんたる火花を散らす。

　その壮烈さに、コロシアム内の者たちは声も出せない。モニターのコメントもほとんどない。

　全ての者が、息をのんで二人の戦いを見つめていた。

　……そして遂ついに、死闘に決着が訪おとずれる。

　数すう百ひやく合ごうにも及ぶ攻防の果てに、刀夜がついに勝利への道筋を発見したのだ。まるで棋士が『詰み』を見つけたように。

　刀夜は愛刀を、弓引くように構えた。

「灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう・絶ぜつ剣けん其その伍ご──」

　それは、絶対不可避の一刀を放つ奥義。

「「《天てん上じよう天てん下げ》」

　天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを突き出す。

　刀夜の腕に、これ以上ない手て応ごたえが伝わってくる。

　そして刃やいばは……学園長の胸の間を貫き、脊せき椎ついまで達していた。

「がはっ……」

　大量の血を吐く《開闢の女帝》。彼女ほどの化け物だろうが、間違いなく致命傷である。

　虹彩異瞳オツドアイを力なく揺らめかせながら、

「さすがだ《虚空剣帝》……一つだけ、頼みがある……」

『娘を頼む』とかだろうか。それならまだ救いがあるが……。

「妾わらわを倒した今の技……『絶剣其の七』という事にしてくれぬか……中途半端な技より、最強技の方がカッコいい……」

　刀夜は呆あきれを通り越して感嘆した。ここまで己おのれを貫けるなら大したものだ。

「なぁ灰咲、一生のお願いじゃ」

　学園長は刃が深く刺さるのもかまわず、刀夜へ近づいてくる。

「……嫌だね。死ぬ寸前だからって、一生のお願い使い切ろうとすんじゃねえよ」

「くくく、手厳しい」

　苦笑とともに、学園長は虚空を見上げた。

「では……散り際の台詞せりふを言うとするか。実はかねてから考えていた、超かっこいいものがある。耳かっぽじって聞け──」

　刀とう夜やは天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを、一気に引き抜く。

　傷口からおびただしい血が噴ふん出しゆつし、学園長は仰あお向むけに倒れた。

「あぁ、もう少し待ってくれてもよかろうに!?」

　駄だ々だっ子のように手足をばたつかせた。

　だがその動きはすぐに弱まり、虹彩異瞳オツドアイの輝きも薄れていく。

「……まあ佳よいわ。地獄で待っているぞ…………一足、先にな……」

　そして。

　最後まで悪を貫き《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は逝いった。

（……一足、先にか）

　刀夜は己おのれの左胸を見下ろす。

　そこには……黒こく扇せんが深々と突き刺さっている。

　相打ち、だったのだ。

（畜生……）

　足に力が入らなくなり、体が大きく後ろに傾かしいだ。

「刀夜君！」「トー君っ！」

　プルと氷ひよう華かの、声と足音が近づいてきた。

　床に激突する直前に二人が受け止め、そっと横たわらせてくれる。

　左右から見下ろしてくるプルと氷華。その表情には微み塵じんの嫌悪感もなく、刀夜を案じる気持ちだけが伝わってくる。

「ふたり……とも……」

　少し喋しやべるだけで、胸が引き裂かれるようだ。

「俺のこと、嫌いになったんじゃ……」

「刀夜君を嫌いになる筈はずありません！　確かに最低きわまりない返事でしたけど……！」

　プルに続いて、氷華が口を開く。

「途中からわかったの。あれは私とプルちゃん──それに一ひ二ふ三みちゃん達や、世界中の人からも罵倒されて闇系シンクロ値を上げる策だった、って事……」

　一二三たちも、それを察して演技してくれたのだろう。

　その証拠に……一二三と光こう王おう院いんが刀夜の傍かたわらに座り、懸命に声をかけてくる。

「と、刀夜、刀夜シッカリ！」「刀夜！」

　風かざ見み鶏どりは樹いつきの肩を借りてこちらへ歩いてきた。鳶とび色いろの瞳を潤うるませ、唇をかみしめている。

（なんだ……俺、嫌われてなかったんだ……）

　痛みも忘れて、微び笑しようしてしまう。

「すぐに『不死鳥』で治療します！」

　プルの漣気エーテルが炎の巨きよ鳥ちようの形となり、大きな翼で刀とう夜やの体を覆おおう。

　続いてプルは刀夜の胸元に手を伸ばし、

「我慢してくださいね……！」

　黒こく扇せんの柄を握り、力を込めて引き抜いた。『不死鳥』のためか血はほとんど噴ふん出しゆつしない。

　だが……。

「どうして!?」

　プルが上うわ擦ずった叫びをあげる。どうやら先ほどより、さらに治りが遅いようだ。

　無理もない……瀕ひん死しの重傷を負わされてから、まだ二十分も経たっていないのだ。

　刀夜の生命力は、非常に弱まっていた。

「そんな……そんな、このままでは……！」

　プルはありったけの漣気を放出し、『不死鳥』の炎を更に強めた。だがそれでも、治癒の速度はほぼ変わらない。

　刻こく一いつ刻こくと、命が失われていく。

　刀夜は口を開いた。

「ごめんな……あんな告白の返事で……」

　プルは頭かぷりを振ふって治療を続け、氷ひよう華かはポロポロと落らく涙るいしている。

「でも肝心のところは本当なんだ。俺は二人とも大好きだ。どっちも嫁にしたい……!!」

「い、いいですよ刀夜君、もうそれでいいですから！」

「私もいいよ。みんなで仲良く暮らそう──だからトー君、がんばって！」

　刀夜は微び笑しようし、かすかにうなずいた。

　だが……まるで深海に沈んでいくかのように、視界が暗くなっていく。

　もう音も、あまり聞こえない。どうやら皆が、懸命に自分を呼んでくれているようだが……。

（まだ死ねない）

　氷華を闇金から救っていないし、学園長に傷つけられたプルを癒いやしてもいない。

　やらねばならない事が、沢山あるのだ。

（……まだ生きたいんだ……まだ……!!）

　その願いもむなしく。

『今こん世せい無む双そうの天才』と謳うたわれた少年は、死んだ。




●




「噓うそ、噓噓噓……！」

　灰はい咲ざき氷ひよう華かは、譫言うわごとのようにつぶやいた。

　義ぎ弟ていの首筋をさわり、脈を確認する……動きはない。

（と、とにかく救命処置！）

　胸を貫かれているため、心臓マッサージはできない。

　どれほどの足しになるかわからないが、唇と唇をあわせて人工呼吸した。何度も夢見た刀とう夜やとのファーストキス……こんな悪夢のような形で実現するとは。

　夢中で三十回以上くりかえしたが……。

　やがて、こう痛感せざるをえない。

（ほ、本当に、本当に死んでるっ……!!）

　己おのれの半はん身しんが──いや、生きる希望そのものが、根こそぎ奪い取られたような感覚。

「刀夜、刀夜……目を覚ますデス……」

　一ひ二ふ三みは小さな手で、すがるように刀夜の体を揺さぶっている。

　光こう王おう院いんは顔を覆おおってうずくまり、風かざ見み鶏どりは嗚咽おえつしている。

　そんな中。

　プルだけは全ての感情を削そぎ落おとしたように、無表情で座っていた。

　あまりにも異様な雰囲気だ。

「……プル、ちゃん……？」

　声をかけるとプルの首がぎこちなく動き、こちらを向いた。

「氷華さん……」

　紅ぐ蓮れんの髪の少女は、両手を豊かな胸へ押し当て、

「わたくし、心がおかしくて……もう……こんな……！　どうしようもないくらいに、胸が張り裂けそうで……」

「!!」

　氷華は藍玉アクアマリンの瞳を、大きく見開いた。

　プルは母に酷ひどい扱いを受け、愛する少年が死に……これ以上ないほど絶望している。




　アウローラの発動条件を満たしたのだ。




　プルの紅蓮の髪が大きくなびき、その身体からだから膨大な漣気エーテルが放たれた。

　続いて空中に、数百個もの大小さまざまな魔法陣が浮かび上がった。まるで満天の星空のようだ。

　氷華たちは視線を巡らせ、その圧倒的な光景に見入る。

（アウローラ！　これが……！）

　現代の異能世界を作り、三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるたちが求めた世界変革の異能。

　それをプルは、愛する少年一人のため使おうとしている。

（でも、そうしたらプルちゃんは……）

　氷ひよう華かの考えがわかったのか。

　プルは赤い瞳に涙を一杯にためて、見つめてくる。

「わたくしはまた……氷華さんや刀とう夜や君の事を忘れてしまうかもしれません。もしかしたら、一ひ二ふ三みのことも……」

「マスター！　そんなの、そんなの嫌デス……！」

　一二三がプルに抱きついた。

　小さな頭を母親のように撫なでながら、プルは続ける。

「大丈夫よ。絶対にまた、心を繫つなげるはずだから」

「心を繫ぐ……デスか……？」

　プルは深く頷うなずき、氷華に視線を移してきて、

「わたくしが──この学園で貴方あなたがた姉弟きようだいと再会して、思い出を重ねてきたように……！」

　プルは身をかがめ、刀夜の首筋にすがりついた。

「刀夜君……」

　しばし彼を見つめたあと、唇と唇をあわせる。

　瞬間、空中の無数の魔法陣が、いっせいに光を放った。












　そして。

　アウローラが発動し、世界は変革された。






†エピローグ









　灰はい咲ざき氷ひよう華かは土鍋から茶ちや碗わんに、お粥かゆをよそった。

　具は鶏とり肉にくとサツマイモを細かく刻んだもの。味付けは梅ばい肉にくだ。

「意外な組み合わせだけどねえ、とっても美お味いしいんだよ」

　掌てのひらから冷気を出して、粥をほどよく冷ましてゆく。

「ごはんは新米だよ。学内予選のときはあんなに暑かったのに、ずいぶん涼しくなったよねえ」

　介護用ベッドに横たわる黒髪の少女──プルから返事はない。黒曜石の瞳は揺らぎもせず、ぼんやりと虚こ空くうを見つめている。

　氷華はベッドのスイッチを入れ、プルの上じよう半はん身しんを起こした。刀とう夜やが昏こん睡すい時に使っていたものだが、こんな形で役立つとは皮肉である。

　スプーンでお粥を掬すくい、左手を添えてプルの口元に運ぶ。

　少しの間プルは微動だにしなかったが、やがて緩かん慢まんな動作で口に含んだ。

　味にはかなり気を遣ったが、眉一つ動かない。微かすかに口の脇へこぼれたが、それすら気にならないようだ。

　二十分ほどほどかけてゆっくり食べ終えると、氷ひよう華かはプルの口元を拭い、

「おいしかった？」

　返事はない。

　だが氷華はプルの心に届くことを願い、声をかけ続ける。刀とう夜やが昏こん睡すいしていた時と同じように。

「気に入ったら、またこのお粥かゆ作るからね──」

　もちろんこの症状は、アウローラによるものだ。

　世界変革の異能で、プルは刀夜の命を救ったが……

　使用が二度目だったためか、その副作用は、一度目のような部分的な記憶障害ではおさまらなかった。

　何か大切な部分が壊れてしまったのか、喋しやべる事も、呼びかけに応こたえることもない。食事など、生きるため最低限の事しか出来なくなってしまったのだ。

　氷華は、軽く握られたプルの右手を見て、

「あ、今日もそれ持ってるんだね？　宝物だもんね」

　一ひ二ふ三みから貰もらったお守りだけは、ほとんど手放そうとしないのだ。

　この中にはもともと一二三が、たくさんの四つ葉のクローバーを詰めていたが……

　今は更に氷華、光こう王おう院いん、風かざ見み鶏どり、樹いつきが摘んできたものも加わっている。

　刀夜と一二三は四つ葉を探していない──今日のために、鍛錬を積み重ねてきたから。

　氷華はリモコンをとり、部屋の隅のテレビをつけた。

　画面に映し出されたのは、煉れん獄ごく学園北側コロシアムよりずっと大きな会場。

　観客席には人が鈴なりになり、一様に期待に満ちた顔をしている。画面越しにも熱気が伝わってくるようだ。

　映像が放送席に切り替わり、二人の少女が映し出された。

『さぁ、いよいよ今年の暗黒狂宴サバトも、本戦の決勝を迎えました。実況は私、兔と丸まると』

『亀かめ山やまでお送りするべ』

　氷華は画面を指さして、

「ほらプルちゃん。この二人すごいんだよ。本戦の実況と解説も担当してるんだから」

　学園長が起こした事件の時、兔丸は危険をおして避難誘導をし、亀山は彼女を守った。それが大きな話題となり、本戦にも抜ばつ擢てきされたらしい。

　氷華のチームはベスト８で破れたが、その試合でも息の合ったやりとりをしていた。

　兔丸が堂々とした口振りで、話題を振る。

『さて亀山さん、大会最高責任者・三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるが乱心の上に死亡という大事件があった今年の暗黒狂宴ですが、各関係者の尽力により本戦決勝まで来れましたね』

『んだな……はぁ……』

『あれ、亀かめ山やまさん、元気ないですね』

　亀山が机の上に、でれりと伏せる。

『きのう夫婦ゲンカしたら、旦那出ていってしまったべ』

『それはお気の毒ですけど、今はやるべき事をしましょうね』

　亀山はうなずき、カメラに顔を近づけてきた。

『あなた、この放送見てたら是ぜ非ひ連絡を！　今晩あの店で待ってるべ』

『やるべき事は仕事ですよ仕事！　さあでは参りましょう。暗黒狂宴サバト決勝、選手入場です！』

　氷ひよう華かは苦笑し、頰ほおを人差し指で搔かいた。

「亀山さんは相変わらずだねえ、プルちゃん」

　黒髪の少女は、相変わらず無表情のまま。

　だが兔と丸まるの次の言葉に、体がピクンと反応した。

『まず東から、煉れん獄ごく学園第一代表！　灰はい咲ざき刀とう夜や選手率いるリベリオンズの入場です！』

　東側の入場門より、黒衣の少年が現れた。

　その後ろには一ひ二ふ三みがつき従っている。パワードスーツは更に物物しくなり、全身武器庫といった様よう相そう。

　一二三の強い求めにより、あれからも何度か『改造』が行われたためだ。

『さぁ今年の暗黒狂宴、一番の話題をさらったリベリオンズ！　灰咲刀夜は、今は亡き《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》から様々な無理難題を課せられながらも、並みいる猛も者さたちを打ち破り続けました。そして乱心した《開闢の女帝》すら、驚きよう天てん動どう地ちの奇策で相打ちに持ち込んだのです！』

　氷華は赤面した。

　肉便器発言が決め手となった、あの死闘……前代未聞の逆転劇として、語り草となっている。

　非公式戦ながら、今年の暗黒狂宴のベストバウトとの声も高い。

　そのおかげもあり、今や刀夜の黒衣『虚こ空くう剣けん帝ていモデル』は売れまくっている。刀夜は数千万単位のロイヤリティーを手にしているが、通帳を氷華に預けてプルの介護費や生活費に当てていた。

　兔丸の実況は続く。

『《開闢の女帝》との戦いのあと、チームメイトの羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス選手は倒れました。ですが灰咲刀夜選手は、一二三選手とたった二人で勝ち抜いてきたのです！　借金を返し、義ぎ姉しの氷華さんを救うために！』

（トー君っ……！）

　氷華は胸を熱くしながら、愛する少年を見つめた。

　闇金への借金・百六十億円の返済期限は今日である。リベリオンズが破れれば氷ひよう華かはカタにとられる。

（でもね兔と丸まるさん。トー君たちが戦うのは、私のためだけじゃないの）

　氷華はプルの背中に手を当て、テレビを指さした。

「ほらプルちゃん。トー君だよ……私たちのヒーローだよ」

　プルは表情を変えず、画面をぼんやりと見つめている。

　だがお守りを握る力が、かすかに強くなった。




●




　灰はい咲ざき家の屋敷、玄関前。

　灰咲刀とう夜やはうんざりした顔で、引いていたリアカーを止めた。

「やっとついた……」

　振り返って見た荷台には、百個以上の段ボール箱が積みあがっている。

　中身は全て現金だ。暗黒狂宴サバト優勝チームに贈られる、副賞の五百億円である。

「なんで現金なんだよ。銀行振込でいいのに」

　おかげで会場からここへ着くまで、八回も強盗に逢あった。無論ことごとく瞬殺したが。

　光こう王おう院いん、風かざ見み鶏どり、樹いつきが輸送を手伝ってくれたのも心強かった。彼らも刀夜同様、ほっとした顔をしている。

　玄関が開き、氷華が姿を現した。銀髪を揺らし、両手を広げてこちらへ駆けてくる。

「トー君、おかえりっ！」

　刀夜は愛する女性を抱きとめた。

　つややかな銀髪を優しく梳すきながら、

「ただいま。これで姉さんは、借金のカタにとられることはないよ」

「うん……」

「ずっと俺と一緒だ。絶対に離さない」

「……!!」

　その美び貌ぼうがふにゃっと崩れ、唇がふるえた。

　氷華は袖そでで目元を拭ったあと、荷台の段ボールの上を見上げる。

　そこでは一ひ二ふ三みが大量の重火器を具現化し、四方に向けている。

「一二三ちゃんも頑張ったねっ」

「ＮノＯー。今の私は『一二三Ωオメガ　フリーダムゼロ・ミラージュカラミティ』です」

「……そ、そうだったね。もう改造に改造を重ねて、何がなんだか分からないよ」

　一二三はパワードスーツを消し、スク水ニーソ姿になった。荷台から飛び降り、甘えるように氷ひよう華かに抱きつく。

「エネルギー切れデス。氷華サマの体温で充電させてくだサイ」

「う、うん。……本当に、本当にお疲れさま。一ひ二ふ三みちゃん」

　氷華に頭をなでられて目を細める一二三。

　その愛くるしい姿を、刀とう夜やはジッと見つめて、

（暗黒狂宴サバトで優勝した以上、もうこの子は戦わなくていい……）

　今までは一二三の強い求めで、共に戦ってきた。

　だがこれからはロボットでなく、一人の人間として生きるべきだろう。

　その為ためには、悲しい過去とも向き合う必要がある。

　ロボットでなく人間だったのに、親族から酷ひどい扱いを受けた事を直視しなければならないのだ。

（とても辛つらいだろうが──俺は全力で、お前の心を支えるよ）

　そして……『自分は人間』と確信できたとき、一二三のロボ系シンクロ値は下がり、異能者として終わるだろう。

　プルを守る力を失ったことで、己おのれの存在理由を見失うかもしれない。

　だがその時、刀夜はこう伝えたい。

『お前は普通に生きていれば、それだけでプルや俺たちの心を暖かくしてくれるんだ』と。

「刀夜、次はあなたの体温で充電してくだサイ」

　一二三が氷華から離れ、刀夜の腰にしがみついてくる。

「ああ、いくらでもな」

　歪いびつだが、とても気高い幼女。

　山やま中なか一二三を、灰はい咲ざき姉弟きようだいは自分たちの妹のように見つめた。

　氷華は続いて、段ボールの荷下ろしをしている光こう王おう院いんに声をかける。

「光王院君もお手伝いありがとう。こんど是ぜ非ひお礼をさせてね」

「ハハハ氷華さん。僕はそんな下心があって手伝っているわけではいててててて」

　多少は、えっちな下心があるらしい。

　相変わらずな親友に、刀夜は苦笑しつつ、

「晴はる斗と、姉さんはその……俺の女なんだから、そんな下心はだめだぞ」

「いや、僕が想像したのは、刀夜からのお礼だよ」

「俺への下心かよ!?」

　相変わらずな親友に、泣きそうになる。

　今後の付き合い方に苦悩していると、段ボールを重ねて持つ風かざ見み鶏どりが声をかけてきた。

　彼女が今まとうのは、タンクトップとショートパンツ。

　ありふれた格好だが、風見鶏が着るとモデルのように見えるから不思議だ。最近『美しすぎるホームレス』として話題になっているらしい。

「は、灰はい咲ざきっ」

「あ……はい」

　互いに目を合わせ、サッとそらす。

　ぎこちない空気だ。

　風かざ見み鶏どりとは、多少気まずい関係が続いている。

　学園長との戦いで、セフレになる申し出を了承した刀とう夜やだが……むろんそれは、状況を打開するための策である。

　戦いの数日後、風見鶏はこう言ってくれた。

『セフレの事は忘れてくれ。君の気持ちは、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさんと生徒会長にある事はわかっているから……』

　風見鶏はあの戦いで大きな戦力になってくれた。それに、セフレ発言はかなり恥ずかしかった筈はず。

　なのに見返りを、何も求めようとしなかったのだ。

　それからも四つ葉のクローバーを持ってプルの見舞いに来てくれたり、刀夜と一ひ二ふ三みの鍛錬につきあってくれたりした。

　知れば知るほど、風見鶏の良さが見えてくる。

（ああ、どうしよう……！）

　刀夜は真剣に悩んだ。その感情は以前にフッた時にはなかったものだ。

　だがもちろん、それを氷ひよう華かが見逃すわけもなく。

「トー君……妻をこれ以上増やす気かなぁ？」

「ひぃい！」

　暗黒狂宴サバトを制した天才剣士は、情けない悲鳴をあげる。

　風見鶏が不思議そうに首をかしげつつ、

「灰咲、このお金はどこに運べばいいのだ？」

「い、居間へお願いします」

「わかった」

　母おも屋やへ向かおうとした風見鶏の足が止まり、鳶とび色いろの瞳でリアカーの荷台を見つめる。

「なあ灰咲、後でちょっとだけ貰もらっていいか？」

　輸送を手伝ったバイト代だろうか。風見鶏には世話になっているし、かなり多めに渡してもかまわない。

「ええ勿もち論ろん」

　刀夜の答えに《失楽園ホームレス》は破顔して、

「ありがとう。いやぁこれは実にいい段ボールだ。我が家が更に強固になるな」

「……そ、そうですか」

　五百億円でなく段ボールに食いつくあたり、流石さすがである。

　一方、風かざ見み鶏どりの親友・樹いつきは、庭を駆け回っていた。ひらひらとローブを翻ひるがえす姿は妖精のようだ。

「生徒会長、すっごく素敵な庭なの！」

「そう？　うれしいな。私の両親が大切に手入れしていたの」

「どの木も性的な意味で素敵なの！　どれもこれも私のハーレムに入れたいの！」

「な、なんか汚けがされた気がする……」

　頰ほおをひきつらせる氷ひよう華か。

　続いて樹は、何かを思いついた様子で、

「そうだ生徒会長。お願いなの」

「え？」

「つむじも、ここに住まわせてあげてほしいの」

　風見鶏は、真っ赤になって首を横に振っている。

　樹はそれを手で制し、

「生徒会長、迷惑はかけないの。つむじなら庭に段ボールハウス作って暮らせるから」

「家に来た人、びっくりするわよ!!」

　新手の虐待と思うかもしれない。

　破天荒なやりとりに、刀とう夜やは一ひ二ふ三みと苦笑しあった。

　そしてしみじみと思う。

（煉れん獄ごく学園に入ってから、濃い奴やつらと会ってきたなあ……）

　たとえば金の亡者・萌もえ先生。

　彼女は学園長から貰もらった国債を没収され、教員免許も剝はく奪だつされた。

　それから風見鶏に、ホームレスとして弟子入り。

　しばらく真面目まじめにやっていたらしいが、先ほど優勝賞金を強盗にきたので返り討ちにした。警察に突き出したので、しっかり罪を償つぐなってほしい。

　続いて変態の横綱・天てん堂どう恋こい九く郎ろう。

　彼は万里の長城に全裸でいたところを、中国警察に捕まり投獄された。

『彼女と一緒にいて高ぶってしまった。出所したら、改めてプロポーズするつもりだ』と供きよう述じゆつしたらしい。

　ただ収容された刑務所が巨大だったため、万里の長城との愛の狭はざ間まで苦悩しているという。相変わらず、盤ばん石じやくの横綱相撲をとっておられる。

　それに赤ちゃん系異能者・児こ山やま小こ太た郎ろう。

　彼は武人としての限界を感じ、これからはレスキュー隊員を目指すらしい。

　己おのれの身も省みず学園長と戦った彼だ。きっと立派な隊員になれるはず。いつか災害現場で、彼がおむつ姿で活躍する姿が見られるかもしれない。

　そして──三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づる。

　彼女は普通に墓を建てて葬った。

　普通こそ、あの女が一番いやがる事だからだ。墓石に『田た中なかよし子』と刻まれているのを見たら『三千烏血鶴じゃ!!』と叫ぶことだろう。

　それにこれは余談だが。

　学園長に金銭供与を受けていた政治家が、コロシアムでの事件に『闇色の黄昏たそがれ』というカッコイイ名前を付けようと動いたことがある。

　この名に決まったら、あの世の学園長も大喜びだったろうが……。

　刀とう夜やはその政治家宅へ侵入し、別の事件名にするよう脅迫した。

　結果──あの事件の正式名称は『田中よし子パニック』になった。学園長も草くさ葉ばの陰で泣いているだろう。

（萌もえ先生、天てん堂どう、児こ山やまさん、学園長──）

　刀夜は青空を見上げ、一人一人の顔を想起する。

（思い出した人のうち半数が、獄中だな……）

　せつなく思いつつ、段ボール箱を重ねて居間に運び込む。後ろから皆も同じようについてくる。

　五百億円もあるので、あと数往復しなければならないだろう。

「うう……」

　一ひ二ふ三みが、プルがいる部屋の方を見て足踏みする。早く顔を見たくてたまらないのだろう。

「一二三、俺たちが運び込んでおくから先に……」

「君もだよ、刀夜」

　刀夜の言葉を遮さえぎったのは、光こう王おう院いんだ。

　床に段ボール箱をおろしながら、爽やかに微笑ほほえんで、

「それに氷ひよう華かさんも。あとは僕達に任せて、田中さんのもとへ行くといい」

　その後ろで風かざ見み鶏どりが寂しげにうなずき、樹いつきは抱えた段ボールで前が見えないのかフラフラしている。

「ありがとう……！」

　刀夜、一二三、氷華は頭を下げ、居間から出た。

　廊下を駆け、プルの部屋になだれこむ。つきっぱなしのテレビでは、コロシアムからの中継が続いている。

「ただいま」

　刀とう夜やは声をかけたが、ベッドに横たわるプルは一いち瞥べつもくれない。

　刀夜はプルのほっそりした手を握り、

「プル、俺の活躍見てくれたか？　決着をつけた技なんか神がかってただろ」

　戻ってくるのは、虚うつろな眼まな差ざしだけだ。

　それは刀夜にも重々わかっている。あの日から二ヶ月以上……何度も何度も語りかけてきて、一度も返事はなかったのだから。

「ねえマスター、マスター」

　一ひ二ふ三みが頑張って笑顔を作り、ベッドの柵をつかんで飛び跳ねる。

「刀夜ったら、負ける寸前まで追いつめられた時『プルが待ってるんだよ!!』と叫び、気力を振り絞ったのデスよ」

「おいおい、それは言うなよ。お前だって……」

　虚むなしい戦勝報告を、氷ひよう華かは目を伏せて聞いていた。

　それから十分ほどして……部屋に光こう王おう院いん、風かざ見み鶏どり、樹いつきが入ってきた。現金を運び終えてくれたらしい。

「……刀夜、そろそろ始まるよ」

　光王院の声に、全員の視線がテレビに集まった。

　コロシアムの映像が切り替わり……地球全体を宇宙から撮影したものになる。

　どんどん地球に近づいていき、この都市の上空でとまった。

　五つの点が、強い光を放っている。

　煉れん獄ごく学園をはじめとした、異能学園だ。

　そして、その点がつながり……巨大な五芒星ペンタグラムが作られてゆく。

　兔と丸まるが興奮した声で、

『さあついに、五芒星が完成します！　これを使い、暗黒狂宴サバト優勝チームの『なんでも願いを叶かなえる権利』が実行に移されるのです！　リベリオンズの願いとはなんなのか？』

『そりゃあ、決まってるべよ』

　亀かめ山やまが珍しく、慈いつくしむような口調で言った。

『〝羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの心を取り戻すこと〟しかねぇべ』

　そう──

　暗黒狂宴の制覇を目指したのは、氷華を借金から救うためだけではない。

　プルを元に戻すためにも、戦い続けてきたのだ。

　そして画面の中の五芒星が完成し、まばゆい光を放つ。

　輝きは三千世界全体に広がっていき……この部屋の中も、なにも見えないほどの光に包まれた。

　皆は顔を手で覆おおう。

　テレビの方からは、兔と丸まるの声が聞こえてくる。

『それでは今年の暗黒狂宴サバトはこれで終わりです。それではみなさん、さようなら……』

　そして十秒ほどで、光はおさまった。刀とう夜やは何度もまばたきし、懸命に視力を戻す。

「あっ！　トー君見て！」

　氷ひよう華かがベッドを指さしている。

　そこには、明らかな変化があった。

　虚うつろだったプルの瞳が、焦点を結むすんでいる。

　何かを求めるように、視線が揺れ……

　刀夜と目が合った。

　プルは口を開き、掠かすれた声を漏らす。

「…………ゃ……」

　何か喋しやべろうとしているようだが、久ひさしぶりなのでうまく声が出ないようだ。その所しよ作さを、皆は凍り付いたように見つめている。

　黒髪の少女は、一生懸命に言葉を紡ぎ……

　そして久しぶりに、名前を呼んでくれた。

「…………とう、や、くん……」

　刀夜は、笑おうとしたが上う手まくできなかった。目が熱くなり、喉のど奥から呻うめきが漏れるだけだ。

　先に動いたのは一ひ二ふ三みだった。

「マスター！」

　プルに縋すがりつき、続いて二人を氷華が包み込むように抱いた。

　光こう王おう院いんは笑顔で拍手し、風かざ見み鶏どりはおいおい泣き、その頭を樹いつきが撫なでている。

　刀夜は頼りない足取りでベッドに近づき、両手を広げる。

「おかえり──」

　そしてプル、氷華、一二三をまとめて強く抱きしめた。
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　こんにちは壱いち日にち千せん次じです。『三千世界の英雄王レイズナー』三巻を手にとっていただき誠にありがとうございます。刀とお夜や君たちの物語はこれでおしまいです。書いていて楽しい奴らばかりでしたし残念ですが、書きたいように書けたので満足している部分もあります。

　イラストのおりょう様。前シリーズに引き続き担当していただき本当にありがとうございました。どのキャラクターもイラストも、素晴らしいものばかりでした。僕にとって一生の宝物です。またいつか、一緒に作品を作ることができたら嬉うれしいです。

　担当のＮ様。企画立ち上げやアドバイスなど、諸もろ々もろご尽力くださりありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。

　校正様、デザイナー様などこのシリーズに携わって頂いた方々に厚く御礼申し上げます。

　ここまでお付き合いいただいた読者の方々も、本当にありがとうございました、

　そして大切な家族、いつもありがとう。

　次回作の企画は通していただきましたし、その他の話も色々書いていきたいです。それでは再びお会いできればと思います。


壱日　千次

















特別付録　書き下ろし短編







　刀夜が朝起きて廊下に出ると、一二三がフラフラと歩いてきた。自分をロボと思いこむ、難儀な幼女だ。

　顔色が真っ赤で、髪が何故か濡れている。様子が変だ。

「一二三、どうした？」

「あ、刀夜……今朝から、体が熱いのデス」

　一二三の額に手を当てると、かなり熱い。風邪だろうか。

「私の見立てによると、オーバーヒートですネ」

　刀夜は、百％間違っている見立てを聞き流しつつ、

「悪化したら大変だ。早く治療しないと」

「すでに行いまシタ」

　一二三は胸を張り、

「つい先ほど、オーバーヒートを冷やすべく水風呂に飛び込んできたところデス」

「アホの子か!?」

　髪が濡れているのは、その為だったらしい。

　刀夜は慌てて一二三の部屋へ連れていき、ドライヤーで髪を乾かし、布団に寝かせた。

　続いて台所へ行き、朝食を作っていたプルにも状況を知らせる。氷華は昨日から所用で出かけている。

　一二三の部屋へ戻ると、彼女は力なく横たわりながら、

「刀夜……このオーバーヒートは変デス。私、ウイルスによるサイバー攻撃を受けたのでショウカ」

「……」

「昨日、コンビニのWi-Fiスポットに寄った時とかニ」

「セキュリティ、脆弱すぎるだろ……」

　刀夜は適当に相手をしつつ、どうすべきかを考えた。

（病院に連れていきたいが）

　この子の『ロボという思いこみ』からして、難しいだろう。

　ふすまが開いて、プルが入ってきた。持っているお盆には、粥が入った茶碗、薬がある。家に常備してある風邪薬だが……

「一二三、お粥を食べて、それからこの薬を」

「でもマスター、私が人間の薬を飲んでモ……」

「いえ、これはコンピューターウイルス用のワクチンよ」

　刀夜が驚いてプルをみると、目で合図を返してきた。

　なるほど、今は薬を飲ませるのが先決。そのために適当な理屈を作ったらしい。

　一二三は、粥をプルに食べさせてもらいながら、

「ごめんなさいマスター。私も家事を手伝わなければいけないノニ」

「余計な事を考えなくていいの」

「あとマスター、今こそナースのコスプレをして看病し、刀夜を悩殺するデス」

「余計なこと考えなくていいの!!」

　プルは顔を赤くしつつ、粥を食べ終えた一二三に薬を飲ませた。そして家事をするべく部屋を出ていった。

　刀夜も後に続こうとしたが、一二三が服を摑んできて、

「……刀夜、スタンドアローンは寂しいデス」

　スタンドアローンとは、ネットワークに繫がらないコンピュータの事だ。

「……わかった、お前が寝付くまで側にいるよ」

　刀夜が頭を撫でると、一二三は幸せそうに目を細めた。




　翌朝。

「刀夜ー、朝デスよー」

　一二三が起こしに来た。すっかり元気になったようだ。

　刀夜が体を起こすと頭痛がし、全身に寒気が走った。

「うう、一二三に風邪うつされた……」

「刀夜、私の症状はコンピュータウイルスによるオーバーヒート。風邪とは別物なのデスよ？」

「……」

「私がたくさん看病してあげマス」

　一二三はニコニコし、抱きついてきた。
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